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2009年度 父母教育後援会

5月17日（日）、衣笠、びわこ・くさつ両キャンパスで「2009年度春のオープンカレッジ」が開催されました。

当日は、新緑の季節に似合わぬあいにくの雨模様にもかかわらず、

約2500名が訪れ、キャンパスは大いに賑わいました。

「学生生活講演会」、「大学院進学説明会」、「進路・就職講演会」、「就職相談会」、

「スキルアップ説明会」、「留学説明会」、「キャンパス＆課外活動見学会」といった各プログラムには、

多くの父母が参加。お子さまの学生生活や進路への高い関心が伺えました。

また前日の16日（土）には「父母教育後援会総会」が行われ、今年度の事業計画と予算案が承認されました。

衣笠・BKC

にて
同時開催

OPEN COLLEGE 2009
in  K i n uga sa  Campu s  &  B iwa ko  K u s a t s u  Campu s

春のオープンカレッジ
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学生生活講演会 衣笠

思春期から大学時代にあたる青年期までは、子どもは揺れ動きながら成長する時期です。
立命館大学文学部春日井敏之教授が、「思春期・青年期のゆらぎと支援」と題して、 

温かいまなざしと言葉で、親は子どもとどう向き合い、どう接し、自立を応援していけばいいのか語りました。

気遣いの人間関係に 
ゆれる大学生たち

現代の大学生は、日々「気遣いの人間

関係」の中で生活しています。それも仲の

良い友達同士といった「親密圏」で気を遣

う傾向にあります。一方で例えば車中で

お年寄りに席を譲るといった、公共の場

での気遣いは苦手です。こうした態度は、

他者を大切にするというよりはむしろ「自

分が傷つきたくない」という気持ちの表れ

です。私の教え子の中にも、「必要以上に

他人を気遣い、結局自分自身が疲れてし

まう」と訴える学生がいます。原因として

は、他者との「つながりの実感」が希薄な

ことがあげられます。相手との間に確か

な「つながり」を実感できれば、些細なこ

とで気を遣う必要などないからです。

「つながりの実感」を育てる 
学童期・思春期

「つながりの実感」は、通常学童期に「遊

ぶことと働くこと」の体験を通して育まれ

ます。遊びながら仲間と心を通わせ、また

大人の手伝いをすることで褒められ、「認

められた」という実感を得るのです。しか

し現代の子どもは大勢の友達と遊んだり、

手伝いをした経験が乏しく、「つながりの

実感」を育てる機会を逸してしまう人が少

なくありません。

続く思春期葛藤の時期に、子どもは自

分の弱さを認め、「助けて」と言える能力

や関係を構築します。この時

期にはまた、親に対する「負

の感情」も芽生えます。例え

ば親が「良かれ」と思って将

来のレールを敷いてやった

り、「勉強がんばれ」などと

励ましたりすることにも、子

どもは反発を覚えたりしなが

ら、親からの精神的な自立を

図り、自己の解体と再編をし

ていくのです。子どもが葛藤

を経て次のステップに進むた

めには、心に芽生えた負の感

情を誰かに受け止めてもらう

ことが必要です。「こんな気持ちだった」

「辛かった」「嫌だった」と誰かに打ち明け

ることで、振り回されていた自分の気持ち

に区切りをつけたり、相対化したりして、

成長していくのです。

ところが、すべての子どもがこの過程

を思春期に経験できるとは限りません。う

まく表現できないまま思春期を過ぎ、時に

は青年期になって、ようやく負の感情を吐

露できるようになる子どももいます。たと

え大学生になったとしても、今となっては

どうにもならないことや気持ちを誰かに

聴き届けてもらう体験が必要なのです。

子どもの気持ちを 
「聴き」「認めて」後押しを

「遊ぶことと働くこと」の体験が乏し

く、「負の感情」を聴き届けてもらえない

まま青年期を迎えた若者には、自己肯定

感が低いという傾向が見られます。他者

との比較や競争で得ら

れる「能力レベル」の肯

定感ではなく、「存在レ

ベル」で自分を肯定す

る気持ちが不足してい

ます。

親の接し方として重

要なことは、一つには、

「ここまで成長してくれ

て嬉しい」と子どもに

きちんと伝えることで

す。お互いが、お互いにとって意味のある

大切な存在であると知ることが、自己肯

定感を育てます。また、自立のためには、

「心の居場所」も必要です。安心して自分

が出せて、受容されていると感じること

ができれば、そこから飛び立っていくこ

とができるのです。二つには、「上手な聴

き手」になることです。それも言葉を急が

ず、態度や雰囲気すべてで聴き取ろうと

する姿勢が求められます。三つには、「子

どもを認める」ことです。具体的には、「褒

める、励ます、頼る」「ねぎらう、赦す、守

る」という姿勢とかかわり方が重要です。

最後は、求められる援助は可能な範囲で

してやりながら、子どもを信じて見守る

こと。親が子どもをコントロールするの

ではなく、後ろからそっと背中を押して

やるのが親の役割ではないでしょうか。

こうした姿勢は、子どものキャリア形

成、進路選択においても大きな役割を果た

します。仕事は、目的ではなく手段です。

保護者の皆さんには、どうか結論を急が

ず、何のために生きるのか、働くのかと同

時に、どのように社会とつながって生きる

のかを問い、子どもが自ら答えを出すのを

見守り、応援してやってほしいのです。
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学生生活講演会 BKC

BKC 会場では、入学センター部長の岡本直輝 経営学部教授が登壇。
「大学で伸びる学生の力」と題し、学生たちが持つ力を伸ばすために大学が取り組んでいること、学生がすべきこ

とを中心に話をしていただきました。

大学での学びには 
主体性が必要

立命館大学の学生たちが、日頃何を感

じ何を考え、どのようなことで苦労して

いるのか、ぜひこの機会にご両親にご理

解していただければと思います。

まず高校と大学で大きく変わる環境に

ついて考えてみます。高校には固定の教

室があり、固定の机があり、固定のロッ

カーがあります。教室で待っていれば、先

生が様々な情報を教えてくれます。それ

が大学になると、固定の教室や机はなく、

自分の居場所は自分で作らなければいけ

ない状況になります。仲間と情報を共有

する場所も作らなければなりません。さ

らに、より多くの情報を入手しサービス

を受けるために、大学の様々な施設や機

能を知り、自らそこへ出かけて行く必要

があります。

先生も、高校のように職員室に集まっ

ているのではなく、用事があるなら一人

ひとりが持つ研究室を訪ねなければなり

ません。訪問しても留守で、居場所が分か

らないこともよくあります。このように、

高校とは大きく異なる大学の “ 学び ” にす

ぐ馴染む学生もいれば、戸惑いを感じる

学生もいます。後者の学生に共通してい

るのは「受け身の学び」を主体としており、

未知の世界に自ら飛び込む力を持ってい

ないのです。

大学での “ 伸びる学び ” とは

就職活動では、学部で身につけた専門

知識だけでなく、チャレンジ精神や積極

性、チームワークといった “ 人間力 ” も重

視されます。よくご父母から就職相談を

受けますが、私はいつも「会社選びより、

大学生活を仲間と精一杯過ごすことが一

番大事」と答えます。仲間と共に目標に

向って作ったプログラムを実践し、互い

に評価する “ 学び ” が重要なのです。仲間

と汗や涙を流すことが学生を成長させる

一番の薬だと思います。それを最も効果

的に経験させてくれるのが、課外活動で

す。その重要性を 1 回生に伝える大きな

役割を果たしているのが立命館の「オリ

ター」や「エンター」という制度です。オ

リターという学生たちが様々な角度から

先輩として教え、立命館での学びを出発

させます。

立命館独自の学び合いプログラムで

は、仲間と共に挑戦することを教えます。

その中で、仲間の能力を評価することが

大切です。「彼の○○という点が凄い」、

「彼女の頑張りを見習わなければ」と友人

を認め高く評価する力は、学生を驚くほ

ど成長させます。すなわち「仲間を作る

力」=「学生を伸ばす力」なのです。

ご父母の方々の 
サポートも重要

大学での様々な経験は、楽しいことよ

り失敗や苦労の方が多いです。そうした

経験が、学生の課題解決能力を向上させ

てくれるのです。特に仲間と共に流した

汗や涙は、仲間と課題に積極的に取り組

み、挑戦する高い士気（学ぶ姿勢）を養っ

てくれます。もし、

学生が友人と流し

た汗や涙を自慢げ

に話したら、ぜひ

「いい友達を持っ

たね !」と褒めてあ

げて下さい。仲間

と共に夢や学ぶ苦

しさを語り合うこ

とが学生の夢を実

現させます。国家

公務員Ⅰ種をはじ

めとする難関試験に挑戦する場合におい

ても、一人で挑戦しなくてはなりません。

自分の頑張りが見えなくなるどころか不

安ばかりが先行します。その時に仲間と

の励まし合いが重要になります。ぜひご

父母の方々も結果ではなく、苦労した過

程を評価してあげて下さい。

今後立命館大学は、独自の学び合いプ

ログラムをさらに発展させなければなら

ないと考えています。特に「どのように勉

強したらいいですか ? 問題集はないので

すか ?」と高校の学びから発展できずに悩

む学生への支援を、さらに強化する必要

があります。そのためのご指摘を、ご父母

から頂ければと願っています。
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進路・就職講演会（1 〜 3 回生対象） 衣笠

2007 年、企業の若手社員分析から「シュガー社員」の実態をあぶり出し、命名した田北百樹子氏。企業や社会か
ら大きな反響を受け、一躍時の人となりました。

講演では、シュガー社員にならず、企業から求められる人材となるためのヒントが語られました。

家庭、教育、社会が 
シュガー社員を生む

まず私が命名したシュガー社員は、「ヘ

リ親依存型」「俺リスペクト型」「プリズ

ンブレイク（Ⅰ・Ⅱ）型」「ワンルームキャ

パシティ型」「私生活延長型」の 5 つのタ

イプに分類できます。これらは順に、親が

すぐ子どもの手助けをする、「自分が一番」

と思いこみ、他人の価値観を受け入れら

れない、短期に転職を繰り返したり、苦手

なことを断るなどすぐ逃げる、キャパシ

ティが小さく、マニュアル以外の事態に

直面するとパニックに陥る、私生活を仕

事にも持ち込むといった特徴があります。

こうした人材は当然、企業から受け入れ

られません。そんなシュガー社員になら

ないためには、大学時代に「社会で働く自

分」を見出す意識が必要です。

シュガー社員が生まれる背景には、3 つ

の要因があります。一つには、過保護な親

の存在です。二つ目には、厳しく指導する

教師が少なく、個性を重視するあまりに、

自己主張ばかりす

る 子 ど も を 育 て

てしまう学校教育

にも問題がありま

す。三 つ 目 に は、

内定取り消しや派

遣切りなど、人材

を 軽 ん じ る 企 業

や、それに対する

不満も、シュガー

社員を生む温床となる傾向は否めません。

シュガー社員は概して「依存心が強い」

「自己決定しない」「飽きっぽい」「お手伝

いが苦手」「反論から始まる」「人を認め

ない」といった資質を持っています。また

「成果がでない」「希望の部署ではない」「動

いて怒られた」「苦手な人がいる」「雑用

が多い」「親が後押ししてくれる」といっ

た環境で、その性質が顕著になります。

企業から期待される 
人材になるために

いまや大学を卒業したからといってす

ぐ就職できるという時代ではありません。

経済不況もあいまって、企業では、すぐ企

業に貢献できる即戦力や、「人にしかでき

ないこと」、すなわちコミュニケーション

力など人的質を重視する傾向が強まって

います。企業が必要とするのは、自らの力

で前に踏み出す力、「なんとかなる」と物

事を軽視せず、とことん考え抜く力、そし

て組織の中で力を発揮する「チームで働く

力」です。

では企業から期待される人材とはどの

ような人材なのでしょうか。経験から分

析すると、そうした人材には次のような

共通点が見られます。「自分が将来何をし

たいのかが明確」で、「そのためにどうし

たらいいのかを真剣に考え」、最終的には

「自己決定によって企業を選択できる」点

です。こうした人材なら、どんな企業に勤

めても、またたとえ途中で転職すること

になっても、企業から求められるにちが

いありません。

もちろんシュガー社員だけに問題があ

るわけではありません。経営基盤が不安

定で過酷な仕事を課すにもかかわらず給

料は安い、さらには人間関係がめちゃく

ちゃであるなど「ブラック企業」と呼ばれ

る企業もあります。そうした企業を避け

ることも、シュガー社員とならない防御

策でしょう。

自分の意思で 
進路を決定することが重要

社会に旅立つ子どもを持つご父母の皆

さんには、まずは親が、就職は最終ステー

ジではないことを認識し、子どもの相談

には乗っても最終決定は子どもに任せる

ことをお願いしたい。手出しをせず、「ガ

マンする」ことが何より重要だと認識して

いただきたいと思います。

大学時代はかけがえのないものです。

勉強だけでなく、遊ぶことからも得るも

のや成長できることがたくさんあります。

しかしそれだけに終始しないでほしい。

自分の進路はたとえ思い通りにいかなく

ても、「すべての原因は自己に起因する」

という責任感を持ち、「最後は自分の意思

で決める」。それがシュガー社員とならず、

自分自身が希望の進路を進むすべとなる

はずです。
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進路・就職講演会（1 〜 3 回生対象） BKC

人事・採用のアウトソーシングとコンサルティングを手がける、株式会社トライアンフ代表の樋口弘和氏をお招き
し、「これからの時代を担う若者に求められる生き方・働き方」をテーマに、企業が求める人材像や、親がすべきこ
となどについて語っていただきました。

時代と共に変化する 
キャリアの価値観

最初に、就職活動中の子どもたちと、

どのようなスタンスでつき合うべきか、

考えてみたいと思います。父母の皆さん

が社会に出た当時、職場で最も尊敬した

上司を思い出してください。見ていない

振りをして、しっかり見ていてくれた。約

束を必ず守ってくれたし、守らなければ

厳しく叱ってくれた。そんな人ではなかっ

たでしょうか ? 社会に子どもを送り出す

親として、甘やかし過ぎることなく、よく

見てあげて、ここぞという時に叱る、そん

な尊敬すべき上司のように振舞えば良い

のでは、と思います。

皆さんが就職した高度成長期は、「明

日は必ず良くなる」と、世の中全体が信じ

て疑わなかった時代。「一から修行し、10

年は教わることがあるだろう」と、長いス

パンで人生を捉えることができました。

一方今の学生たちは、物心ついた時から

世の中の成長が鈍化しているのを見てき

ました。企業に人生を預けるわけにはい

かない、自分のキャリアは自分で考えな

ければいけないと感じ、キャリアの目標

は 2 〜 3 年後。つまり、短いスパンでの転

職は、我慢強さが足りないのではなく、企

業を信用できなくなったということが大

きな理由なのです。このように、時代とと

もにキャリアに対する価値観が、大きく

変化しています。

企業が求めるのは 
組織行動が出来る人材

私が採用試験の面接で学生に聞くの

は、就職活動中の苦い経験や、その苦しみ

をどのように乗り切ったかという話です。

もし他に就職活動をしていない学生だっ

たら、大学受験についての話を聞きます。

いずれにしても、「濃密な時間に、やるべ

きことをどのようにやり切ったか」という

ところに最も注目します。

企業が求める一番の能力は「主体性」と

「自主性」です。もう一つは「相手の顔色を

読める」という資質です。例えば面接で、

サークル活動や塾講師などのアルバイト

に力を入れたとアピールする人がいます

が、仲の良い友達ばかりと過ごし、生きて

きた資産で何とかしようとしたり、マニュ

アルを読めばできるこ

としかしてこなかった

人に、社会で必要な主

体性のある「組織行動」

を取れる人が多いとは

思いません。むしろ自

分よりレベルが高い人

や、異質な考え方を持っ

た人に積極的に関わろ

うとする学生には「組

織行動」の可能性を感

じます。

社会で伸びる秘訣は 
好奇心と素直さ

現在、入社 3 年目で新入社員の 3 割が辞

め、そのうち初年度に辞める人は 8 割に上

るといわれます。企業選びの際、自分を育

ててくれそうだと感じたり、働いている

自分をイメージできる「直感力」が足りな

い学生は、企業選びに失敗します。仕事と

は、会社から命令で与えられるところか

らスタートします。やりがいがあるか、や

りたかったことかは関係なく「やるべき仕

事」の中に面白さを発見し、できる仕事を

増やす。その結果としてやりがいや充実

感が生まれる。これが正しいキャリアアッ

プなのですが、それに我慢できない学生

が、早期離職してしまうのです。

また社会で伸びる秘訣は、いかに自ら

の好奇心と向上心で先輩や上司を見、仕

事と向き合えるかです。そして周りに「助

言してあげたい」と思わせるのはもちろ

ん、自己を客観的に理解し、自己管理でき

る「自己認識」、すなわち「素直さ」。それ

から自尊心で凝り固まらず、何が起きて

も安定してパフォーマンスを上げられる

「やわらかさ」も大切です。

こうした物事の基本原理を、経験豊富

なご両親が話して聞かせるだけで、就職

活動する学生たちには非常に役に立つの

ではないかと思います。
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万全の準備サポートと 
学生の希望傾向について

まず各企業の人事計画が例年より遅れ

ている中、エントリーシートや筆記試験

段階で不採用とされている実状が語られ

ました。また「OB の情報が通用しなくな

り、役員との顔合わせ＝最終面接で不合

格となるるケースも報告されています。

こうした状況から、公務員志望者が増え

ています」と、厳しい現状が述べられまし

た。一方内定報告では、就職活動が後半

を迎える今後、より一層厳しくなるであ

ろうという見通しが語られました。「全体

的に『大手志向』『安定志向』の学生が増

えています。こうした実情を踏まえ、今

後も引き続き学生の把握に力を注ぎ、一

人ひとりに合ったカウンセリングを行っ

ていく予定です」と、キャリアセンターの

支援計画が語られました。

「自己決定」を促す窓口相談

次に「自分で考えて、自分で決める」姿

勢を第一に実施されているサポート内容

について説明が行われました。①窓口相

談について、②企業の歩き方講座（エン

トリー可能な企業の探し方、大学キャン

パスウェブの使い方など）、③模擬面接の

実施、④学内企業説明会などが挙げられ、

「学生には、これらを利用しながら、自分

に合った企業を探してほしい」と述べら

れました。

また「周りの友達が内定を取り出すと、

どうしても焦りやすくなります。それが

諦めや投げ出し、『自分を受け入れてくれ

る会社なんでないのではないか』といっ

た過剰な不安を引き起こすことがありま

す。家庭ではそれらを助長するような発

言などに気をつけてあげてください」と

注意点もアドバイスされました。

続いて、学部ごとに分かれて個別相談

会が実施されました。

就職相談会（4 回生以上対象） 衣笠

就職相談会（4 回生以上対象） BKC

全体会では、キャリアセンター平井部長よりこの大不況の中で企業側の人事計画が遅れている現状を踏まえながら、
2009年度の求人情報に始まり、一人ひとりを徹底サポートする学生支援および、対策内容について具体的に説明され
ました。その後の学部ごとの個別相談会では、就職活動に関する不安や疑問点などについて質疑応答が行われました。

昨年以上に厳しさを増した採用戦線の最中にあって、キャリアセンター高山副部長よりキャリアセンターによる
きめ細かな支援策と 2009 年度の求人状況についての説明がありました。その後行われた学部別相談会では、日夜
学生の就職活動をサポートするキャリアセンターの職員がアドバイスを行いました。

変化を遂げつつある 
採用状況の最前線

2009 年度の採用戦線の現状と今後の

支援内容に関して、キャリアセンターよ

り報告されました。「メディアではネガ

ティブな情報ばかりが報道されています

が、採用状況はめまぐるしく変化してい

ます。特に今年は、従来よりも面接を重

視して本人の資質をじっくり見る傾向に

あります。昨年度の経験があまり参考に

ならず、ギャップに戸惑う学生が増えて

いるようです」と解説。「モチベーション

が下がったり、不安を感じた時には、ま

ずキャリアセンターへ相談するよう勧め

てください。またお子さまの相談に乗る

際は、ストレスを与えるのではなく、な

るべく聞き役に徹してあげてください」

と、厳しい現状を乗り切るためのアドバ

イスが加えられました。

昨年度と肩を並べる 
8400 件以上の求人量

「大卒生の求人倍率は、昨年度の全国平

均で2.14倍。今年は0.5ポイントのダウン

で1.62倍です。従業員1000人以上の大手

企業の求人倍率は0.2ポイント減、1000

人以下の企業で0.6ポイント減っていま

す。なお本学の求人数は、昨年で9000件

以上、本年度も8400件以上（5/17現在）

あることからほとんど去年と変わらない

状況といえるでしょう」との解説の後、今

後の支援策が述べられました。「一人ひと

りにじっくり向き合う窓口対応、自分に

合った会社選びのための企業の歩き方講

座、実践さながらの模擬面接、学内企業説

明会など具体的なサポートで、長い人生を

見据えた進路設計を支援しています。また

社会問題化している内定取り消しや条件

変更の申し入れに関しては、一人でなんと

かしようとせず、キャリアセンターへ報告

してください」と説明されました。

続いて、各学部ごとに個別の相談会が

行われました。
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立命館大学では文社系はもちろん、す

べての学部に博士課程が設置され、加え

て前期・後期課程一貫の先端総合学術研

究科や、公務研究科、応用人間科学研究

科、言語教育情報研究科といった、学部

とは独立した大学院も配置されていま

す。説明会では、春日井敏之教学部副部長

から文社系大学院の現状が述べられまし

た。「主に研究者養成だった一昔前とは異

なり、文社系大学院は、いまや高度職業

人、高度教養人を養成する機関と認識さ

れています」とされ、社会に出ることを想

定し、現場で通用する実践力に磨きをか

ける学生が増えていることが説明されま

した。それに伴って、立命館の大学院にお

いても「知識基盤社会と言われる現代社会

にあって、知識、情報、技術、理論を得て、

国際社会の抱えるさまざまな現代的な課

題に対応し得る人材を育成することをめ

ざした大学院教育に力を入れている」こと

が強調されました。

文社系学部生の大学院進学率について

は、例年 20 数％であり、そのうち約 1 割

が後期課程に進学することが説明されま

した。また近年は、大学院で専門性を高め、

専修免許などの高度な資格を取得して教

育現場へ出ていく学生が多いことも説明

されました。

大学院修了後の就職状況にも話は及び

ました。「学部生にはない知識や技能、人

間性などが評価されることが多い」とされ

た上で、就職希望者の就職決定率が 90％

を超える実績が報告されました。一方で

大学院生への期待から評価が厳しい現実

もあり、目的意識を持った進学が必要と

も語られました。その他、充実した奨学金

制度についても紹介されました。

大学院進学説明会

文社系大学院 

社会学研究科 
博士課程後期課程 
1 回生

間庭 大祐さん

学 部は経済学部でしたが、社会科学への

関心が膨らみ、社会学研究科に進学し

ました。現在は、批判的実在論という学問の

潮流から、公共性について研究しています。

先行研究から自分なりの視点や研究の意義

を見出し、独自の研究を展開する。そうした

自発的な学びが大学院の面白さです。今後は

博士号取得に向け、論文制作や学会発表など

研究活動に真摯に取り組むつもりです。

「研究者養成」というかつての役割から、いまや大学院は社会や企業が求める高度職業人、高度教養人の養成とい
う役割を期待されるようになってきました。

文社系学部においても、大学院へ進学する学生の割合は、年々増えつつあります。
衣笠キャンパスにおいて文社系大学院と法科大学院（ロースクール）に分かれて開かれた進学説明会には数多く

の父母が出席。関心の高さがうかがえました。

一 つの学問にとらわれず、多角的な視点

から研究できるのが、先端総合学術研

究科の魅力です。研究者志望の私にとっては、

博士号取得を視野に入れて学べる一貫制にも

惹かれました。現在、日本で死刑執行を担う

刑務官の問題について研究。机と本棚が用意

され、図書館では書籍を 100 日間で 100 冊借

りられるなど、サポート体制が整っているの

で、思う存分研究に打ち込めます。

私 は社会に出る前に、より深く学び、考

えたいと大学院に進学しました。現在

子どもの教育に関心を持ち、小学校や児童養

護施設、小児科病棟など現場での活動を通し

て研究しています。来春からは民間の教育機

関で働く予定です。就職活動では、学部生以

上のスキルや知識が求められるのが現実。目

的意識を明確にして大学院へ進学すること

が希望の進路獲得につながります。

国 際機関で働きたいという目標を持って

いる私にとっては、修士号の取得は必

須条件。本学に進学して何より良かったのは、

DMDP※で、立命館大学とオランダの大学の両

方の学位取得をめざせることです。オランダ

に 1 年間留学し、世界各国の学生と接したり、

立命館大学で社会人経験者と一緒に勉強した

りと、本研究科に進学したことで得た多様な

人との関係が大きな財産です。

Student's Voice

先端総合学術研究科 
博士課程（一貫制） 
3 回生

櫻井 悟史さん

Student's Voice

国際関係研究科 
博士課程前期課程 
2 回生

樋口 勝也さん

Student's Voice

公務研究科 
修士課程 
2 回生

今井 達也さん

Student's Voice
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大学院進学説明会 衣笠

法科大学院（ロースクール） 

司法制度改革に伴い、「地球市民法曹」

の養成を掲げて開校した立命館大学法科

大学院は、この春、第 4 期生を迎えました。

説明会では、自らも教鞭を取る和田真一

副研究科長が登壇し、法科大学院の内実

を説明しました。

立命館の法科大学院は、150 名と定員

と定めています。内訳は、法律知識を持

つ既修者のための 2 年修了コース 100 名、

法律を学んだ経験のない未修者が履修す

る 3 年修了コースが 50 名です。

次いで「基礎から段階的に法律の力を

身につけるカリキュラム」が紹介されまし

た。「3 年修了コースの初年度は、法律の

基礎を凝縮して学ぶ、濃密な授業が行わ

れます。2 年次には基礎知識を前提とした

演習が始まり、最終年には、本学の特長で

ある実務総合演習があります」と解説。大

学の教員と現役の裁判官を含めた実務家

教員とが一緒になって

現在的な法律問題に取

り組む実務総合演習に

ついては詳細が説明さ

れ ま し た。ま た 先 端・

展開科目として「先端・

企業法務」「国際・公共

法務」「生活・人権法務」

の 3 プログラムを用意

し、専門性の養成を可

能にしていることにも

触れられ、各分野には

すべて専任教員を配置

するなど、教授陣が充

実している立命館の強

みが明かされました。和田副研究科長か

らは「新司法試験では、法律知識はもちろ

ん、法律的な思考力や読み、書く力も試さ

れます。読む、書くといった能力は一朝一

夕では身につきません。学部

時代からこうした力を継続

して育み事が重要になりま

す」といった教員ならではの

アドバイスも語られました。

続いて、法科大学院への入試

資 格 や 試 験 内 容、入 学 後 の

数々の奨学金についても説

明されました。

合 格 率 に 話 が 及

ん だ 際 は、2008 年

度は合格者 59 名と

全国の大学で第 9 位

だったものの、合格

率は 3 〜 4 名に一人

と 依 然 狭 き 門 で あ

ることが判明。その

現状を踏まえ、「司

法 試 験 合 格 者 及 び

専 門 職 を 目 指 す 法

科 大 学 院 修 了 者 へ

の サ ポ ー ト が 今 課

題となっています。

立命館大学でも、教員が学生一人ひとり

と面接してアドバイスするほか、キャリ

アセンターが法科大学院生向けの就職支

援を企画しているなど、支援体制を整え

ていくつもりです」と述べられました。

質疑応答では、試験対策として正課の

授業以外の勉強法について質問があがり

ました。それに応えて、学生同士の自習グ

ループに教員が参加して指導したり、長

期休暇中に勉強会を催すほか、エクステ

ンションセンターが対策講座を開講して

いることが紹介されました。

※ DMDP（Dual Mastar's Degree Proglam）
大 学 院 共 同 学 位 制 度。立 命 館 大 学 の
大 学 院 に 所 属 し な が ら 海 外 の 提 携 大
学院に 1 年間留学することによって、
最 短 2 年 間 で 2 つ の 大 学 院 の 修 士 号
を同時に取得できる制度

学 習環境と設備が整っているのが、本学の法科大学院のいいところ。充実した図

書館や教室のほか、自習室も完備されています。何より多様な専門やご経歴の

先生が大勢いて、非常に熱心に指導してくださったのが大きな力となりました。難関

の新司法試験への挑戦は、リスクを伴います。勉強も厳しく、生半可な気持ちでは通

用しません。子どもが司法試験を志望した時、親御さんは、それをやり遂げる決意が

あるかどうかを見極め、意志が強いならぜひ後押ししてあげてほしいと思います。

現在私は、日本司法支援センター（法テラス）に所属しています。金銭的な問題から

法的支援を受けられなかった人を支援する新しい試みのセンターです。私は主に障害

を持った人の国選弁護を担当。将来は過疎地での弁護活動をしたいと考えています。

法科大学院 
（2 年修了コース） 

2006 年 3 月修了

佐藤 邦男さん

OB's Voice

2009 SUMMER ISSUE 9



O
PE

N
 C

O
LL

E
G

E
 2

0
0

9

ま ず 理 工 系 大 学 院 に つ い て、深 川 良

一教授から概要が説明されました。理工

系大学院は、例年約 600 名、学部生の約

40％が前期課程に、後期課程にも 90 名以

上が進学する立命館大学で最大の研究科

です。「基礎科学力や情報処理能力、問題

解決能力に加えて、近年は理工系でもコ

ミュニケーション能力、とりわけ英語力

の必要性が叫ばれています。また専門性

を究めるだけでなく、それが実社会でど

のように用いられているかを深く認識す

ることも求められます。大学院では、こう

した能力養成に努めています」と述べられ

ました。具体的なプログラムとして、コー

オプ演習が紹介されました。「企業にイン

ターンシップに赴き、企業が抱える現実

課題の解決に取り組みます。問題解決能

力がつくとともに、実社会を垣間見るこ

ともできます」と解説されました。

大学院進学後の進路については、2 つの

道が想定されます。一つは、高度専門職業

人として民間企業に就職したり、国家公

務員になる道です。一方で、後期課程を経

て研究者になる道もあります。近年は、さ

らに高度な人材として後期課程修了者が

民間企業から求められている現状が紹介

されました。就職状況については、大手企

業就職者や、国家公務員（Ⅰ）種合格者が

顕著なことが報告されました。その他入

学試験や奨学金制度の充実ぶりについて

も詳しい説明がなされました。

続いてMOT大学院について、青山 敦

教授が紹介しました。「立命館は、関西で

唯一本格的にManagement of Technology

（技術経営）を学べる大学院で、学部からの

進学生、社会人、留学生が在籍しています」

と解説されました。経営においても技術力

をベースにした戦略的なマネジメントが

不可欠な現代、経営と技術の両方の知識を

持った高度な人材が求められています。「ほ

ぼ100％という非常に高い就職率がその事

実を物語っています」と裏づけられました。

その一端を示す特徴的なプログラムとして

「プラクティカム」があげられました。「我々

教員と企業とが共同で設定した課題を3か

月〜半年と長期にわたって解決する企業実

習プログラムです。学生は、企業に出向い

て指導を受けるだけでなく、自ら課題を解

決し、最終的には報告書を提出したり、発

表します。そうした活動を通してコミュニ

ケーション能力や社会性など、ビジネスス

キルが鍛えられます」と述べられました。

その他、カリキュラムや奨学金などに

ついても説明されました。

大学院進学説明会

理工系・ＭＯＴ大学院 

びわこ・くさつキャンパスでは、理工学研究科、テクノロジー・マネジメント研究科（MOT 大学院）、経済学研究科、
経営学研究科について進学説明会が催されました。

理工学系はもちろん、経営や経済の高度な専門知識を備えた人材の必要性が高まっている近年、大学院への進学
はキャリア形成の上でも重要性を増しています。

説明会ではそうした社会背景とともに、教育内容や就職状況について説明が行われました。
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古川 彰副学部長（大学院担当）が、経済

学研究科を紹介しました。経済学研究科

は「経済理論・政策」「税理・財務」「MPED」

の 3 コースから成り立っています。「経済

理論・政策コースは、経済学のプロフェッ

ショナル、主に研究者の養成を目的とし

ています。税理・財務コースは、税理士法

に対応したカリキュラムを編成し、国際

課税についても学習。修了者は、税理士試

験の科目を一部免除されることもあるこ

とから、税理士の資格取得をめざす学生

が数多く学んでいます」と説明されまし

た。さらに国際的な高度専門職業人の養

成を視野に入れた MPED についても触れ

られ、授業、テキスト、レポート、修士論

文などすべて英語で行われること、多く

の留学生が学び、日本人学生にも門戸を

開いていることが説明されました。

カリキュラム紹介では、必要な単位や

科目が述べられた後、イギリスのランカ

スター大学と立命館の 2 つの修士学位を

取得できる DMDP 制度や、タイへの海外

調査実習など、国際社会に触れる機会に

ついても詳報がもたらされました。

就職についても言及。「一昔前は、理系

以外の大学院進学者の就職は不利とされ

ていましたが、近年は、経済や経営に関す

る高度な専門知識を持つ人材が企業でも

求められるようになっています。キャリ

ア形成の点からも、大学院進学は非常に

意義あるものです」と語られました。

大学院進学説明会 BKC

経営学研究科

2010 年、経 営 学 研 究 科 は 3 つ の コ ー

スを新設する予定です。佐藤典司副学部

長（大学院担当）から、新しい取り組みの

概要とその背景が解説されました。「現代

は『知識社会』といわれます」と始めた佐

藤副学部長は、「以前の農業社会は、働い

た分だけ価値が生まれました。しかし現

代は情報を活用し、知識や知恵に変えた

者が、価値を 100 倍にも 1 万倍にも増や

せる時代です。消費構造を見ても、安さや

便利さだけでなく、ブランド力など『知識

の価値』が購買の決定打になりつつありま

す」として、より高度な知識を得る必要性

を語りました。

続いて、新設予定の 3 コースが紹介さ

れました。ビジネスキャリア・コース、ス

ペシャリスト・コース、グローバル・コー

スに分類され、「ビジネスキャリア・コー

スでは、経営学部以外からも進学者を受

け入れ、高度な経営学の知識を得て社会

へ送り出すことを目的としています。ス

ペシャリスト・コースでは、後期課程を含

めた 5 年間を想定し、経営学のスペシャ

リストとしてコンサルタント会社やシン

クタンクで活躍できる人材を育成します。

グローバル・コースでは、アジアや欧米か

ら留学生を受け入れ、国際的な教育を実

践します」と解説されました。各コースの

特徴に加えて、カリキュラムや学習領域

についても説明が加えられました。

経済学研究科

私 は飛び級制度を活用し、3 回生を

終えた春に大学院に進学しまし

た。今後 DMDP ※を利用し、フランスの

エセム大学に 14 ヶ月間留学する予定で

す。経営学に関する高度な教育機関と

して世界的に認められているエセム大

学と立命館大学で 2 つの修士号を取得

できるというのは、学びの質からもキャ

リア形成の上でも、非常に有意義だと

考えています。1 回生の今は、毎日授業

を受ける他、自習や研究のための勉強

に時間を費やしています。大学院生一

人に一つの机やロッカーが割り当てら

れるなど、充実した環境で思う存分勉

強に打ち込んでいます。

博 士課程前期課程進学については、

当初親からなかなか理解を得ら

れませんでした。就職やその後の進路

にどうつながるのかと心配だったよう

です。私自身、就職活動をして実感した

のは、大学院での経験をどう生かすか

は自分次第だということです。2 年間、

経済学について専門性を深め、学部生

にはない成長を遂げられました。それ

が内定につながったと思っています。

※ DMDP → P9 参照

経営学研究科 
博士前期課程 
1 回生

山本 五郎さん

Student's Voice

経済学研究科 
博士課程前期課程 
2 回生

久保 友美恵さん

Student's Voice
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スキルアップ説明会 BKC

資格の取得や高度な外国語運用能力を身につけることを目的とした CLA（言語習得センター）より、個人のレベ
ルや目的に応じた語学講座の紹介が行われた後、スキルアップや国家資格の取得をサポートするエクステンション
センターより、圧倒的な合格率を誇る各種講座について説明されました。

祐伯敦史総合理工学院生命科学部准教

授より、CLA の目的、講座の特徴、キャリ

アアップに応じた具体的な講座内容が説

明されました。「現在、CLA 講座を受講す

る学生は、2300 〜 2600 名にのぼり、全

学生の 12 〜 13 人に 1 人が学んでいる計

算になります。授業の空き時間を有効活

用しながら、正課の授業＋αで英語力が

身につけられるほか、経験豊富な講師陣

による心強いサポートも受けられます」と

解説。中でも英語によるコミュニケーショ

ン能力を幅広く評価する TOEIC 講座の人

気が高く、就職時にもスコアが重要視さ

れることから、CLA では TOEIC の得点に

応じたレベル別のクラス編成を行ってい

ることが語られました。また TOEIC テス

ト直前の対策講座や短期集中型の TOEIC

ミニマム講座も紹介されました。

そのほか、「北米の大学や大学院の留学

の際に必要なTOEFL講座や、衣笠キャン

パスでは第二外国語講座を開講。資格試験

に限らず、苦手な英語を克服するための少

人数英会話講座、少人数ディスカッショ

ン講座などさまざまなスキルアッププロ

グラムを用意しています」と述べられ、外

国語の習得を志す学生を細やかにバック

アップするCLAの体制が明かされました。

エクステンションセンターより、学内

で受講できる資格取得・スキルアップ対

策の各種講座について紹介されました。

現在、28 種類のエクステンション講座が

開講されており、BKC・衣笠両キャンパス

を合わせて年間約 7000 名もの学生が受

講しています。「講座は、大きく 4 分野に

分けられます。宅建や旅行業など将来的

な仕事に生かせる総合講座、金融・会計専

門職講座、公務員講座、法曹・法律専門職

講座です。それぞれが学生のキャリア開

発と資格試験の合格をサポートしていま

す」と述べられました。

「エクステンション講座は、総合的な人

間力を形成する課外活動の一つと位置づ

けられています。受講料は発生しますが、

学生の負担にならないよう市価の 75％以

下で受講できる体制を整えています。ま

た各分野の第一線で活躍する優秀な人材

を数多く講師に迎えるなど、徹底した指

導を実施。それは、国家資格の全国合格率

と比べて圧倒的な高さを誇る立命館大学

の合格率が証明しています。学外にはサ

テライトによる遠隔授業を行うスクール

もありますが、立命館大学では、すべてラ

イヴで緊張感のある各種講座を受講でき

ます。就職活動対策としてだけでなく、多

くの知識を得る好機としても活用してく

ださい」と、解説されました。

CLA 講座

エクステンション講座

将 来 留 学 す る こ と を 考 え て、CLA

講 座 を 受 講 し ま し た。TOEFL の

スコアがアップしただけでなく、モチ

ベーションの高い友人ができ、図書室

で勉強する習慣が身についたことが良

かったです。その後、情報理工学部の IT

研修プログラムを利用し、アメリカと

インドで約 1 ヶ月間の短期留学を経験。

将来は、英語力を生かせる仕事に就き

たいと考えています。

高 校 生 の 頃 か ら 旅 行 が 好 き で、2

回生の時に旅行業講座を受講し

ました。最初にテキストを 8 冊も受け

取 っ た 時 に は 少 々 不 安 に な り ま し た

が、担当の先生が海外渡航経験などを

交えて解説してくれる授業が面白く、

楽しみながら学ぶことができました。

また授業を欠席した際、後日 DVD で視

聴できるバックアップシステムも大変

役立ちました。

情報理工学部 
4 回生

一柳 有希さん

Student's Voice

経済学部 
4 回生

上田 明範さん

Student's Voice
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留学説明会 衣笠

「国際化の必要性」が叫ばれて久しいにもかかわらず、日本ではその対策がいまだ不十分な現状があります。お子
さまが留学を希望する多数の父母が参加した留学説明会では、国際社会における日本人の存在感の薄さについて現
状が解説された後、「世界に通用する人材育成」のため本学が推進するさまざまなプログラムが紹介されました。

「質」を重視する 
異文化交流へのススメ

立命館大学は、国内でいち早く海外留

学カリキュラムを取り入れ、多彩なプロ

グラムを用意していることでも知られま

す。近年では、毎年 1500 人以上の学生が

留学を経験しています。こうした現状を

踏まえ、まず中川優子国際部副部長があ

いさつの弁を述べました。次いで国際教

育センターから、海外留学の意義や心構

えが説明されました。

「留学で大切なこと」として特に強調さ

れたのは、「現地で何を得たのか ?」とい

う「質」を追求することです。「近年は、非

常に多くの学生が、短期・長期にかかわら

ず海外で学ぶ機会を得ており、ただ留学

したということだけでなく、自分自身が

行動して、何を得たのかという実感こそ

が大切です。そのためには、自分の学生

生活における留学の位置づけを明確にし、

その上で 4 年間で卒業するために必要な

履修計画、留学の時期・期間を早い段階か

らしっかり考える必要があります。さら

には留学生活を終えた後の就職活動のス

ケジュールも事前に確認しておくことも

大切です」との説明がありました。すなわ

ち「明確な動機・目的」「現地で自分につ

いて語れる知識」「帰国後のイメージ」を

しっかり持って、海外留学をめざすこと

が成功のポイントだと語られました。

海外への留学は 
大きく成長するチャンス

次いで、立命館大学で実施されている

プログラムの概要、応募資格や費用に関

することに加え、イ学生のニーズに合わ

せたプログラムが用意されている、ロ先

輩から後輩への情報伝達が活発である、

さらにハ危機管理が行き届いているなど

の特徴について説明されました。また「他

言語の運用能力の向上」「基礎学力の向上」

「異文化への適応」「精神的自立」といった

面からも、海外留学は学生が大きく成長

するチャンスであると語られ、「貴重な機

会を与えてあげてほしい」と熱心に訴えか

ける場面もありました。

イに関しては、春季・夏季の休暇中を

利用する4週間ショートステイ、1学期間

の1セメスター、1〜2年のロングステイ

の期間によるタイプ分けに加えて、イニシ

エーション型（初級）、モチベーション向

上型（中級）、アドヴァンスト型（上級）と

いったレベルによるタイプ分けがあり、自

分に合ったプログラムを見つけやすい工

夫が行われているので留学アドバイザー

（過年度留学プログラム参加学生）、募集要

項やHPなどで情報収集を行い、有意義な

学生生活を送るための重要な選択肢とし

て留学を考えていただきたいとの説明が

ありました。

続いて「新型インフルエンザに関する本

学の対応について」の報告の後、質疑応答

が行われました。

2 007 年度にアメリカ・イリノイカ

レッジに短期留学しました。「大

学生の間に自分のやりたいことをやろ

う 」と い う 気 持 ち で、海 外 文 化 の 体 験

を決意。参加に際し、語学要件がない

異文化理解セミナーを選びました。生

活、ジェンダー、教育、政治など、さま

ざまな面から日本とアメリカの違いを

知り、自分自身の価値観が変わったこ

とが何よりの収穫です。

2 007 年 9 月 〜 08 年 12 月 ま で、立

命 館・UBC・ジ ョ イ ン ト プ ロ グ ラ

ム と 2 年 目 派 遣 プ ロ グ ラ ム に 参 加 し、

カナダ・バンクーバーに長期留学して

いました。2 年目派遣プログラムでは、

UBC の 現 地 学 生 と 同 じ 立 場 で 専 門 分

野について学習し、多文化共生の先進

国 で 移 民 論 や 都 市 論 な ど の 知 識 を 深

め、卒論のテーマも見つけることがで

きました。

交 換留学生として、アメリカのア

ル フ レ ッ ド 大 学 へ 約 10 ヶ 月 間

留学し、国際比較法を学びました。「英

語 力 の 向 上 」と「 い ろ ん な 人 の 考 え 方

を 知 り た い 」と い う 目 的 の た め、大 学

の 授 業 だ け で な く サ ー ク ル 活 動 に も

力を注ぎました。現地では、「考える」

ことの大切さを実感。違いを認め合い

な が ら 意 見 を 交 換 す る 力 が 身 に つ き

ました。

文学部 
4 回生

大石 貴之さん

Student's Voice

国際関係学部 
4 回生

重田 紗希さん

Student's Voice

法学部 
4 回生

上瀬 綾香さん

Student's Voice
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キャンパス＆課外活動見学会 衣笠
・

BKC

Kinugasa  Campus

▲
 衣笠キャンパス

以学館 2 号ホール  [ A / B / C / D / E ]

学生たちの課外活動の成果を鑑賞。放送局（RBC）のアナウンス部
員による司会進行で、課外活動団体がパフォーマンスを繰り広げ
ました。世界大会への出場経験もある「dig up treasure」によるダ
ブルダッチの華麗な技に続き、40 年の歴史を誇る「書道部」が音楽
に合わせパフォーマンスをおこない、最後に「おどりっつ」が京都
学生祭典のオリジナル演舞である京炎そでふれを披露しました。

末川記念会館 松本記念ホール陪審法廷  [ F ]

戦前まで実際に京都地方裁判所で使われて
いた陪審法廷を移築したもの。日本には 2 つ
しか現存しない貴重な法廷です。法学部の模
擬裁判授業で今も使用されています。法の歴
史を物語る教室に足を踏み入れ、かつての陪
審法廷の雰囲気を味わいました。

その他  [ G ]

保健センターや図書館、購買部や食
堂など、ふだん学生がよく利用する
施設を、学生ナビゲーターの案内で
見学しました。

B iwako  Kusa t su  Campus

クリエーションコア  [ C / D ]

情報理工学部の研究室や全国でも
有 数 の 360 度 ス ク リ ー ン 設 備 を も
つクリエーションコアを見学しま
した。薬品が体に付着した時の緊急
用シャワーなど珍しい設備を見て
回りました。

コラーニングハウスⅠ  [ A / B ]

学 部 を 問 わ ず 学 生 た ち の 利 用 頻 度
が高い大教室で、立命館大学放送局

（RBC）が作成した課外活動の紹介映
像を鑑賞した後、フリーミュージッ
クサークル “PEACE” のダイナミック
で元気のある演奏を楽しみました。

E

▲
 びわこ・くさつキャンパス

D

C F

G

A C F G

H

ED

B

アクロスウイング屋上  [ F / G / H ]

雄 大 な 自 然 に 包 ま れ た BKC キ ャ ン
パスと、はるか遠くに琵琶湖を望む
南草津の大パノラマを屋上から見
渡しました。

メディアセンター  [ E ]

理系図書を中心に 40 万冊以上の蔵
書を誇る図書室と、常時開放されて
い る 120 台 の パ ソ コ ン ル ー ム を 有
するメディアセンターを案内され
ました。

A B
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=Parents’ Voices=
当日は、数多くの父母が全国各地から衣笠、びわこ・くさつ両キャンパスに来訪。各プログラムに熱心に参加するほか、

子どもが学ぶキャンパスの雰囲気を味わう姿が見られました。ここではそんな父母の方々の声をご紹介します。

英語科の高校に通っていた娘は、高校時代にも海外で

のホームステイを経験。大学進学前から留学を希望し

ていたため、最新の情報が知りたくて参加しました。

娘が第一に希望しているフィンランドは、交換留学生

の枠が 1 名しかないこともあって、現地に日本人も少

ないでしょうし、すぐに飛んでいける距離でもないの

で、向こうでの生活が心配でしたが、寮の斡旋なども

していただけると分かって安心しました。今日の資料

をもとに、娘といろいろ話し合いたいと思います。

小笹さん ご夫妻

国際関係学部1回生

息子の学生生活を見てみたくて、ちょっとした旅行気

分で参加しました。聞いたところ毎日、朝から晩まで

学校にいて、食事はほとんど学食ですませている様

子。一日の大半を過ごしている場所がどんなところ

か見ることができて良かったです。「健康診断をちゃ

んと受けないと単位がもらえないことがある」など、

ナビゲーターの学生さんのお話もとても参考になり

ました。今日聞いたことを踏まえて、息子ともきちん

とコミュニケーションを取っていきたいです。

伊藤さん ご夫妻

法学部1回生

娘はまだ 1 回生ですが、経営環境が良いとは言えない

今の世の中で、2、3 年後どのような学生になっていれ

ば良いのか、そのために今からどのような学生生活

を送ればよいのか、ヒントをいただければと思い参

加しました。講演会は大変興味深く、自分たちの時代

とは異なる今の面接方法や企業の視点、就職活動す

る子を持つ親の役割を明確に教えていただき、社会

の一員である私たち自身にとっても、とても参考に

なりました。

森川さん ご夫妻

経営学部1回生

BKC

就職活動を念頭に、親としては何かしらの役立つ資格

を取ってほしいと考えていました。スキルアップ説明

会に参加して、まずは就職活動のためというよりも、

資格の取得を通してさまざまな経験を積んでほしい、

そしてさらなる人間性の向上に励んでほしいと考え

るようになりました。本人はまだエクステンション

講座や CLA 講座を受講していませんが、充実した学

生生活を送るためにも今日伺ったことを早速話して

やりたいと思います。

森さん

経済学部2回生

BKC

衣笠 衣笠
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翌日にオープンカレッジを控えた 5 月 16 日（土）、「2009 年度立命館大学父母教育後援会総会」が催されました。

大学選出役員、父母委員総勢 93 名の出席のもと、本年度の選出役員や事業計画などが報告・承認されました。

合わせて立命館大学教授による「総会記念講演会」も実施。

全国から参加した父母委員にとっては、大学の学びを垣間見る良い機会となりました。

講演会に続いて、父母教育後援会総会が

行われました。最初に登壇したのは、父母

教育後援会名誉会長である川口清史立命館

総長・立命館大学長です。新型インフルエ

ンザなど昨今の重要課題について大学の立

場や対策を明らかにしたほか、大学教育の 

「質」の確保についても言及。「教学改革や

教職員教育、新たな学問領域の創出などさ

まざまな改革に取り組んでいきます」と述

べ、2010 年にスポーツ健康科学部を新設

する計画にもふれました。

次いで千 宗室父母教育後援会会長が挨

拶し「新任役員と先達とが力を合わせ、ま

すます強固に学生を支援していく所存で

す。忌憚なく大学と話し合えるこうした機

会に感謝するとともに、いっそう縁を深め

たい」と語りました。

2009 年度に選出された委員・役員が紹

介された後は、千会長が議長を務め、各議

題を進行しました。父母教育後援会の幹

事 長 で あ る

石 井 秀 則 教

学 部 長 が、

2008 年度事

業 お よ び 決

算を報告。さ

ら に 今 年 度

の 事 業 計 画

と予算案、機

構 改 編 に 伴

う 部 課 名 の

変 更 に よ る

会則の一部変更が提示され、すべての議案

が承認されました。

総会記念講演会では、木村一信文学部教

授がノーベル賞作家・川端康成の代表作の

一つ『古都』を取り上げ、物語をひもとき

ながら、作品の多様な側面に光を当てまし

た。木村教授によると、京都を舞台にした

この小説の魅力は、双子の姉妹にまつわる

「捨て子」「再会」の物語の面白さはもちろ

ん、全編を通じて京都の名所、年中行事、

風物詩がちりばめられていることだといい

ます。「むしろ京都を引き立てるために二

人の物語があるともいわれるほど」だと語

り、映画の映像と共に祇園や清水寺、葵祭、

祇園祭など物語を彩る名所・風物を紹介し

ました。

また作品に描かれている昭和 36 年とい

う時代は、社会の変革時期にあたります。

京都の伝統文化の変化の兆しなど、時代背

景をも物語に盛り込んだ点も、評価されま

した。加えて木村教授は、「観光的な側面」

にも着目しました。「この作品を機に、映

画や絵画が作られたほか、北山杉など観光

客を意識した文化が創出されていきまし

た」と解説。ふだんの読書とは一味違った

文学作品の読み解き方を示して、講演は締

めくくられました。

■ 総会記念講演会

父母教育後援会総会2009

■ 総会・懇親会
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役 職 学園役職 新 任 氏 名

名誉会長 総長・学長 川口　清史

副会長
副総長・副学長 ○ 上田　　寬

副総長・副学長 児島　孝之

顧　問

理事長 長田　豊臣

教学担当常務理事 中村　　正

学生担当常務理事 ○ 國廣　敏文

総務担当常務理事 森島　朋三

法学部長 ○ 二宮　周平

経済学部長 平田　純一

経営学部長 齋藤　雅通

産業社会学部長 ○ 佐藤　春吉

国際関係学部長 ○ 板木　雅彦

政策科学部長 ○ 本田　　豊

映像学部長 大森　康宏

文学部長 木村　一信

役 職 学園役職 新 任 氏 名

顧　問

理工学部長 坂根　政男

情報理工学部長 大久保英嗣

生命科学部長 谷口　吉弘

薬学部長 北　　泰行

幹事長 教学部長 ○ 石井　秀則

幹　事

教学部副部長 ○ 春日井敏之

学生部副部長 白石　晴樹

キャリアセンター副部長 高山　　茂

教学部次長（衣笠担当） ○ 徳永　寿老

教学部次長（BKC 担当） ○ 本村　廣司

キャリアセンター次長 ○ 浅野　昭人

図書館次長 ○ 武山　精志

学生部次長 北田　正知

国際部事務部長 ○ 相根　　誠

社会連携部次長 武田　　敦

■ 2009 年度 大学選出役員

■ 2009 年度 父母教育後援会役員一覧
役 職 都道府県 新 任 委員氏名

会長 京都府 千　　宗室

副会長 滋賀県 土野池正義

監事
滋賀県 桑原　淳子

京都府 馬場　慶子

常任
委員

京都府

今西　清裕

小野　善三

大矢須美子

大阪府
日浦　良夫

井上　寿美

兵庫県
○ 太田　勝之

小山美知子

奈良県
日吉　由実

濱家　重信

委員

北海道
長江　千恵

山﨑千惠美

青森県
舩水　重利

飛嶋　信子

岩手県
冨永久美子

○ 佐々木　稔

秋田県
○ 根田　明樹

海本　宏一

山形県
○ 横山　敏子

小田　隆晴

宮城県
○ 小山　順子

大宮　邦枝

福島県
○ 星　　俊光

池上　典夫

千葉県
中牟田満子

黒川　恵美

茨城県
○ 井坂　正典

今井　忠光

埼玉県
○ 沼田　好晴

○ 和田　有子

役 職 都道府県 新 任 委員氏名

委員

群馬県
鹿沼　玉代

大澤　正代

栃木県
○ 大貫　　昇

中里　光江

東京都
○ 永井　　勇

○ 松野　真弓

神奈川県
○ 小川　恭子

高見澤恭子

山梨県
鈴木　徳明

内田　孔介

長野県
西沢　　弘

北林　芳枝

新潟県
○ 坂井　信博

○ 皆川　卓夫

富山県
○ 上島　弘志

○ 吉井　哲三

石川県
○ 半座磨利子

○ 喜多　仁嗣

福井県
前川　彰男

川口　恭央

岐阜県
岩井ひとみ

市岡　伯子

静岡県
深田　真紀

寺尾　　立

愛知県
今井　常夫

花井　義一

三重県
中西　清司

○ 小村　寿郎

和歌山県
三木　貴行

丸田　栄一

鳥取県
○ 赤坂　葉子

池淵　建夫

島根県 ○ 寺本　　稔

役 職 都道府県 新 任 委員氏名

委員

島根県 ○ 小村　健実

岡山県
○ 真砂　和己

市川　　昭

広島県
坂田　睦子

○ 内海　結示

山口県
○ 西丸　　隆

山本　和毅

徳島県
○ 逢坂　伸司

西野　陽一

香川県
○ 田邉　昌寛

浪越　敬二

愛媛県
越智由香里

田中　教夫

高知県
高橋　秀行

杉本　美保

福岡県
石津　博睦

花田　泰典

佐賀県
毛利　俊治

諸岡　　譲

長崎県
木下健一郎

川原　直勝

熊本県
○ 荒木　　通

○ 坂本　省一

大分県
平岩　美香

○ 豊村　浩子

宮崎県
○ 元日田　勉

○ 湯浅まき子

鹿児島県
巻木　春男

○ 濵田　時久

沖縄県
仲里　雅之

島　　貞夫

（敬称略）

（敬称略）
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項 目 予 算 額 決 算 額

経常収入 361,065,000 364,469,728

会費収入 360,000,000 363,075,000

過年度分会費収入 0 0

卒業生父母資料費収入 200,000 280,000

預金利息収入 150,000 297,047

基金積立預金利息収入 50,000 152,681

有価証券利息収入 665,000 665,000

雑収入 0 0

前年度繰越金 86,715,115 86,715,115

収入の部 合計（A） 447,780,115 451,184,843

項 目 予 算 額 決 算 額

懇談会・講演会開催費支出 104,600,000 92,562,628

会報・学園案内広報支出 29,700,000 20,753,411

学生教育支援事業 244,080,000 199,163,147

入学・卒業記念品作成費支出 11,400,000 11,083,559 

会議費（総会・委員懇・常任委等） 15,000,000 11,380,315 

事務費支出 ( 含弔慰金 ) 4,050,000 3,217,109 

人件費支出 21,000,000 20,448,727 

予備費支出 7,950,115

父母教育後援会基金積立金繰入支出 10,000,000 10,000,000 

支出の部 合計（B） 447,780,115 368,608,896

次年度繰越金（A）−（B） 0 82,575,947

収入の部 支出の部

■ 2008 年度 決算

■ 2008 年度 事業報告

（単位：円）

1 総会

5月17日（土）＠京都全日空ホテル
全国47都道府県から92名の委員に加えて、大学役員など総勢131名が参加した。

2 オープンカレッジ

5月18日（日）＠衣笠・BKCの両キャンパス
「学生生活講演会」、「進路就職説明会」、「大学院説明会」等のテーマ別懇談会に加え、
「キャンパス見学会」の企画を実施。両キャンパス合わせて、約2300名が参加した。

3 都道府県 父母教育懇談会

6月１日（日）～7月27日（日）
前年度は全国32箇所での開催であったが全国46都道府県47箇所で開催。全会場で約
4000名を超える父母の方々が参加し、父母同士また大学教職員との交流も図られた。

4 秋季全国 父母教育懇談会

11月22日（土）＠衣笠・BKCの両キャンパス
午前に「学生生活講演会」、「進路就職説明会」を、午後に「学部別懇談会」を実施。両キャ
ンパス合わせて約2100名が参加した。

5 アカデミック京都ウォッチング

11月23日（日）
デイコース10コース、トワイライトコース3コース、特別コース1コースにて実施。デ
イコース（496名）、トワイライトコース（187名）、特別コース（22名）の総勢705名が
参加した。

1 正課等教育支援

①サブゼミアワー 活動支援
サブゼミアワーの活性化に向けて、クラス単位での学部学科の特色を生かした見学
会、1回生全員対象の合宿のための交通費や入館料補助等を実施した。

②表彰制度支援
各学部・インスティテュートにおいて正課等で顕著な実績をあげた学生655名を表彰
した。

2 課外活動支援

①全学行事支援
応援グッズ作成、全国大会に出場した駅伝や野球の応援バス、学園祭等の補助を行った。

②シャトルバス支援
ＢＫＣ−衣笠キャンパス間のシャトルバスの乗車料の補助を行った。

③地域交流・社会貢献支援
ヨット部のチャレンジヨット、サンクスデー等地域に根ざした取り組みに補助を行っ
た。

④入学式典開催支援
入学式において、学生団体演奏・活動等援助金、出演学生交通費、受付・誘導学生スタッ
フ交通費の補助を行った。

3 進路就職支援

①就職活動支援
地域別就職合同セミナーの実施、SPI模擬試験受験料補助、PLACEMENT GUIDE、父母
キャリアデザインブックの作成補助、CA懇談会、JA懇談会の開催の補助を行った。

②資格試験等 図書支援
進路・就職関係および資格取得図書、低回生からの社会観・労働観を涵養する図書、
一般教養や読む力を育成する図書購入の補助を行った。

4 国際交流支援

①留学生支援
留学生の国民健康保険料の補助。申請のあった205名に補助を行った。

②国際交流支援
日本人学生と留学生との交流支援。国際交流バスツアー、立命館スポーツへの応援、
留学相談アドバイザー活用等への補助を行った。

5 奨学金支援

①修学援助 奨学金支援
家計支持者の死亡により修学することが困難な学生への援助。
年間39名の出願があり、有資格者39名全員を採用した。

②家計急変 奨学金支援
家計支持者の病気・解雇・倒産等により家計が急変し、修学が困難な学生への援助。
年間179名の出願があり、有資格者87名を採用した。

1 父母教育後援会だより（会報）

2008年8月、2009年2月に発行した。

2 『「時間割」と「成績」の見かた』

オープンカレッジ、都道府県父母教育懇談会、秋季全国父母教育懇談会で配布した。

3 キャリアデザインブック

オープンカレッジ、都道府県父母教育懇談会、秋季全国父母教育懇談会で配布した。
（作成：キャリアセンター）

4 Rダイアリー

オープンカレッジ、都道府県父母教育懇談会で配布した。（作成：学生オフィス）

1 その他

①入学記念品として、卓上キャンパスカレンダーを作成した。
②卒業記念品として、光学式マウスを作成した。

（1）懇談会事業

（2）学生教育支援事業

（3）広報・通信事業

（4）その他

（単位：円）
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項 目 09 年予算額 説 明

経常収入 361,140,000

会費収入 360,000,000
（年会費＠ 10,000 円、
入会金＠ 5,000 円）

過年度会費収入 0

卒業生父母資料費収入 250,000 卒業生父母の会

預金利息収入 250,000

基金積立金利息収入 150,000

有価証券利息収入 490,000 学園債権利息をもとに計上

雑収入

前年度繰越金 82,575,947

収入の部 合計（A） 443,715,947

項 目 09 年予算額

Ⅰ．事業費支出 342,000,000

１．懇談会開催事業支出 94,360,000

２．学生教育支援事業支出 194,850,000

３．会報・学園案内広報事業支出 23,190,000

４．その他事業支出 29,600,000

Ⅱ．管理費支出 39,700,000

Ⅲ．予備費支出 35,015,947

Ⅳ．父母教育後援会基金積立金繰入支出

支出の部 合計（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ） （B） 416,715,947

次年度繰越金 （A）−（B） 27,000,000

収入の部 支出の部

■ 2009 年度 予算

■ 2009 年度 事業計画

1 2009年度校友大会と連携した父母企画

9月27日（日）
講演：「日本の将来とひとづくり～ものづくりはひとづくり～（仮題）」
場所：名古屋国際会議場　センチュリーホール
※立命館大学父母教育後援会と立命館大学校友会の共催とする。

2 2010年度3月卒業者対象緊急就職支援

本学セミナー会場を利用した合同企業説明会を現状の月1回から月2回への拡充実施、
採用中止・縮減企業が多数を占めている現状より招聘のための求人開拓、説明会時にあ
わせた集中相談要員の配置をする。

1 総会

5月16日（土）＠リーガロイヤルホテル京都
対象：父母教育後援会委員

2 春のオープンカレッジ（名称変更）

5月17日（日）＠衣笠・BKC両キャンパスで開催
対象：父母教育後援会会員

3 都道府県父母教育懇談会（会場数の変更・開催次第の一部変更）

5月31日～7月26日＠各都道府県49会場
（愛知および大阪は文社系と理系で別日程で開催）
概要：全体会終了後に、グループ別懇談会を実施する。
対象：父母教育後援会会員

4 秋のオープンカレッジ（名称変更）

11月21日（土）＠衣笠・BKC両キャンパスで開催
概要：午前「学生生活講演会」「進路・就職講演会」、午後「学部別懇談会」
対象：父母教育後援会会員

5 アカデミック京都ウォッチング

11月22日（日）
対象：父母教育後援会会員、卒業生父母の会会員

（1）懇談会事業

1 正課等教育支援

サブゼミアワーの充実、「学びのコミュニティ」の創造にむけての活動に対する支援、正
課に関わる分野で著しい成果をおさめた取り組みを対象とした学生の表彰を行う。

2 課外活動支援

全学的な文化・スポーツに対する応援（応援グッズ、応援バス、応援学生派遣等）
および父母や市民の共感を得られる行事や学園祭などの全学行事への支援、キャンパス
間シャトルバスの運行や乗車料補助等への支援、体育会、学術･学芸団体による地域交
流や社会貢献企画、京都歴史巡り等、地域に根ざした取り組みに対する支援、入学式典
の企画・運営に参加する学生の活動に対する支援を行う。

3 進路就職支援

就職活動事業に対する支援、進路・就職関係および資格取得の資料、低回生からの社会
観・労働観を涵養する資料、一般教養や読む力を育成する資料の購入等の図書購入事業
に対する支援を行う。

4 国際交流支援

留学生の国民健康保険料補助への支援、国際交流バスツアー（日帰り、1泊）、スポーツ
を介した交流（春・夏のスポーツ応援）、外国語が苦手な学生と留学生との交流、留学ア
ドバイザーによる留学支援企画等の国際交流事業に対する支援を行う。

5 奨学金支援

家計支持者の死亡により修学を維持することが経済的に困難な学生の学費等を援助す
ることを目的とした「修学援助奨学金制度」および家計急変により修学を継続すること
が経済的に困難となった学生の学費・生活費を援助することを目的とした「家計急変奨
学金制度」等の奨学金による援助を行う。

（2）学生教育支援事業

1 父母教育後援会だより（会報）の発行：年2回

2 ホームページのリニューアル

3 『「時間割」と「成績」の見かた』の配布

4 キャリアデザインブック（作成：キャリアセンター）の配布

5 キャンパスカレンダーの配布

6 Rダイアリー（作成：学生オフィス）の配布

（3）広報・通信事業

（4）特別事業

（単位：円） （単位：円）
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全体会
川原直勝長崎県父母委員の司会で始まった全体

会。まず立命館大学のキャンパスや学生が学ぶ姿、
課外活動などがVTRで放映されました。VTRを通
じて川口清史立命館大学総長も父母に向けてあい
さつ。「2010年にスポーツ健康科学部を新設する
のをはじめ、立命館の新たな変革にご期待くださ
い」と述べました。

大学代表あいさつ

大学を代表して
本田豊政策科学部
長 が 登 壇 し、学 生
の学びと成長を支
える父母に感謝の
意を表するととも
に、大 学 の 近 況 を
報 告 し ま し た。特
に今年春から近畿
圏を中心に猛威を
ふるっている新型インフルエンザの問題について
言及。「本学でも衣笠、BKCの両キャンパスで1名
ずつ学生が感染し、やむをえず1週間の休校措置を
とりました。しかし幸い2次感染はなく、現在は万
全を期しつつ、通常の大学生活を再開しています」
と語りました。さらには都道府県懇談会の意義とし
て「学生生活・教育・就職状況について情報を共有
する」「ご父母からの率直なご意見やご要望を聞き、
大学運営に生かす」「ご父母同士が交流し、子ども
への理解を深める」という3点をあげ、今後も活発
な交流への期待を述べました。

来賓ごあいさつ

小林駿介長崎県校友
会幹事長が、「私自身
OBの一人として、私学
の雄となった立命館大
学に誇りと確信を深め
ています」とあいさつ
し、多くの校友が現在
長崎県で活躍している
ことを紹介。「皆さん

のご子弟にも、先輩校友を乗り越えて、世界で活躍
してほしい」と、励ましの言葉が続けられました。

総会・オープンカレッジ報告

木下健一郎長崎県父母委員から、去る5月16日、
17日に催された父母教育後援会総会、および春の
オープンカレッジについて報告されました。総会で
は、2009年度の父母教育後援会の事業計画が議論
され、すべての議案が了承されたことが知らされま
した。さらに翌日、衣笠、BKC両キャンパスで開催
された春のオープンカレッジには、全国から数多く
のご父母が参加した様子が語られました。

就職状況報告

学生による就職活動体験談が披露された後、加藤
義徳学事課職員が、2009年度の就職状況について
説明しました。「ご存じのように、未曽有の不況の
影響で、就職状況は厳しいのが現状です。特に筆記
試 験 や 最 終 面 接
で 落 と さ れ る 学
生 の 多 さ が 目 立
ちます」と報告し
ました。一方で、6
月 以 降 も7600件
以 上 の 求 人 が 大
学に寄せられるなど、まだ採用活動は続くことを解
説し、大学側も、学生へのアドバイスや説明会の開
催など、多方面からサポートしていく計画が明かさ
れました。その他、公務員や難関資格合格者、大学
院進学者が増えている現状も語られました。資格取
得や進学は、それ自身がキャリアパスではないこ
と、「そこで何を得るかが大切」だと述べられ、「就
職活動で求められるのは、人間力。これだけは負け
ないというものを身につけてほしい」とアドバイス
されました。

履修・学生生活説明

長谷川哲産業社会学部事務長が、キャンパスダ
イアリーを手に時間割や成績表の確認の仕方や各
種制度について説明しました。「言語習得、エクス
テンションセンターで開催される各講座、インター
ンシップ、ボランティア活動など、大学生活のすべ
てが進路選択に結びつきます」とし、主体的に学ぶ
姿勢が説かれました。その他TOEICやTOEFL対
策講座、海外留学制度、奨学金制度が紹介されたほ
か、学生生活や心の悩みを受け止める学生サポート
ルームについて解説されました。

都 道 府 県

父 母 教 育

懇 談 会

全国各地の父母の皆さまに

立命館大学の教育や学生

支援についてご理解いただ

くとともに、学 生 生 活 や 進

路状況についてお知らせす

るため、各都道府県で実施

している父母教育懇談会。

6月7日（日）には、長崎県で

開催。グラバー園、オランダ

坂など異 国 情 緒あふれる

地 域に立つ長 崎 全日空ホ

テルグラバーヒルに県内各

地 から約40名の父 母にお

集まりいただきました。
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Social
gathering

in

Nagasaki

グループ別懇談会
全体会の後は、文社系学部、理系学部に分かれて

グループ別懇談会が開催されました。アットホー
ムな雰囲気の中で始まった懇談会では、父母から
さまざまな質問が寄せられ、大学職員や就職体験
談を語った学生が応じました。就職の現状のほか、
大学院進学についてなど多彩な質疑応答が行われ、
有意義な懇談会となりました。

長崎県出身ながら、私は全国に転勤する可能性の
ある株式会社ゆうちょ銀行に決めました。総合職を
希望した時点から転勤を覚悟していたこと、また立
命館大学で一人暮らしを経験し、住む場所にこだわ
りがなくなったことがその理由でした。
当初出版業界を志望していた私は、マスコミ講
座を受けるなど、周囲の友達より早期から就職活
動に備えてきましたが、次第に関心は出版業界か
ら離れ、就職活動が本格化する4回生の1月頃か
らは、食品業界に興味を持つように。この頃は、大
学の勉強との両立に苦労しました。2月はエントリ
シートを出す一方で、企業の説明会に参加する毎
日。平均睡眠時間が3時間しか確保できないなど
疲労困憊しました。3月頃からは面接が始まりま
す。この時期に必要なのは、企業の取捨選択をする
ことです。面接が同じ日に重なることがあり、自分
がどんな企業に行きたいのか、改めて考える機会

となりました。転機になったのは、金融業界の説明
会に参加したこと。誇りを持って働いている魅力
的な人に数多く出会い、銀行への就職を決意しま
した。
就職活動を振り返ると、やはり今年は厳しかった
と実感します。エントリーシート提出段階や筆記試
験で落とされる頻度も高く、昨年就職活動を経験し
た先輩のアドバイスが参考にならないことも。何よ
り大きかったのは、自分自身の志望が刻々と変わっ
たことです。けれど自己分析や就職活動を通して志
望が変わったり、新たな適性に気づくことは決して
珍しいことではありません。大切なのは、自分が本
当に行きたい進路を見つけることなのです。
また経済的、精神的に大きな支えとなるのが親の
存在です。ここにご参加のご父母の方々も、どうか
厳しい現実に直面するお子さんを温かく見守って
ほしいと思います。

就職活動体験談

経営学部 4回生　北島杏奈さん　株式会社ゆうちょ銀行内定

進路選択を前にした息子にどんなサポートをしてや
れるのかを知りたくて、参加しました。大学で哲学を
専攻し、学ぶおもしろさに目覚めた息子は、大学院
進学を希望している様子です。子どもの夢を大切に
してやりたいと思いつつ、就職の厳しさも改めて実感
しました。今日うかがったことを参考に、きちんと向き
合い、具体的に話し合おうと思いました。

娘はこの春入学したばかり。時間割の見方など親も
分からないことが多く、参加しました。高校時代、柔道
をしていた娘は、大学でも勉強と両立しながら柔道を
続けています。同じアパートに住む同じ大学の友達も
できた様子で、安心しています。大学では幅広く勉強
してほしい。今日はエクステンション講座などさまざまな
プログラムについて聞けたことが参考になりました。

Parent's Voice

橋本さんご夫妻
法学部 1回生

小柳さん
文学部 3回生

Parent's Voice

■ お集まりいただきました父 母の方々の声
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都 道 府 県

父 母 教 育

懇 談 会

7月4日（ 土 ）、東 京 都 で 都

道府県父母教育懇談会が

開かれました。会 場は、都

心のビジネス、産業の起点

として発展を続ける品川駅

にほど近いグランドプリンス

ホテル高輪。約120名の父

母にご出席いただき、賑や

かな会となりました。

全体会
松野真弓東京都父母委員が司会を務め、全体会が始

まりました。まず立命館大学放送局（RBC）が制作した
VTRで大学生活を紹介。その中では、川口清史立命館
総長・立命館大学長が「2008年に開設した映像学部、生
命科学部、薬学部、さらに2010年に新設予定のスポー
ツ健康科学部といった学問分野が、立命館に新風を吹
き込みます」とメッセージを伝える一幕もありました。

大学代表あいさつ

石井秀則教学部長・理工学部教授が大学を代表し
てあいさつしました。全国型の総合大学である立命

館 大 学 に は、多 様
な 学 生 が 集 い、互
いの違いを理解し
合いながら共に学
び、成 長 し て い ま
す。加えて近年は、
地域や国際社会か
ら学ぶことを重視。

「留学プログラムな
ど海外に出て自ら
の殻を打ち破る機

会を提供しているほか、地域の人々と一緒に地域の
問題を考え、解決のために行動する『サービスラー
ニング』プログラムも用意しています」と述べまし
た。合わせて立命館大学が、文部科学省より平成21
年度「国際化拠点整備事業（グローバル30）」に採択
されたことも報告。「今後はキャンパス内でも国際
的な学びを得られる環境を整えていきたい」と抱負
を語りました。

来賓ごあいさつ

仲宗根宋督東京校
友会副会長が登壇。
東京校友会には、清
武英利読売巨人軍球
団代表や、住野公一

（株）オートバックス
セブン相談役（前代
表取締役CEO）をは
じめ、各界のトップ
で活躍する精鋭が多
数いることを紹介。西園寺公望の座右の銘であった

「学びてしかる後足らざるを知る」という言葉をあ
げ、「現役学生にもそのスピリットを受け継いでほ
しいと願っています。またそれをサポートするOB
が社会の各界にいることを忘れないでください」と
大学で学ぶ後輩たちにエールを送りました。

総会・オープンカレッジ報告

去る5月16、17日に開催された父母教育後援会総
会とオープンカレッジについて、永井勇東京都父母

委員が報告しました。総会では、2009年度の父母教
育後援会の事業計画が議論され、滞りなく了承され
たこと、また衣笠、BKCの両キャンパスで開催され
たオープンカレッジの様子などが語られました。

就職状況報告

父母の関心を最も集めた就職については、まず
就職活動を終えた学生が、体験談を報告。その後、
浅野昭人キャリアセンター次長が2009年度の就職
状況について述べました。「世界的な不況の影響で、
求人総数は昨年より約22万人減少、求人倍率も1.62
倍と昨年度を下回るなど、採用の圧縮が進んでい
るのが実情で
す。特にエン
トリーシート
や筆記試験な
どで多数の受
験者を振り落
とす傾向が見
られます」と
解説。その上で「将来のビジョンを明確にし、それ
を実現し得る能力を培ってほしい。特別な活動をす
る必要はありません。学業や課外活動、アルバイト
など学生生活を全力で駆け抜け、それを通して成長
したことを企業にアピールすることが重要なので
す」と語りました。キャリアセンターでも今年の状
況に合わせた支援プログラムを用意したり、4月以
降に1万社を超える企業に求人を問い合わせるな
ど学生の就職をサポートする体制を整えているこ
とが説明されました。

履修・学生生活説明

濱崎義朗経営学部事務室職員が、1年間の学習の
流れや時間割、成績表の見方などを説明しました。
父母には分かりにくい正課の学びの仕組みが明かさ
れました。
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Tokyo

グループ別懇談会
グループ別懇談会は、法学、経済、経営、政策科学

の各学部、産業社会、国際関係、文学、映像の各学部、
その他理工、情報理工、生命科学、薬学といった理系
学部の3つに分かれて催されました。それぞれの分野、
学部の特徴に応じて説明がなされたほか、父母からも
さまざまな質問が出されました。父母と大学、また父
母同士が情報を交換し合う良い機会となりました。

男の子だけになかなか詳しく話を聞かせてくれず、
どんな大学生活を送っているのか知りたくて参加し
ました。お話を聞いて、大学全体が学生の成長を促
し、高い能力と自信を与えてくれていると分かりまし
た。全国からさまざまな学生が集まる大学で、多様な
価値観にふれながら、どんな風に成長してくれるの
か、楽しみです。

4月に息子の入学式に参加。立命館大学の活気を
肌で感じ、素晴らしい大学だと感心しました。息子はラ
クロス部に入部し、真っ黒に日焼けしながら頑張って
いる様子です。4年間、さまざまなことに挑戦し、ワクワ
クしたり、感動したりしながら成長してほしい。それを実
現できる環境が整っていることを、今日参加して改め
て実感しました。

Parent's Voice

金光さんご夫妻
経済学部 1回生

本橋さんご夫妻
生命科学部 2回生

Parent's Voice

■ お集まりいただきました父 母の方々の声

就職活動は、体力的、精神的、また金銭的にも「本
当にしんどかった」というのが感想です。特に今年
は、どの企業も例年に比べて採用人数を絞ったた
め、受験資格となる説明会を予約するのにも大変
な倍率。応募すらできないことも多く、それが辛
かったです。
私は金融業界を中心に就職活動を行いました。
学生時代は西園寺奨学金を得るなど学業に一生懸
命打ち込みながら、アメリカンフットボール部の
広報を担当するなどさまざまな課外活動にも挑戦。
自己アピールには自信があったのですが、実際に
は厳しい現実にぶつかりました。1日に数社から不
採用通知が届き、落ち込んだことも。そんな時、支
えになったのは、同じく就職活動をする友達や家
族でした。友達や両親と話をすることで、自分の強
みを再発見したり、くじけそうな心を立て直すこ
とができました。結果「自分に一番合っている」と
思える企業から内定を得ることができました。

産業社会学部 4回生 

山岡 桃さん　アメリカンホーム保険会社内定

就職への意識が高まったのは、修士1回生の春
にトヨタ自動車でのインターンシップに参加した
時から。その後、同じ研究室の先輩から話を聞く
など早い段階から就職活動に備えていました。本
格化する説明会やOB訪問の秋頃は、業界を絞ら
ず、さまざまな企業を見て自分の関心を確かめる
ことを重視。その中で自動車業界への志望の意を
固くしました。
一般受験のほか、第一志望の企業は学校推薦で
受けることに。学校推薦といっても高い競争率を
突破しなくてはならないのは、一般受験と同様で
す。面接では、具体的な経験談を交えて志望動機
や研究内容を語るよう心がけました。研究活動だ
けでなく、バンド活動などの課外活動を通じて多
くの人と交流できたことが、採用試験でも評価さ
れたと感じています。志望企業を決める際には、
両親に相談しました。社会人として意見してくれ
たことに感謝しています。

理工学研究科博士課程前期課程 2回生 

作井孝至さん　トヨタ自動車株式会社内定

就職活動体験談
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Ritsumeikan

Campus

Landscape

新年度がスタートし、キャンパスは多くの学生たちで活

気づいています。入学式での新入生の緊張した面持ち、

そんな新入生を新歓祭典であたたかく迎える先輩学生、

日々勉学やクラブ活動にいそしむ学生…。春から初夏に

かけてのキャンパスと学生たちの様子をご覧ください。

新歓祭典

入 学 式
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スプリング
フェスティバル

びわこ・くさつ
キャンパスにて

衣笠キャンパスにて

授業風景
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　春日井教授は23年間の中学校教諭経験をもとに、いじ

めや不登校など教育現場における様々な課題を研究され、

また教育現場で起きる問題への予防的アプローチとして、

ピア・サポートや学校カウンセリングといった教育支援

のあり方、そして支援ネットワークづくりについて研究

されています。

　3回生では、前期に文献講読、後期に関心の高いテーマ

についてのグループ研究・報告を行いました。また、春に

は仁和寺へのお花見、冬には研修旅行の一環として東京

の和光中学・高等学校の教育研究集会に参加し、授業見

学や分科会討論を経験したほか、日光東照宮や奥日光の

散策をするなど、ゼミ生同士の交流と理解が深まりまし

た。4回生では卒業論文に向けて、関連する文献研究や自

身のフィールド体験に基づく研究、さらに合宿研修での

報告、論議などを行っています。

　4回生のゼミ生は14名で、教員を目指している人、一

般企業への就職や大学院進学を考えている人など様々で

す。ゼミ生の研究内容は学力問題、少年犯罪、自己肯定感、

コーチング、障害のある子どものきょうだいに対する支

援、日米の学校教育の比較研究、教育現場における「聴く」

ことの意味、幼児の遊びと発達、中学校における外国人

生徒への支援…など多岐にわたり、幅広く自由に取り組

めます。自分の体験やサークル、ボランティア活動などそ

れぞれの研究に対してバックボーンを持つゼミ生も多く、

自分なりの問題意識を持って課題と向き合っています。

　春日井ゼミには、何を言ってもみんなが受け入れてく

れるという安心感があると思います。そして、春日井教

授は、時に方向性を見失いそうな私たちに鋭い指摘や示

唆に富んだ助言をしてくださいます。私たちのゼミは「教

育」をベースとして、人間と教育をめぐ

る様々な問題を多面的に捉え、考え

ることができる場です。この自由な

雰囲気を尊重しつつ、これからもそ

れぞれが問題意識を持って教育現場

をみつめ、学んだことを社会に

活かしていきたいです。

臨床教育学の視点から教育課題の本質と解決に迫る
文学部 4回生  白波瀬李花 さん

春日井ゼミ 文学部教育人間学専攻 春日井敏之教授　　　研究テーマ：臨床教育学の視点から学校教育の課題に迫る

春日井ゼミ（文学部）

春日井ゼミでは臨床教育の観点から、教育にまつわる様々な課題に迫る研究が展開されるなど、「生きた教育現場」
を意識したゼミが繰り広げられています。春日井教授のお話をうかがい、学生にゼミを紹介してもらいました。

立命館のゼミナール訪問③連載

春日井教授の指摘や助言により、学生の新たな気づきや発見が
生まれています。

意見を受け止める安心
感が築かれたゼミでは、
活発な意見交換が繰り
広げられています。

ゼ ミ 紹 介
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教育現場とリンクした実践的研究を

　私は臨床教育学の視点から、「思春期の人格発達と支援関
係」「学校教育相談と開発的カウンセリング」「教師の自己形
成・自己変容プロセス」などを研究しています。23年間の公
立中学校教員の経験があり、ゼミでは、こうした教育実践の
経験を活かし、教育や対人援助の現場とつながりのある実践
的研究を意識しています。現在も附属中高校を含め、毎月四
カ所で先生方と事例検討会などを行っています。
　このゼミの特徴は3回生の「学校訪問研修」など、教育現場
にふれる機会が多いことです。研修は毎年秋に2泊3日で、小
中高校を訪問する企画ですが、これまで北海道・沖縄・東京
など、全国各地の学校を訪問しています。学校や教師の特色
や課題は多種多様で、地域や教師の年代によっても異なりま
す。ゼミ生は授業見学や研究会、教師との懇談といった“生き
た教育現場”での学びと意見交換などを通じて、大きな刺激
を受けています。人との出会いは、人生の財産になります。
　また、この研修はゼミ生同士の絆を深める場にもなってお
り、夜の宿舎ではざっくばらんに自分を語り合う時間を設け
るなど、毎年、ゼミ生同士が人間関係を深めるきっかけになっ
ています。

大学の内外に出会いと学びのフィールドを

　3回生時に各自が研究テーマを設定し、卒業論文の約半分を
目安に「3回生論文」を書きます。そして、4回生でさらに研究
や実践を深め、卒論に取りかかります。途中でテーマを変更す
る学生もいますが、そこに葛藤しながら成長する姿があります。
　このように、学生たちは概してまじめです。一方で、あれ
もこれもと頑張り、疲れている姿も見られます。大学生活は

高校生活の延長ではなく、
今までの自分の枠を解体
し、何か一つのことにこ
だわってほしいものです。
自分とじっくり向き
合い、出会いの中で、
自己を再編してもら
いたいのです。
　進路では、教員を目指す学生が半数程度を占め、ほかに民
間企業、公務員、大学院などの進路を選択しています。私の
ゼミでは3、4回生ともに、サークル活動やボランティアな
ど、課外活動に熱心な学生が多くいます。大学の内外を問わ
ず、出会いと学びの場所は多くあり、希望するゼミ生には「実
践フィールド」の紹介などもしています。そうした主体的な
経験は、就職や進学など、人生の節目でも必ず活きてきます。

ゼミナールは学生同士をつなげる居場所

　私の人生のキーワードは「つながりの実感」。子どもをはじ
め、教員や保護者といった、日々の生活の中での様々な人と
のつながりを大切にしてきました。ゼミナールとは「学生同
士をつなげる居場所」でもあると思います。次世代を担う学
生同士が、出会いと学びを通してつながり、お互いが励みに
なり、意味のある関係を築くことを大切にしたいものです。
　また、次世代の教員の育成を自身の役割の一つと考えてい
ます。「いじめ」「不登校」「荒れ」などの問題に直接関わってき
たからこそ、伝えられることがあります。学生には、現状の教
育問題の本質や背景について考えながら、「子どもについての
何故を自らに問う」姿勢を身につけてくれることを期待して
います。

ゼミ生との意見交換が刺激

Schedule＜予定＞

●3回生

2009.4	 文献研究

2009.8	 グループ毎のテーマ研究

2009.11〜	 3回生論文テーマ設定、作成

2009.11	 学校訪問研修（2泊3日）

2010.2	 3 回生論文完成

●4回生

2009.4〜	 3回生論文発表

2009.10	 卒論個別指導

2009.11	 卒論中間発表合宿（1泊2日）

2010.1	 卒論発表

文学部	4回生
瀬嶋里奈	さん

　私は中学校教員を目指しています。教員経験をお持

ちの春日井教授のもとで、学校教育について視野を広

げたいと思い、このゼミを選びました。ボランティアや

部活動、サークルなど様々な経験をしているゼミ生た

ちと意見を交わすことは、私にとって大きな刺激で、楽

しみの一つです。私の卒業研究テーマは「学校現場にお

ける聴くことの必要性」です。先日の中間報告ではゼミ

生たちから率直な意見やアドバイスをもらい、さらに

良い研究になる確信をしました。この研究やゼミで学

んだことを生かし、温かい教師になりたいです。

春日井教授らが京都府内で立ち上げた「不登校の親の会」が今年で19年目を迎えた。「親の会」で築いた父母との対等な人間関係が、今の自身の
土台になっているという。今年4月、他大学から編入した学生が3回生ゼミに加わった。このように、他の専攻などから春日井ゼミに移る学生も
少なくないという。丁寧な人付き合い、そしてつながり。多くの人々の“出会いと学びの場”として、春日井ゼミの門戸はいつも開放されている。

編集後記

Student's Voice

ゼミ通じて強くなった教員になる夢
文学部	4回生
佐分美智子	さん

　2回生の春日井教授の授業で「他者との関わりの中

で自分を受け入れていく」というグループワークを体

験したことが、春日井ゼミを選んだきっかけです。授

業での学びを子どもの「自己肯定感」の向上に活かし

たいと思いました。4月までは企業就職を希望し、内

定もいただきましたが、あらためて将来について考え、

そして春日井教授や職員の方のお話を聞く中で「やは

り教員になりたい」と強く思いました。将来は小学校

教員になって、子どもが自分や周りのことを受け入れ

られる環境づくりに力を入れたいです。

Interview



2009 SUMMER ISSUE28

八村ゼミ 情報理工学部メディア情報学科 八村広三郎教授　　　研究室名：画像システム研究室

八村ゼミ（情報理工学部）

八村ゼミでは人文科学と情報科学を融合した「人文情報学」をテーマに画像処理やCG、バーチャルリアリ
ティーなどの可能性を追求しています。ゼミを取材し、八村教授にお話をうかがいました。

立命館のゼミナール訪問④連載

　学生17人をはじめ、大学院生を含む計24人が「情報

科学」と「文化情報」を融合した「人文情報学」をテーマに、

画像処理やCG、バーチャルリアリティーなどに関する研

究に打ち込んでいます。3回生の後期から研究室に所属

し、大学院生たち先輩の研究や八村教授の助言を参考に

しながら、自身のテーマを設定します。

　八村研究室は活気で溢れています。研究に関するプレ

ゼンテーションでは学生、大学院生、留学生、教員が教室

に集まり、その数は30人近くに上ります。発表後は質問

やアドバイスの一方で、時には厳しい指摘もあり、学生

はこうした環境でもまれながら成長しています。

　研究テーマとして多くの学生が選択するのが絵画など

の有形文化財や、歌舞伎などの無形文化財の"動き"をデ

ジタル化して保存する「デジタルアーカイブ」の研究です。

　有形文化財のデジタルアーカイブでは、浮世絵などの

絵画を対象に多面的な研究が見られます。研究室では「浮

世絵」の落款（書画の署名）を自動判定するシステムの構

築に挑戦する卒研生など、それぞれが新たな発見に向け

て奮闘しています。この研究は、昔の絵師の特定につな

がるほか、各絵師の年齢による字体の変化に対応できれ

ば、描かれた年代が不明な絵の制作年を特定する可能性

も秘めています。

　また、無形文化財のデジタルアーカイブでは「モーショ

ンキャプチャ」という、現実の人物の動きをデジタルデー

タとして記録する技術を用います。実験では演じる人が

特殊なボディースーツを着用し、体の数十ケ所にマーカー

を付けて動き、若者のダンスや日本舞踊などの三次元の

動作を計測し、データを取得します。この研究では、人

間とCGの演者がダンスで共演するといった「仮想コラボ

レーション」の実現をめざし、そして古典芸能の“動き”の

継承に役立つものとして、周囲の期待を背負っています。

　近年、著しくコンピュータが発達しているとはいえ、

画像処理の分野はまだまだ未発見領域が多いようです。

八村教授が「文字は読めるが、浮世絵の魅力までは解析

できない。そういった『感性』の解読など、チャレンジす

ることは多い」と話すように、大きな希望が詰まった研

究室で学生は日々、目標に向けてパソコンと向き合って

います。

画像処理がもたらす希望が詰まった研究室

授 業 風 景

発表後は活発な意見交換が
繰り広げられています。

プレゼンテーションの様子。

学生は日々、パソコンと向き合っています。
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文化のデジタル化から継承、そして発展へ

　現代社会ではコンピュータを用いた「生活感の向上」への
意識が高まり、それに伴って企業のコンピュータの用途につ
いても変化が見られます。生産現場などで重視していた「効
率」から、美しさや楽しさなどの付加要素を追求する流れへ
とシフトし始めました。
　私の研究室では、こうした時代背景にマッチする「デジタ
ルアーカイブ」の研究を中心に取り組んでいます。デジタル
化したデータを単に保存するだけでなく、それを解析し、広
く世界に発信するために日々、研究しています。

芸術分野に明るいエンジニアが人気

　理系学生の就職市場は、芸術分野に明るいエンジニアを求
める傾向が高くなっています。こうした背景から、この研究
室で扱うテーマは学生のモチベーションの向上につながっ
ていると思います。私のゼミの学生は七割が就職、三割が大
学院に進みます。学生には、自身が選んだ研究室について説
明できるよう忠告しています。それさえしっかり言えれば、

面接も怖くないでしょう。
　研究室では大学院生の発表
を聞くなどしながら4回生の
序盤に卒業研究のテーマを
決めます。この時期から研究
室内でのコンピュータのプ
ログラミング実習も始まり、

さらに就職活動も加わるなど、4回生
前半は特に多忙となりますが、どんな状況であれ、ルールは
守らなくてはなりません。"真似事"でも学術研究をやってい

るわけですから、それを意識して発表や資料作成に取り組ん
でほしいです。

情報処理から感性の"謎"に迫る

　立命館大学では「日本文化デジタル・ヒューマニティー
ズ（DH）拠点」というプログラムが、グローバルCOE（文科
省の研究拠点形成等補助金事業）に採択されており、私はこ
の研究プロジェクトのサブリーダーと、この中の「デジタル
アーカイブ技術研究班」のリーダーを務めています。人文系
と情報系が融合したこのプログラムは、これまでの人文科学
の研究を変えるチャンスだと思っています。
　この研究室ではプログラムにかかわる教員たちが頻繁に
ゼミに顔を出し、教室は活気づいています。こうした機会が
多いことも学生の学びに大きな影響をもたらしていると思
います。
　また、ゼミでは合宿や飲み会、鍋パーティーなどを学生や
研究生が積極的に企画しており、毎回
楽しみにしています。合宿は卒研
の中間発表の後、バーベキューや
ドライブといったリフレッシュ
企画もあり、いつも盛り上がって
います。授業外の学生との付き
合いは、色々なことを話せる
ひとときで、大切にしたい
ですね。

「自ら考える」ゼミは有意義な時間

Schedule＜予定＞

2008.12	 研究テーマの選択

2009.4	 プログラミングの実習

	 自己紹介プレゼン

2009.5	 研究テーマ所信表明

2009.8	 夏合宿（1泊2日）

	 卒業研究の中間発表（1）

2009.12	 卒業研究の中間発表（2）

	 忘年会

2010.1	 卒業研究の発表練習

2010.2	 卒業研究発表

情報理工学部	4回生
大西啓太郎	さん

　これから社会に出て働く中で、微力ながらも社会に

影響を与える者の責任として必要なことは、その研究

の意味や、実現するためのプロセスを具体的に示すこ

とです。これまでの授業では大勢の学生とともに、良

くも悪くも受動的に知識を得てきたように思います。

しかしゼミでは、自分たちが学んできたことを基に自

ら問題を見つけ、研究テーマを考え、目標を決めると

いった「自ら考えること」を念頭に置いています。そ

ういった環境で学ぶことができるゼミは有意義な時

間です。

険しい表情で学生の発表を聴いている。将来、誰もが直面するであろう社会の厳しさにいち早く順応できるようにと、養成期間である学生時代は厳
しく指導、たくましさを要求する。その指導を受け、学生に自信が備わっていく。八村教授は医学や人文系の領域における画像解析など、これまで
ずっと「夢」とともに研究を続けてきた。併せて今、教育者として、社会の豊かさに貢献できる学生を一人でも多く育てたいという夢も持っている。

編集後記

文化とＩＴ融合の可能性に魅力
情報理工学部	4回生
上野恵	さん

　私は文化や歴史に興味があり、IT を通してそれらに

関わることのできる研究をしてみたいと考え、この研

究室を選びました。日本文化である「浮世絵」や「能」

の知識を習得しながら画像処理の技術を身につけると

いった、その可能性にとても魅力を感じています。ま

た、この研究室は八村教授だけでなく、他にも指導し

てくださる先生がおられるので、有意義に研究できる

という点にも魅力を感じました。内定したメーカーで

は、研究室で身につけた画像処理の技術や知識を、社

会に役立てていきたいです。

Interview



立命館大学
主催

全学募集
プログラム

全 学 部 の 学 生を対 象 に実 施され
るプログラム。所属学部・回生等
により、参加条件が限定されてい
る場合があります。

学部・教学機関
独自の

留学プログラム

各 学 部・ 教 学 機 関 が 主 催 するプ
ログラム。所属学部・回生等によ
り、参加条件が限定されている場
合があります。

在学留学

本 学 に 在 学しな がら留 学 すること
を指します。
長期留学の場合も留学期間は在学
期間に算入されるので、4 年間での
卒業が可能です。
ただし、留学年次、留学時期、各自
の 単 位 取 得 状 況 によっては4 年 間
で卒業できない場合もあります。

休学留学

その 名 のとおり休 学をして留 学 す
る制 度。休 学 期 間 は 在 学 期 間 に算
入されませ ん ので4 年 間で の 卒 業
はできません。また、留学中に取得
した単位の単位認定を本学に願い
出ることもできません。

個人手配 個別合意※に
基づく留学

個人が自ら選択・出願し、入学が
許可された大学に留学する場合。
本人の申請に基づいて本学が留
学と認定した場合をいいます。

学部での4 年間という限られた学生生活のなかで「留学」を目指す場合は、留学
についてだけでなく、4 年間の学生生活のプランをしっかり立てることが必要で
す。ここでは、入学から留学準備、帰国までのおおまかな流れを示しています。

日
々
の
学
習

01
step

留
学
に
向
け
て
の
学
習

02
step

留
学
へ
の
情
報
収
集

03
step

プ
ロ
グ
ラ
ム
選
び

04
step

出
願
・
選
考

05
step

準
備

06
step

留
学

07
step

振
り
返
り

08
step

立命館大学でできる海外留学の種類 立命館大学在学中に可能な留学の形態には以下のものがあります。

留学向けてのプランイメージ

現代社会は、情報やモノだけでなく、ヒトも国境を越えて

頻繁に行き来する時代。そんな社会でリーダーとして活

躍するには、高度な国際性が不可欠です。立命館大学で

は、教育・研究の「国際化」を重要課題の一つと位置づ

け、さまざまな国際教育プログラムを開発、提供していま

す。なかでも海外留学制度は、種類、規模ともに全国の

大学でも屈指の充実ぶりを誇ります。多くの学生が海外

での生活や学びを通して成長を遂げ、その後の学生生

活や進路において大きな飛躍を遂げています。そんな立

命館大学の多彩な海外留学制度をご紹介します。

※個別合意とは本学と先方の大学との合意
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Q：留学の動機

僕は小学生の頃から吹き替えの海外ドラ
マをよく見ていて、彼らの楽しげな雰囲気
に自分も入り込みたいと思っていました。
また、町で道に迷っている外国人を見かけ
て、話しかけたことが何度かあったのです
が、いざ実行してみるとうまく言葉が出て
きません。もっとスムーズに英語が話せれ
ばいいなとそのたびに思いました。こうし
た経験から留学に行きたいという気持ち
をずっと抱いてきました。ただ、留学に行
くなら、3 ヶ月以上の長期プログラムに参
加したかったので、その間立命館大学での
授業が受けられず、卒業に影響するため、
なかなか申込みすることができませんで
した。3 回生になって、卒業に必要な単位
を取ったのでついに留学に行こうと決心
しました。期間が長いこと、平和学に以前
から興味を持っていたことから、１セメス
ター留学のワシントン大学「平和学」プロ
グラムへの参加を決めました。

Q：滞在中の授業や生活の様子

平和学の講義では、世界の紛争について
紛争の原因を個人レベルやグループレベ
ルといったレベル別に分けて紛争を考え
る授業と、アメリカの黒人差別の歴史を
学び、どのように彼らが扱われ、また立ち
上がってきたかを学びました。また、この
二つの授業の復習や疑問に思うことを聞
けるようにサポートクラスがあり、このサ
ポートクラスのおかげで講義の内容が理

解でき、授業についていくことができまし
た。向こうの大学での授業はもちろんすべ
て英語なので初めの一ヶ月半は聞き取る
のに苦労しました。また、聞き取って書き
取るという作業はとても難しかったです。
向こうの学生はまじめな学生が多く、図書
館に行くといつでも学生が勉強していま
した。先生も熱心で、授業で先生の話を聞
いていると先生の授業に対する熱意が伝
わってきます。通学はバスを利用しました
が、バスは時間どおり来ることは少なく、
30 分待ちも当たり前でした。時間どおりに
到着する日本の電車のすばらしさを実感
しました。
で き る だ け ア ク テ ィ ブ に 過 ご し た し た
かったので、休日も積極的に外出するよう
にしました。ホストファミリーや友人と一
緒に出かけることもありましたが、一人で
もいろいろなところに出かけました。こう
した現地での生活全体を通じて感じたの
は、生活が時間にせかされずゆったりして
いるということです。向こうの人たちは
ゆっくりと喫茶店でコーヒーを飲みなが
ら話をしたり、勉強したりと落ち着いてい
ました。

Q：現地での交流の状況

留学中は現地の人によく話しかけられま
した。バスを待っているとき、バスに乗っ
ているとき、道端で歩いているときなど、
あいさつから入って、「どこに行くの？」

「どこから来たの？」など気楽に話しかけ
てくれます。通学中こうした会話を何度か
交わすうちに、自然に親しくなり友達もで
きました。また、大学内のサークルにも参
加していたので、そこで出会った人たちと
も仲良くなりました。

Q：留学を通じて身についたこと・
印象に残っている体験など

大学では日本に興味を持っている現地の
学生と英語を学んでいる日本人の交流を

目的とするサークルに参加しました。週に
１回は集まって英語と日本語で日本につ
いての話をしました。現地の学生が日本の
ことをどう見ているかを知ることができ
たばかりではなく、自分自身が日本につい
て考えるよい機会となりました。なかでも
最も印象に残っているのは、サークルのハ
ロウィンパーティーです。サークルのメン
バーはみな仮装してパーティーに参加し
ました。街中も仮装した人で溢れていたの
が印象的でした。

Q：留学に行ってよかったと
思われること

完璧ではないけれど日常会話程度なら英
語を話せるようになりました。以前よりも
スーッと頭に英語が浮かぶようになり、話
すときに間が空かなくなりました。また、
知らない人とよく話したので初対面の人
でも話しやすくなりました。向こうでたく
さんの人に出会い、いろんな人の考えを知
り、いろんなこと学び、自分の中での考え
方が少し変わった気がします。やりたいこ
とをやり、自分の意見を持っている人に多
く出会い、僕もあまり人に流されず、自分
を持とうという意識が出てきました。

Q：後輩へのメッセージ・
アドバイス

留学するということはとても大きなことと
思いますが、それほど大きく考える必要は
ないと思います。僕も最初はそう思ってい
ましたが、ただ向こうで生活するだけです。
思い切って行ってしまえば誰でも行けるこ
とだと思います。その思い切りで得ること
はたくさんあります。人からいろいろ話を
聞きますが、やはり行ってみないとわから
ないことが多いです。自分で体験し、実感
することが一番です。

人に流されず、
“自分”を持つことの大切さに気づいた。

理工学部  河津 拓 さん（参加時3 回生）

1セメスター留学　アメリカ合衆国・ワシントン州／ワシントン大学

Student's Voice

Hiraku Kawazu
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▲

図書館リテラシー教育

本学へ入学した学生の皆さんが「大学での学び」を深めるための

一助として、本学図書館では図書館リテラシー教育を行っています。

図 書 館 は 学 生 にとって ｢ 学 習 の 場 ｣ であり、「知 的 に 元 気 に なる

場」です。単に閲覧室で本を読み、借りて返すだけでは学力を深め

知的関心を広げることにはつながりません。膨大な資料の中、どれ

が自分 の 学 習 素 材としてふさわしい の かを見 つ け関 連 する図 書 へ

と対象領域を発展させることや、データベースの活用、多様な情報

ソースからふさわしい 情 報を引き出 す 力を身 に つ けることの 教 育

を行っています。

授 業 や 図 書 館 開 催 のガイダンスなどを通じて、学 生 の み なさん

にリテラシー教育を行うことで、大学でのレポート・論文作成のみ

ならず、実 社 会 に お いて求 められる「必 要 な 時 に 必 要 な 情 報を効

果 的・効 率 的 に 探し出し、使うことが 出 来る能 力」を有 する人 材と

なることを目的としています。

授業後に実施するアンケートでは、講義の内容に対して「大いに

満足」「満足」が合計で 80％以上の学部もあるなど、総じてどの学部

でも授業内容に理解を得られていることが明らかになっています。

2009 年度内には、インターネット上で利用できるリテラシー教育の

ページ（Ritsumeikan Academic Information Literacy 通 称：RAIL）

を運用開始予定です。このサービスが開始することにより、学生の

みなさんは場所・時間を問わず、自己学習を進めることが出来ます。

今 後も図 書 館で は 積 極 的 にリテラシー教 育を行 い、本 学 学 生 の

皆さんが高度な情報運用能力を身につけるためのサポートを行っ

ていきます。

▲

授業で使用する図書の蔵書検索サービス

本 学で は、授 業 を 担 当 する教 員 が WEB 上 の「オンラインシラバ

ス」で各学部の授業で使用する参考書を指定しています。本学図書

館では指定の参考書を全て購入し、学生の利用に供してきました。

2009 年 度 4 月からはオンラインシラバスから図 書 館 の 蔵 書 検 索

システム（名 称：RUNNERS）へリンクするシステムがスタートしま

した。学 生 の み なさん が オンラインシラバスで 指 定されている参

考 書 名をクリックすれ ば、図 書 館で の 所 在 がわ かり、より利 用しや

すくなっています。教科書のみならず参考書も積極的に活用するこ

とで、学習を深めていくことを期待しています。

本 学 に は 3 キャン パス に 6 つ の 図 書 館 が あり、年 間 延 べ 260 万

人 以上 が 利 用しています。蔵 書 冊 数 は 280 万 冊 以上（立 命 館アジ

ア太 平 洋 大 学 含 む ）で あり、全 国 の 主 要 私 立 大 学 で もトップレ ベ

ルです。

大 学 図 書 館 の 主 な 役 割 の ひとつ は、学 生 の「自主 的、自立 的 な

学習の意欲を引き出す」ことです。大学への進学率が 50％を超え、

学生が多様化する中で、本学図書館は、利用者教育の充実、レファ

レンスサ ービスの 強 化、蔵 書 冊 数 の 増 加、開 館日数 の 増 加、開 館

時間の延長等、学生の「自主的、自立的な学習の意欲を引き出す」

さまざまな取り組みをおこなってきました。その結果入館者数・図

書貸出冊数は順調に増加しており、学部生、大学院生が 2008 年度

に借りた 図 書 の 合 計 冊 数 は 578,784 冊 にの ぼります。貸 出 総 冊 数

を経年で比較すると、2005 年度に比べ 2008 年度は 1.15 倍と増加

しています。（図 1）
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図1　貸出冊数

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

立命館大学図書館の状況

図書館の教学サポート

Library
Navigator

図 書 館 だ よ り
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利用者が返却した資料を書棚に戻したり、書棚を整理したりと図書館業務に携わるライブラリースタッフ。より多くの学生に図書館
を利用してもらうため、さまざまな広報活動や、サービス向上のための提案なども行います。

　本学図書館では、各学部の講義や授業に関する学術資料が中心

の た め、学 生 の ニ ーズ の 高 い 進 路 就 職 や 資 格 取 得 関 係 の 実 用 書

は、父母教育後援会のご支援により成り立っています。2004 年度よ

り衣笠図書館、BKC メディアライブラリー・メディアセンターにコー

ナーを開設して以来、図書館の常設コーナーとして、学生に広く認

知されています。6 年目を迎えた現在では、年々学部生の利用が増

加し、図書館内で最も利用されているコーナーとなりました。学生

から一層の資料の充実と継続への強い要望が寄せられています。

　「進路就職コーナー」では、就職活動に直面す

る 3 〜 4 回生はもとより、自分の将来や就職に

ついて関心が高まっている 1 〜 2 回生も利用

で きる資 料 を 収 集しています。2008 年 度 か

らは、資 格 試 験 や 3・4 回 生 が 主 に 利 用 する

進路就職関係の資料だけではなく、「働くとい

うこと」を考える資料や、各学部の

教 学 内 容 や 進 路 就 職 に ふ さわし

い分野の資料を提供しています。

　また、2009 年度からは、大学時

代に読書習慣を定着させ、「読む力」

「 考える力 」「 書く力 」を 培うた め、活

字 に 親しむ た め の 図 書（ 小 説・エッセイ・

評論など）を集めた「読楽（どくがく）コーナーのご支援をいただい

ております。このコーナーでは、芥川賞や直木賞などの文学賞受賞

作品、一般書店売上上位の文芸書や教養書などを提供しています。

　 今 後 は、「進 路 就 職コーナー」「読 楽コーナー」を通じ、学 生 の

就 職 活 動 に 必 要 な 図 書 の 支 援 はもちろん、社 会 人として活 躍して

いくた め の 基 礎 力 養 成 に 向 けた 支 援を進 めていきます。今 後とも

ご支援のほど宜しくお願いいたします。

学生ライブラリースタッフの紹介

父母教育後援会会員の方には無料でライブラリーカードが発行され、図書館

の利用が可能です（貸出含む）。最寄の図書館カウンターまでお越しください。

詳細は図書館ホームページ内の「利用案内」をご覧ください。

父母教育後援会会員の皆様へ図書館利用ご案内

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/mr/lib/index.html

進路就職コーナー、読楽（どくがく）コーナー

返 却された資料の配架や書架の整理のほか、ポスター制作など、

図書館により親しんでもらうようさまざまな活動に携わってい

ます。図書館ではいつも、身近な存在として利用者の役に立てるよう

心がけています。また私は、学生に図書館について説明するガイダン

スの講師も担当しています。最初は人前で話すたびに緊張したけれ

ど、最近はずいぶん慣れ、聞いている人により分かりやすく伝える方

法を工夫するなど、話すことにおもしろさを感じるようになってきまし

た。「こうすればもっと利用しやすいだろうな」「ここにこれがあればい

いのにな」など、図書館をより

良くするために考え、それを提

案する機会もあります。図書館

を利用する学生の皆さんにも、

時にはそうした視点で図書館

を眺めてほしい。きっと新たな

発見があるに違いありません。

衣笠キャンパス
学生ライブラリースタッフ
文学部3回生

濵田雅代 さん

L i b r a r y  S t a f f

利 用者から見ればライブラリースタッフも図書館職員の一人。

図書館職員の1人として、しっかり自覚し、資料を配架する際

には誤った場所に入れないよう何度も確かめたり、返却台に戻され

た資料はなるべく早く元の棚に戻したりと、責任を持って作業するこ

とを心がけています。ライブラリースタッフになって、資料や図書館

に対する視野が大きく広がりました。たとえば月1度、ライブラリース

タッフが集まってミーティングを実施。利用者が使いやすいよう図

書館をどう変えていくべきかについて、皆で意見を交換します。思い

もよらなかった改善点や課

題が提案され、図書館の見

方が変わることも少なくあ

りま せ ん。こうし た 取り組

み から更 に サ ー ビ ス の 充

実 に つ な げ て い き た いと

思っています。

びわこ・くさつキャンパス
学生ライブラリースタッフ
情報理工学部4回生

出口明広さん

L i b r a r y  S t a f f

立命館大学図書館ホームページ

I n f o r m a t i o n
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CG 制作がおもしろい !

　映像にかかわるさまざまな分野を幅広く

学んだ昨年と比べ、2回生になった今年は、

専門科目がかなり増えてきした。授業は毎日

けっこう詰まっていますが、昨年よりは選択

の幅が広がり、自分の関心に合わせてカリ

キュラムを組み立てられるようになったの

で、どの授業も「しんどい」と思うことはあり

ません。でも朝一番の1限の授業は少し減っ

たかも（笑）。

　僕が興味を持っているのは、CG（コン

ピュータ・グラフィックス）。「CG実習」と

呼んでいる「リニア映像制作実習」は特にお

もしろいですね。今

は、例 え ば 京 都 タ

ワーなどの立体物の

3D画像を作り、動

かすことに取り組ん

でいます。実習では、

世界的に知られた

CGアニメのクリエ

イターが先生となっ

て直接指導してくだ

さるんです。それだ

けで胸躍る体験で

す。醍醐味はやっぱ

り頭に描いたイメージ通りのCGをプログラ

ミングできた時。高度なアニメーションをつ

けたり、物体の質感を追求するなど、これか

らまだまだ新しい試みに挑戦する予定です。

課外活動にフル回転

　「教室だけが勉強の場じゃない」というの

が僕の信条。課外活動にも積極的に参加して

います。その一つが、オリター団※の活動で

す。きっかけは、僕自身が昨年、オリターさ

んにずいぶん助けられたこと。どうやって勉

強を進めたらいいのか、レポートはどう書く

のかといった学業に関することはもちろん、

アルバイトを探すならどの辺りがいいか、

スーパーはどこにあるのかといった生活全般

にわたってアドバイスしてもらいましたか

ら。初めての町で暮らす上で、これほど心強

い存在はありません。同じように新入生の支

えになれたらと、オリター団に入りました。

　今年は“CrIP”という新入生対象のキャン

プを企画するグループの局長を務めました。

1月頃からイベントを行う意義や効果を考

え、企画を開始。1回生に映像学部について

よく知ってもらい、また学生同士の親睦を深

めてもらうために、デジカメを使った紙芝居

や運動会といったイベントを考案しました。

宿泊場所の手配やイベントに必要な道具やプ

ログラムの準備で春休みは連日会議や準備で

大忙しでしたね。開催は5月。新入生に大い

に喜んでもらうことができました。

　また映画を撮るサークルにも所属し、週

1、2回の割合で活動しています。去年の夏

休みには広島県に1週間のロケを敢行し、映

画を一本完成させました。他にもサッカー

サークルやオープンキャンパススタッフに

も参加。正直言って、目の回るような毎日で

す。けれど何より楽しいから、少しも苦にな

りません。

成長がサポートの恩返し

　一人暮らしを始めて1年余り。授業に加え

てさまざまな課外活動、さらにはアルバイト

とめまぐるしい日々で、寂しさを感じること

はあまりありません。同じく一人暮らしをし

ている友達もたくさんでき、家を行き来する

こともしょっちゅうです。だから部屋に帰っ

ても、一人でいる時間は少ないですね。

　それでも忙しくなればなるほど実感するの

は、両親のありがたみです。深夜までアルバ

イトをして帰宅し、食事もとらずに寝てしま

うような時は、何も言わず、食事の支度をし

て待っていてくれただけで、どれほどありが

たいことだったのかと身にしみて感じます。

もちろんアルバイトだけで大学生活を送れる

わけではありません。授業料や仕送りにも感

謝しています。たくさんのことを吸収し、成

長することがささやかな恩返しかな、と今は

思っています。連絡は月1、2回の母からの

電話で。こちらからかけることは少ないけれ

ど、家族の元気な声に安心し、励まされてい

るのは、僕の方かもしれませんね。★

輝き、成長する大学生活Ritsumeikan
Campus Life Report

★ ★ ★

衣笠

※オリター：新入生の大学での学びや学生生活をサ
ポートする上回生。授業についてアドバイスしたり、
クラスをまとめたり、さまざまなイベントの企画・
運営を行う。

課外活動に打ち込む原動力は、
楽しむ気持ち！

才川翔一朗さん

映像学部 映像学科 2回生　静岡県出身

▲プロが使う本格的な設備で、映像に効果音をつける
実習にも挑戦。
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難易度の高い授業に奮闘

　高校時代、テレビで最先端のロボットを観

て、「これからの科学技術は、こういうロボッ

トが担っていくのか」と興味を抱いたのが、ロ

ボティクス学科に進学するきっかけでした。

　3回生になると、授業数は決して多くはない

ものの専門科目が中心で、正直、難しい!　つ

いていくのに毎日必死です。特に私は、物理が

苦手。授業中、分からない問題にぶつかって頭

を抱えることもしばしばです。そんな時頼り

になるのは、同じ学科の友達の存在です。解き

方を教わったり、一緒に課題に取り組むなど、

共に学ぶ仲間がいるのは心強いものです。

　今は前期の中間考査のためのレポート作成

に追われています。夜8時頃まで大学のパソ

コンルームに残って友達とパソコンに向かっ

ています。帰宅後も深夜2時、3時頃までその

続きに打ち込むことも少なくありません。一

番の悩みは、もう少し寝る時間がほしいこと

ですね（笑）

　女子学生が少ないこともあり、特に女友達

とはとても仲良くなりました。ランチを共に

し、他愛ないおしゃべりをするだけでも楽し

いです。

　後期には、研究室に配属され、いよいよ本

格的な研究がスタートします。それを前に「特

殊講義」ではすべての研究室を見学します。

そこで研究内容や雰囲気をしっかり見極め、

どの研究室にするか、決めるつもりです。

モダンジャズバレエに熱中

　勉強以外に、1回生から打ち込んでいるの

が、モダンジャズバレエ部での活動です。秋の

自主公演に向けて、6月から本格始動。週3回、

平日は放課後から夜10時頃まで、土曜は日中

と、かなりハードに練習しています。振りつけ

から衣装まで、すべて部員の手作り。昨年は、

公演で披露する全6曲目すべての衣装を下級

生である私たちが分

担して作りました。

授業の合間や練習の

終わった深夜に仲間

と黙々と針仕事。そ

れでも直前のリハー

サルにすべてを仕上

げることができず、

先輩から厳しく叱責

されて涙したことも

ありました。けれど

苦労した分、公演で

その衣装を身につけ

て思いっきり踊り、喝采を浴びた時の感動は、

口では言い表せません。公演後、観に来てくれ

た友達にねぎらいの言葉を掛けられた時には、

もう、涙が止まりませんでした。

　3回生になった今年は、私も振りつけを考

える予定。実は、「どうしてもみんなで踊り

たい」と胸に温めていたお気に入りの曲があ

るんです。それにピッタリの振りつけを構想

中です。

家族は一番頼れる存在

　大分県から立命館大学に進学して3年目。一

人暮らしは快適だけれど、やっぱり夜遅く、誰

もいない部屋に帰るのは寂しいものです。勉

強やクラブがうまくいかなくて落ち込んだ時、

温かく迎えてくれた両親の存在の大きさに、

今更ながらに気づかされます。最初は遠方の

大学に進学することに反対していた母が、今

では一番の味方です。週1、2回、「今、何して

る?」「ご飯、ちゃんと食べてるの?」と尋ねて

くれる電話の声が、支えになっています。

　今は、クラブと勉強、それにアルバイトも

していて、息つく暇もない毎日。でもそれだ

けに追われているわけにはいきません。そろ

そろ進路についても考え始める時期です。専

門性をさらに磨いて、関西で就職できたら、

と漠然とながら将来に目を向けるようになっ

てきました。

　大学生活は思った以上にあっという間。悔

いのないよう、これからも思いっきりいろい

ろなことに打ち込むつもりです。★

正課だけでなく、課外活動にも力を注ぐことで個性を伸ばし

“キラリ”と輝く学生たちの大学生活を紹介します。

勉強も、課外活動も、
ますます充実度を増しています!

理工学部 ロボティクス学科 3回生　大分県出身

齊藤梨紗さん

BKC

▲ 2008年秋には学園祭で演技を披露。
齊藤さんは中列右端。

▲ 2009年新入生歓迎公演。衣装もすべて手作り。
齊藤さんは中列左端。
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父母の皆様は、お子様がどのような学生生活を送っているのか関心

をお持ちのことと思います。以下は本学で実施している様々なアン

ケートや統計データを抜粋したものです。これらのデータをもと

に、学生生活の一部をご紹介します。

データに見る学生実態

図1は本学の学生自治組織である学友会が2回生以上を
対象に実施したアンケートからの抜粋です。在学生の半
数以上が「90%以上」授業に出席し、8割以上が「70％以上」
授業に出席するとの回答を寄せています。

正課授業への出席状況
それ以下3% 無回答1%

56%

9%

31%

90%以上出席70%以上出席

50%以上出席

2009年立命館大学
学友会アンケート
（２回生以上）より
／回答数＝4126

図1

本学には現在、700を超えるクラブ・サークルが
活動をおこなっています。これらのクラブ・サーク
ルには、在学生の52％が参加し（2008年10月現在
　届出数）、活発な活動を展開しています。

これらの活動を通じて学生の皆さんはどのよう
な力を身につけているのでしょうか。

図2・3は、キャリア・オフィスが2004年度に卒
業生全員を対象として実施した「卒業生アンケー
ト」からの抜粋です。

アンケートの回答に見られるように、クラブ・
サークル活動と正課教育（いわゆる授業）では、得
られた力が異なっていることが分かります。クラ
ブ・サークルで得られた力で多かった回答は「対人
コミュニケーション力」、「問題発見・解決能力」、

「リーダーシップ」でした。これらは、クラブ・サー
クル活動を通じて、自分たちで目標設定をし、活動
方針を考えたり、学部・回生の異なる学生やOB等、
学外の方々との交流を通じて培われたものである
と考えます。

図4は、（社）日本経済団体連合会が2007年に
企業会員1334社に対しておこなった、「新卒採用
者に関するアンケート調査」のなかの「選考にあ
たっての重視点」という設問への回答です（回答数
602）。この調査によると、採用するにあたって最
も重視することは、「コミュニケーション能力」で
あると多くの企業が回答しています。

正課とクラブ・サークル活動双方での学びを通じ
て、バランスよく力をつけることが重要であると考え
ます。

クラブ・サークルへの参加状況と
得られる力

2004年度卒業生アンケート（立命館大学）より／全学部回答数＝3712

2007年度の新卒者採用に関する企業アンケート調査結果（1334社）（社）日本経済団体連合会より／回答数＝602

対人コミュニ
ケーション力

問題発見・解決力

リーダー
シップ

発想力・
構想力

幅広い教養

専門知識

プレゼン能力6%
論理的な思考

3%

48%

12%

11%

10%

6%

6%

対人コミュニ
ケーション力

問題発見・
解決力

発想力・構想力

幅広い教養

専門知識

プレゼン能力

論理的な
思考

28%

25%14%

9%

9%

8%

6%

リーダーシップ1%

クラブ・サークル活動で得られた力図2

図4

正課教育で得られた力図3

新卒採用者を選考するにあたっての重視点

0

20

40

60

80

100

コミュニ
ケーション
能力

協調性 主体性

79.5

53 51.6 49.4 42.4
33

チャレンジ精神 誠実性 責任感

（%）
（上位6項目）※複数回答

Data 02

Data 01
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　学生生活を送るうえでの1か月の費用（学費を除く）は、表Cのとおりとなっ

ています。

　日本学生支援機構奨学金の受給者数は、延べ12,398名です。また、本学独

自の奨学金は、延べ4364名が受給しており、地方公共団体、民間財団の奨学

金受給者をあわせると、在校生の約2人に1人が奨学金を受給しています。

（2009年3月1日現在。）

　これらの奨学金の情報は、下記HPにて紹介していますので、ご参照くださ

い。また、家計の急変などによって学費の納入などに不安を感じられた場合

には、お早めに所属キャンパスの学生オフィスにご相談ください。

学生生活の費用・奨学金について

奨学金制度について 

 http://www.ritsumei.jp/scholarship/index_j.html

全回生受給者延べ人数
16,958人

日本学生
支援機構
奨学金
（第一種）

立命館大学
学内給付
奨学金

民間財団奨学金139人
地方公共団体
奨学金

学内貸与10人

9274人3124人

4364人
日本学生
支援機構
奨学金
（第二種）

47人

2008年度 奨学金受給状況（全回生）図5

電話代 書籍・勉学費 交通費 教養娯楽費 食費 住居費 日常費 その他 合計

自宅 3,350  3,730 11,470 8,420 11,800 0 7,310 18,030 64,110

自宅外 4,870 3,490 2,680 7,510 25,900 56,340 8,800 14,940 124,530

2008年生活実態調査
（立命館生活協同組合）より
／抽出調査回答数＝635

表 C

表Aは2007年度に立命館生活協同組合が実施した「学生生活実態調査」のなかで、「（学生の皆さんが）日常生活で気にかかってい
ること」という設問に対する回答からの抜粋です。また、表Bは、本学が2008年に新入生の父母の皆様を対象に実施した「新入生父母
アンケート」の「（ご父母の皆様が考えるお子様が）学生生活に関して心配されていること」という設問に対する回答からの抜粋です。

学生生活を送る上での悩みや関心は、回生によっても異なりますが、ほとんどの方が「生活やお金のこと」、「勉学のこと」、「就職
のこと」について悩みを抱えていることが分かります。

ご父母の皆様には、お子様の悩みに耳を傾け、人生の先輩としてご自身の経験を踏まえながら、アドバイスをしていただきたいと
思います。

学生生活を送る上での悩みや関心

順 位 設 問 回 答

1 生活やお金のこと 52.3%

2 勉学のこと 47.7%

3 就職のこと 42.7%

4 時間がたりないこと 41.0%

2007年度学生生活実態調査レポート（立命館生活協同組合）より／抽出調査回答数＝627

日常生活で気にかかっていること表 A

順 位 設 問 回 答

1 学業について 35.8%

2 就職・進路について 23.8%

3 健康について 20.1%

4 一人暮らしについて 6.5%

2008 年度新入生父母アンケート（立命館大学）より／抽出調査回答数＝ 1163

表 B

Data 03

Data 04

　2009年4月より、びわこ・くさつキャンパス（BKC）では、従来の連続時間割を見直
し、衣笠キャンパスと同じく、共通の昼休みを設けた時間割がスタートしました。
連続時間割の見直しによって、昼休み時間での学生団体やサークルよるさまざまな企画
が可能となりました。
　現在、びわこ・くさつキャンパスでは、立命館大学放送局による校内放送に加え、音
楽系団体によるミニコンサート、体育系団体の試合に先立っての応援団による応援活動
などが開催され、キャンパスが活気づくともに、賑やかさが増しています。

（上位 4 項目）※複数回答

学生生活に関して心配されていること
（上位 4 項目）

学生生活を送るうえでの１か月の費用（学費を除く）

（単位：円）
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ーシャトルバスは主にどのような目的で利用していますか?

石 岡 シャトルバスはチアリーダー部の練習がびわこ・くさつキャンパスであるので、平日はほぼ毎日、
週に 5 ～ 6 回は利用しています。バスの中では音楽を聴いたり、休んだり、みんな思い思いの時
間を過ごしています。

ーやはり公共の交通機関を使うよりシャトルバスのほうが便利ですか?

石 岡 衣笠キャンパスから京都駅に出るのもバスで行かなくてはならないので、ちょっと大変ですね。何よりも交通費がシャト
ルバスに比べてかなりかかるので経済的にもシャトルバスはかなり助かっています。また、乗り換えもないので少しの間
ゆっくりできるのもいいですね。特別回数券は学生オフィスの窓口で購入しているのですが、1 週間で 1 セットの回数券
を使い切ります。課外活動をしている学生の多くはこの特別回数券を購入していると思います。

ー課外活動で遅くまで練習されているのですね。

石 岡 体育館の利用が 21 時までなので、その時間まで練習をしています。増便されてバスが 2 台ある日は食堂で食事をして
から帰りますが、1 台だと席の確保のために並ばなければいけないんです。もうちょっと早い時間帯のバスがあればい
いなぁと思っています。今年 4 回生で来春には卒業、チアリーダー部を引退する年明けまではシャトルバスのお世話
になります。

● 課外活動のためにシャトルバスを利用している応援団チアリーダー部の石岡由衣さん（産業社会学部4回生）にお話を伺いました ●

　シャトルバスは、学生・大学院生のほか教職員が授業や研究、課外活動、

業務等でキャンパス間を移動する際に広く利用されています。

中でも父母教育後援会からは、2008 年度より課外活動の支援を目的に、シャ

トルバスの乗車料金の一部および利用者の多いダイヤのシャトルバス増便

のための財政援助をいただいています。通常、片道運賃が 300 円であるとこ

ろ、課外活動に参加する学生を対象に

した特別回数券（10 枚綴り 1500 円）を

販売しています。

シャトルバスの乗車人数は年間のべ 5 万

人を超え、乗車券売上げ枚数では、特別回数券を利用したものが 7 割近くを占め、課外

活動の活性化に大いに役立っています。

■ 特別回数券（課外活動）
■ 教職員用回数券

（2008年4月～2009年2月）

2008年度シャトルバス乗車券売り上げ集計

1,000枚

（1.8％）

984枚

（1.8％）
36,576枚

（66.8％）

16,235枚

（29.6％）

■ 学生・大学院生用回数券（授業等）
■ その他（証紙券売機ほかで販売）
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授業日を中心に、衣笠キャンパ
スと

びわこ・くさつキャンパスを結
ぶシャトルバスを運行していま

す。

キャンパス間を効率的に移動
できるので、

授業や課外活動のために多く
の学生が利用しています。
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活躍する立命館大生の紹介です

—ライフセービングとはどういうものなので
しょうか。小野さんが興味を持ったきっか
けも教えてください。

 
小野 ライフセービングは、直訳すると「人命救

助」ですよね。でも実は、「救助が必要な状
況に追い込まないこと」が最大の使命なん
です。子どもたちに海での命の守り方を教
育したり、海水浴場での怪我を防止するた
めに浜辺のゴミ拾いもします。他にも、迷
子を親御さんに引き渡したり、お酒に酔っ
た人に注意を促すこともあります。そうい
う事故予防も広い意味では「救助活動」な
んです。もちろん、事故は 100% 防げるわ
けではないので、救助が必要な状況では全
力で救助・救命にあたります。
また、ビーチフラッグスなど、競技として
のライフセービングもあります。競技をし
ながら実際に救助するスキルが上げられ
るという点が特徴です。
僕は長野県出身で、まわりに海もないです
し、ライフセービングに関しては、名前を
聞いたことがあるくらいでした。ただ、高
校生の時に野球部に所属していて、練習中
にひどい怪我をする人や、熱中症で倒れて
救急車で運ばれる人を何人も見ていたの
で、救急や救命に興味はありました。それ
で、大学に入学してすぐの頃にたまたまラ
イフセービングクラブのビラをもらった
時、「これだ」と思ったんですね。即決でし
た。授業が始まって 3 日目には入部してい
ました。

 
—立命館大学ライフセービングクラブの主な

活動内容についておしえてください。
 
小 野 普 段 は、西 京 極 ア ク ア リ ー ナ や 伏 見 港 公

園プールで救助に必要な泳ぎ方の練習を
したり、陸トレといって、軽く筋トレをし
たりしています。それから、専用の人形を
使って、心肺蘇生法の訓練をすることもあ
ります。週末になると、和歌山の海へ行っ
て、海や救助機材を使ってトレーニングを
行っています。
7 月になると本格的にシーズンに入ります
が、僕らは毎年、和歌山県の片男波海水浴
場、白浜海水浴場、三重県の阿児の松原海
水浴場の 3 ヶ所で監視活動を行なっていま
す。海の日から 8 月 31 日までは、クラブで
それぞれの海岸の近くに宿舎を借りて、み
んなで共同生活をするんです。これはすご
く楽しいです。じゃんけんで負けた人がご
飯を作ったり、掃除や洗濯もみんなでする
ので、自然と仲良くなりますね。
監視活動以外にも、ジュニアプログラムを
開催して子どもたちに「自分の命は自分で
守ろう、人の命はみんなで守ろう」と教え
ます。9 月にはライフセービングの大会が
始まります。学生ライフセービング大会に
は 毎 年 参 加 し て い ま す。た だ、僕 た ち は、
競技で得たものが、海水浴場での活動に結
びつくかを大切にしているので、競技の結
果ではなく、ひと夏の活動結果を大切にし
ています。

 
—ライフセービングの活動を通して感じるこ

とはありますか ? また苦労したことがあれ
ば教えてください。

 
小野 ライフセービングって本当に楽しいんで

すよ。すごく一生懸命になれるんです。子
どもや地域の人とも交流できますし、他大
学や社会人ライフセーバー達との繋がり
もあります。そういった人たちと一緒に、

「何も起こさない」という目に見えない目
標に向かって頑張れるところに魅力を感
じています。あとは、やっぱり感謝しても
らえた時に「よし、頑張ろう」と改めて思
います。
ライフセービングを通して「誰か特定の人
のために頑張る」のではなく、「誰のため
にでも頑張る」という姿勢を学びました。
自分で考えて行動する必要な場面がたく
さんあるので、人間的にはかなり成長でき
たと思います。
苦労といえば、日焼けしすぎるという事で
すかね。基本的に楽しんで活動しているの
で、そう感じることはあまりないです。

—最後に、今後の目標と、この夏海や川に行
く学生たちに向けてメッセージをお願い
します。

 
小野 この夏、海や川に行くみなさんには、寝不

足、飲酒での入水は控えてくださいとお願
いしたいです。事故に繋がってしまうと楽
しくありませんから。ルールは守って、楽
しい夏休みにしてください。
僕自身は、ライフセービングを通して様々
な知識や技術が身についたので、救命の道
を進みたいと思っています。もっと広い範
囲で人命を助けることのできる仕事につ
きたいという思いもあります。
最 後 に、ラ イ フ セ ー ビ ン グ ク ラ ブ と し て
は、「one for all, all for one.」を目標に今
年も頑張りたいです。全員がレギュラーで
あり、全員がスタッフとして、無事故とい
う目標を達成していきたいですね。海に遊
びに来てくれた人みんなが笑顔で遊んで、
笑顔で帰れるようにしたいです。

「命を救う」ことを誇るのではなく、「事故をなくす」を目標に
みんなが笑顔で遊べる海水浴場のために
夏休み真っ盛り。海や川に泳ぎに行こうと考えている人も多いのではないでしょうか ?
そんな水辺の安全を守るのがライフセーバー。
立命館大学のライフセービングクラブでは、部員全員がライフセーバーの資格を取得し、
NPO 法人のメンバーとして関西の海水浴場を中心に、水辺の安全を守るために様々な活動をしています。
今回は、代表である小野さんに、ライフセービングの魅力や、活動についてお聞きしました。

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/rs/index.htmここに掲載されている内容は、学園の最新情報を学生向けに発信するウェブサイト
「RS Web」内の「輝いてます、ときの人」から使用しています。

小野大助さん（文学部 3 回生）

立命館大学
ライフセービングクラブ 代表
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親が気になる就職のポイント

不安定な経済状況、
子どもの就職が心配…

「

」

昨今の不況の影響で、各企業が採
用を控えていると聞きます。立命

館大学の就職状況はどうなのでしょうか?

2008年度を振り返ると、全国の民
間企業の新規学卒者に対する求人

総数は94.8万人と過去最高で、求人倍率
は2.14倍でした。しかし従業員数1000人
以上の大企業の就職倍率は0.77倍と、依
然狭き門であることに変わりはありませ
んでした。今年度は、いっそう厳しさを増
しているのが実情です。2009年4月現在の
全国の民間企業の求人総数は73万人と、
昨年より22万人近く減少。求人倍率も
1.62倍と、0.52ポイントも下がりました。
一方、2008年度の立命館大学・大学院の就
職希望者の就職決定率は95.2％、大学院進
学者を合わせた全進路就職決定率は
88.6％と、全国の大卒者の就職率67.6％を
大きく上回る健闘ぶりでした。従業員数
1000人以上の大企業に就職する割合も
63.2％にのぼります。とはいえ就職状況の
悪化の影響は、本学も無縁ではありません。
2009年6月末時点での内定決定者の割合は、
昨年の同時期より1割ほど減少。今年は特
に女子学生が苦戦を強いられています。

将来を考えると、やはり安定した公
務員や大企業への就職を選んでほ

しいというのが親の本音。どうしたら満足
できる進路選択ができるのでしょうか?

現在の経済・社会状況に、不安を抱
くご父母の方々も少なくないこと

でしょう。しかし世間の風評や求人倍率
などの数値に一喜一憂しないでください。
必ずしも世間的な指標が、一括採用に当
てはまるわけではありません。図１の通
り、求人総数の増減ほど大卒就職者数へ
の影響は大きくなく、大卒一括採用は底
堅いものがあります。
　ではどうすれば満足できる進路選択
ができるのでしょうか?　たとえ大企業
や有名企業、安定した仕事に就いたとし
ても、人生に満足感や充足感を得られる
とはかぎりません。キャリアセンターの
調査では、企業の規模に関係なく、最初
の就職先に満足感を得ている人ほど、就
職後の仕事や人生に満足する割合が高
いという結果が出ています。すなわち就
職先の規模の大小にかかわらず、「納得
する」「満足する」進路を見つけること
こそが、重要だといえるのです。それに
は、他人の意向に従うのではなく、苦労
してでも自分で考え抜き、「自分の進路
を自分で決める」というプロセスが非常
に重要です。

就職活動を有利にするためには、
留学を経験させたり、資格を取得

させた方が良いでしょうか?

学生自身に「やりたい」という内
発的な意欲があるなら、ぜひ経済

的、精神的に支援していただきたいと思
います。何かに挑戦する経験が、人間的
な成長や能力・スキルの獲得、進路や志
望を見出すまたとない機会となるで

しょう。しかし、ただ「就職のため」にと
いう理由での留学や資格取得は、お勧め
できません。実際近年は、留学経験や資
格そのものが直接就職に有利に働くこ
とは稀だからです。
採用試験で問われるのは、学生自身の
人生観や世界観、職業観であり、そうし
た価値観を培う過程で獲得した職務遂
行力です。つまり、働く目的・意味を理
解しているか、仕事ができる力をもっ
ているかということです。これらは対
処療法的な取り組みで一朝一夕に身に
つくものではありません。正課の授業
はもちろん、クラブやサークルといっ
た課外活動、アルバイトなど、学生生活
すべてを通して育まれていくものなの
です。「就職活動は、大学での学びの総
括を社会に公表する場」と表現した学生
もいました。
またメキシコに留学した学生は、こんな
話をしてくれました。ある農場を訪れた
時のこと。舗装道路もなく、手入れの行
き届かない農場のありさまを目の当た
りにして、「農場や道路が整備され、ト
ラックや耕作機械を導入することがで
きれば、農作業の効率が上がり、人々の
暮らしも豊かになるだろう。私にも手助
けできることがあるのではないか」と
思ったことを契機に、世界の国々の発展
を支援する活動に関わりたいと考える
ようになったといいます。重要なのは、
留学した事実ではなく、経験を通して問
題意識や価値観を形成し、それを将来の
ビジョンにまで高めることです。それが
できれば、就職活動においても大きな自
信と糧になります。

キャリアセンター次長に訊く

Q1

A1

子どもがどのようにキャリアを形成し、
進路を選ぶべきなのかは、親も気になるところでしょう。
今回は父母の方々から寄せられた進路選択や
就職に関する率直な疑問の数々に、
浅野昭人キャリアセンター次長がお答えします。

Q2

A2

Q3

A3

立命館大学
キャリアセンター次長

浅野昭人
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「インターンシップ」という言葉
をよく聞きます。これはどんなも

のなのでしょうか?　子どもにも勧めた
方が良いでしょうか?

「インターンシップ」とは、いわゆ
る「就業体験」の場であると同時

に、大学での学びを再確認する場でもあ
ります。社会に出る前に、企業や団体で
仕事を体験することは、仕事の実態を知
り、「働くことの意味」を考える機会に
なります。また、学生が社会の仕組みを
知る上でも有効な手段です。更に、大学
での学びを実社会で生かす経験をする
場です。
インターンシップを経験することで、大
学での学びを見直し、大学に戻ってから
学び見直すことができます。また、進路
を選ぶ際には、自分の知っている狭い範
囲で企業や仕事を判断しがちですがイ
ンターンシップで実社会を知ることで
自分の適性や価値観に合った企業を見
出す力を身につけることができます。ぜ
ひインターンシップに挑戦し、さまざま
な仕事や働き方があることを知ってほ
しいですね。

希望の進路を得るために、そのほか
何に取り組めば良いのでしょうか?

勉強も、課外活動も、学生時代の
一瞬一瞬すべてが大切です。しか

し何より友をつくり、喜びや苦しみを分
かち合う経験を得てほしい。どんな取り
組みも、自分のため、将来のためだけの
ものであれば、得るものは少ないでしょ

う。特に就職活動は、孤独な戦いだと考
えがちです。ともすれば同じ学部やクラ
ブの仲間がライバルに思えてしまうこ
ともあるかもしれません。しかし仲間と
励まし合いながら取り組むことで、希望
の進路を獲得した例は少なくありませ
ん。仕事も同じです。さまざまな人と協
力し合い、相手の気持ちをくみ取ること
で成功にたどり着くものです。「他者を
認識する力」「他者への共感能力」が、
就職活動でも、社会に出てからも貴重な
宝物になるに違いありません。

キャリアセンターは、
どんなサポートを
しているのですか?

「

」
子どもはどんな仕事や働き方に
向いているのか。さまざまな進路

の中でどのように適性を見出せばいい
のでしょうか?

それを考えることが、就職活動そ
のものです。例えば学生時代の取

り組みを振り返り、なぜそれを選んだの
か、どのように取り組み、どう成長し、
あるいはどんな価値観や世界観を得た
のかを考えます。その分析が、適性や職
業観の自己認識に結びつきます。よく

「自分は特別な活動を何もしなかったか
ら」と言う学生がいますが、重要なのは
取り組んだ内容の難易度だけではなく、
その過程で「何を身につけ、習慣化でき
たか」です。それは、むしろ身近で日常
的な取り組みの中でこそ培われます。何

げない日々の努力の積み重ねの中にこ
そ成果ははあります。自分の人生や仕事
について徹底的に考え抜き、「本当の自
分」を発見してください。
　また自分一人だけの「自己分析」には
限界があります。友達や親と話をする中
で、本人は気づかなかった長所や適性を
発見することは往々にしてあるからです。
自分ではマイナスだと思っている資質が、
実は長所だったということも少なくあり
ません。キャリアオフィスのスタッフに
相談するのも一つの方法ですが、是非、
親子でも話し合ってみて下さい。

キャリアセンターは、具体的にど
のように就職を支援しているの

でしょうか?

入学直後に4年間の目標設定や学
習 計 画 を 明 確 に す る キ ャ リ ア

チャートの作成を指導するところから
サポートは始まります。その後、「キャ
リア形成論」といった正課授業や学部専
門科目を通して低回生からキャリア形
成をサポートしていきます。3回生以降
は、業界研究会や説明会の開催、エント
リーシート作成指導や模擬面接指導な
ど、社会の採用動向に合わせてさまざま
なイベントやプログラムを催し、就職活
動を後押しします。
　 また本学独自の仕組みである「ス
チューデンツ・ネットワーク」の果たす
役割も大きいですね。これは3回生のゼ
ミにおける就職活動をリードするプレイ
スメント・リーダー（PA）、進路が決まっ
た4回生が就職支援をおこなうジュニ

（リクルートワークス研究所「雇用の現状2008年版」より）

大 卒 求 人 と 就 職 状 況
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ア・アドバイザー（JA）、卒業生による
就業体験を伝えるキャリア・アドバイ
ザー（CA）から構成され、学生の就職活
動をサポートする制度です。CAには、
2500名を超える卒業生が登録。年間600
名ものCAが休日を押してキャリアセン
ターが主催する「CA懇談会」に参加する
など、後輩のために尽力してくれていま
す。また秋にはキャリアオフィス内にJA
による相談ブースを設けて、実体験をも
とに就職のアドバイスをしています。立
命館ファミリーとして結束し、後輩をサ
ポートする強い絆こそ、立命館のキャリ
ア支援最大の強みかもしれませんね。

キャリアセンターは、
気軽に利用
できるんですね

「

」
どんな相談をしたらよいのか分
からず、キャリアオフィスに足を

運びにくいと、子どもは言います。

そんな学生にこそ、キャリアオ
フィスに訪れてほしいと思いま

す。「何を相談したらいいのかわからな
い」「何から手をつけたらいいのかわか
らない」。そんな気持ちをキャリアオ
フィスの職員と話すことから就職活動
は始まります。
年間延べ2万6千人の学生が、キャリア
オフィスを利用していますので気軽に
のぞいて下さい。午前中のみ予約も受け
付けるなど、学生が利用しやすいよう工
夫しています。また大学が独自に収集し

た求人情報は、年間1万6千件にも及び
ます。こうした情報も随時公開している
ので、情報収集の場としてもぜひ活用し
てほしいですね。情報は、キャンパス
Webでも公開しています。

親子のコミュニケーションは
必要?

「

」

卒業後は地元に戻ってきてほし
い、また公務員を受けてほしいな

ど、親の希望を伝えたいのですが…。

親御さんの希望、子どもの意向、
両方あってしかりです。どちらが

正しいのかを他者が判断することはでき
ません。大切なのは、きちんと話し合い、
互いの意向を尊重し合うことです。経験
を積んだ人生の先輩としての親の意見に
子どもが納得することもあるでしょう
し、また自分の希望を語るうちに、子ど
もの志望や考えが固まっていくというこ
ともあるでしょう。しかし最終的には、
子ども自身が納得し、自分で進路を決め
るということが重要です。企業の大小や
有名かどうかではなく、自分にとって満
足のいく進路選択かどうか考えてほし
い。経験から言わせてもらえれば、言葉
にはしなくても、案外学生は、親御さん
のこともおもんぱかりながら、将来につ
いてしっかり考えているものですよ。
　もちろんその上でUターンやIターン
を希望する学生のためには、そのための
就職支援も手厚く行っています。（図2）

あまり話をしてくれず、心配は募
るばかりです。

就職活動中の学生は、厳しい試練
に耐えて頑張っています。しつこ

く尋ねられることが、かえってプレッ
シャーになってしまう場合もあります。
だからといって放置していては、本当に
親としてのサポートが必要な時、そのサ
インを見落としてしまうかもしれませ
ん。ご父母に求められるのは、「心のド
アを開けて待っている」という態度では
ないでしょうか。子どもが意見やサポー
トを求めて来た時には、親としてのご意
見をはっきりと言ってあげてください。
そのほかは、「応援する姿勢で温かく見
守る」ことも必要です。
ただしコミュニケーションは、就職活動
が始まったからといって急に取れるよ
うになるわけではありません。普段から
自然に会話する関係を築いていること
が重要です。「親子で考えるキャリア講
座」という冊子も発行していますので、
親子で話し合う際に活用していただけ
ればと思います。（P43参照）

Q8

Q9

A8

A9

Q10

A10

U・Iターン就職支援
■「Uターン・Iターン就職ガイダンス」
実際にU・Iターン就職活動を経験した先輩からの、体験談などを織り交ぜながら、U・Iターン就職
をすすめるうえでのポイントなどを、わかりやすく説明します。

■「キャリアフォーラム」
立命館大学ならではの全国を網羅するネットワークをいかして、各地域の主要企業、地方自治体の
人事担当者を招き、立命館大学の学生のみを対象とする採用セミナーを開催しています。2008年
度は、全国11会場で450社を超える企業、そして1,100名を超える学生が参加しました。

■「全国優良企業データブック」
各地域の主要企業の情報を集めた「全国優良企業データブック」を発刊、U・Iターン就職を希望す
る学生がしています。

図 2
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　「春のオープンカレッジ」、「都道府県別父母教育懇

談 会 」で 参 加 さ れ た ご 父 母 へ お 渡 し し て い ま す

PLACEMENT DATA で は、2008 年 度（2009 年 3 月 卒 ）

の就職状況についてデータをまじえて解説しています。

　2008 年度は企業の採用計画の圧縮や質を重視し計

画数未満で採用を打ち切るなど厳選採用となり、内定

取り消しなどが大きな問題となりました。

　そのような中、本学では、学部・大学院の全卒業・修了者の 99.2％の進路を把握し、就職決定者数を就職希望者

数で割った就職決定率は 95.8％（前年比、-0.4 ポイント）、卒業者を分母とし、就職決定者数と大学院進学者を分

子とする進路就職決定率は 88.6％（前年比 +0.1 ポイント）となりました。従業員規模別就職状況では、巨大企業

63.2、大企業 11.0、中期業 16.0、小企業 6.3 となっています。

　公務員、教員、その他難関試験、大学院進学などに関する結果も掲載。

　本社所在地都道府県別求人・就職決定状況表も掲載しており、一覧で、地元企業の過去 10 年間の採用実績をみ

ることができます。

キャリアオフィスからのインフォメーション

Information from Career Office

「PLACEMENT DATA 2009（父母版）」のご紹介

昨年度、ご自宅に郵送した「親子で考えるキャリア講

座」は、日経新聞はじめ、全国紙各紙で取り上げられ、

注目をあびました。親と子がともに向き合い、仕事と

人生について語り合うきっかけをつくってもらうこ

とを目的としてこの冊子を作成しました。

主なコンテンツは、「わが子の就職と親の役割」、「能

力開発戦略としてのワーク・ライフ・バランス」、わが

子の就職力評価、父と子が語る仕事と人生、キャリア

オフィスのサポートなどです。

ホームページでも同じ内容が閲覧できますので、ぜひ、お時間のあるときにでも、お読みください。

「親子で考えるキャリア講座」のご紹介

立命館大学キャリアオフィス

▲ 大 阪 オ フ ィ ス（ 立命館アカデメイア＠大阪 ）
[ 窓口時間 ]  月曜日〜金曜日／ 9：30 〜 17：30

▲ 東 京 オ フ ィ ス
[ 窓口時間 ]  月曜日〜金曜日／ 9：00 〜 17：30

▲ 衣 笠キャンパス

[ 開室時間 ]

月曜日〜金曜日／ 9：00 〜 17：30
（火曜日のみ 13：00 〜 17：30）

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/fubo/career/index.htmlホームページ URL

▲ びわこ・くさつキャンパス

[ 開室時間 ]

月曜日〜金曜日／ 9：00 〜 17：30
（火曜日のみ 13：00 〜 17：30）
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就職活動の流れと大学のサポート

model student Course

Flow of Job Hunting and Support of University

●就職情報サイトに登録
●学内企業研究会

●企業説明会
●筆記試験
●面接 

（金融・医療関係企業中心）

「人生をいかに生きるか」を真剣に考えた結果が企業選びに

企業を選ぶにあたって最も考えたのは、「これから先の人生をどう生きたいか」ということ。地域に根をおろして長く働けるところに魅力を
感じ、地方銀行を中心に就職活動をしました。地元の銀行を含め数社から内定をいただき、Uターンするか悩みました。考えた結果、自分の
力で生活しながら仕事をする方が、私らしくイキイキと輝いていられると思い、実家から少し離れた企業への就職を決めました。

内 定 後 にOBを
訪ねて仕事につ
て聞き、本当にや
りたい仕事かを
見極めた。

●自己分析シート作成
● SPI 問題集で勉強

●各企業に郵送・WEB 
でエントリー（30 ～ 40 社）

●各企業面接

● OB 訪問

model student Course

●学校推薦で自動車 
メーカーの採用試験
に応募

地元名古屋で、誇りを持って働ける企業への就職を初志貫徹

自動車業界への就職活動は、昨今の不況の影響で、学校推薦の中でも狭い採用枠に挑まなければならず、非常に厳しかったというのが
実感です。採用試験では、自分の研究内容を知らない相手に以下に分かりやすく伝えるかに腐心しました。いくつか内定をいただきました
が、最終的には、面接で話した技術者の方から楽しく、誇りを持って働いていることが伝わってきたことが企業を選ぶ決め手になりました。

キャリアオフィス
の模擬面接でアド
バイスをもらう他、
友達同士で面接練
習を繰り返した。

●エントリーシート作成講座
受講

●キャリアオフィスに相談

●エントリーシート
作成

●企業説明会 
（自動車業界中心）

●学校推薦で自動車部品メーカーの採用
試験に応募、面接 → ●内定

●各種企業一般採用面接

●模擬面接

●エントリーシート、
履歴書送付

面接で、資料を用意し
て研究の専門的な内容
を分かりやすく説明す
るなど、しっかり自分
をアピールできた。

学
内
で
の
活
動

学
外
で
の
活
動

修士2回生

8月

修士1回生

11月 12月

大阪の他、地元愛知県で自動車業
界を中心に、20社以上の企業説明
会に参加。企業への往復は、体力
的にも金銭的にも大変だった。

2月 3月

研究室の先輩や就職
活動を一緒にする友
達から情報を得たこ
とが役立った。

4月

初めての面接
で、思うように
話せず、結果は
不合格に。

学
内
で
の
活
動

学
外
で
の
活
動

4月 9月 10月 1月 2月

公務員試験の勉強に区
切りをつけ、民間企業
への就職を決意。とは
いえ1月は、定期テス
トの勉強、サイクリン
グサークルの活動に忙
しく、就職活動には手
をつけられなかった。

3月 4月

4回生 ●金融機関内定3回生

公務員試験の勉強で成績が思うように
伸びず、「このままでいいのか」と不安
に。キャリアオフィスに相談。「本当に
公務員になりたいのか」と問われ、改め
て「自分は何がしたいのか」と考えた。

●キャリアオフィスに相談

面接では、運営者の立場になって頑
張ったサークル活動や、学業もおろそ
かにしなかったことをアピールした。

3週間、製造や性能実験
の現場を見る。自動車業
界への興味が膨らんだ。

地元名古屋での面接日に
は、実家に宿泊。食事を用
意してくれたり、その日
の報告を聞いてもらうこ
とが、支えになった。

● … キャリアオフィスのサポート

● … キャリアオフィスのサポート

修士論文執筆に向け、
研究に打ち込む

自転車サークルで活動。
サークル運営にも携わる。

公務員を目指して試験勉強。

学内の企業説明会にはできる
限り参加。10月から12月に
かけて、10回以上は出席した。
「あなた自身が商品」と説明さ
れた金融業界に興味を覚える。

エントリーシートを添削してもらった
り、面接や自己分析の相談に乗っても
らったりと、月数回、キャリアオフィス
に足を運ぶ。アドバイスをもらうことで、
客観的に自分を見つめることができた。

ほぼ毎日、面接や説明会、
採用試験に大阪へ赴く。体
力的にも大変だった。

●自動車メーカーでのインターン
シップに参加

キャリアオフィスに毎日のよ
うに通い、エントリーシートや
志望動機を添削してもらった。
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いつから就職活動を始めるのか、どのように取り組めば良いのか、学生やその父母の不安や心配は尽きません。
このページでは、今年度の就職活動を経て希望の進路を獲得した4名の学生が登場。
開始時期から各段階での取り組み、キャリアオフィスの活用法までを実際の活動に沿ってご紹介します。

model student Course

●就職情報サイトに登録
●自己分析セミナー
●学内企業研究会

アルバイト経験を通して成長したことをアピール

大学1回生から、インターネットサービスを提案する営業のアルバイトを続けています。仕事は、相手に冷たくあしらわれることもある厳し
いもの。その中で成果と上げ、チームの売上を県下一にまで押し上げたことも。採用試験では、アルバイトを通して得た自信や成長を語りま
した。世界をフィールドに働くことが目標に幅広い業界、企業にアプローチした結果、希望通りの企業を選ぶことができました。

●自己分析シート作成

model student Course

一緒に取り組む仲間がいたから厳しい就職活動を乗り切れた

早い段階から自己分析を行い、数多くの企業のエントリーシートを書いたことが、希望の進路をつかんだ勝因の一つです。けれど何より
大きかったのは、サークルの仲間や先輩の存在。励まし合ったり、情報を共有したり、アドバイスをもらったり。「みんなで就職活動を乗り切っ
た」という気持ちが強いです。社会や経済を動かす大きな仕事ができるインフラ業界で、しかも愛着のある地元企業に就職を決めました。

内定後、社員の方と
ざっくばらんに話を
する機会を設けても
らい、海外で働ける
チャンスがあること
などを聞いて、入社
の意を固くした。

●各企業に郵送・WEB
でエントリー

●エントリーシート
作成

●エントリーシート
送付（30 ～ 40 社）

●企業説明会
●筆記試験
●面接

●各企業面接

● SPI 問題集
で勉強

●就職情報サイト
に登録

●自己分析シート
作成

●学内企業研究会

●各企業説明会

●エントリーシート
送付（約 50 社）

●筆記試験
●面接

●企業説明会
●筆記試験
●面接

●各企業面接 ●第一志望
企業内定

9月

●新聞社でのインターン
シップに参加

10月 12月 1月 2月 3月

4回生

4月

● SPI 問題集で勉強
●自己分析
●業界研究

●キャリアオフィスに相談学
内
で
の
活
動

学
外
で
の
活
動

3回生

6月

学
外
で
の
活
動

学
内
で
の
活
動

6月

3回生

8月

新聞記者を志
望。エクステン
ションセンター
の「報道ジャー
ナリスト養成
塾」を受講。

9月 10月 12月

「世界をフィールドに働きた
い」と考え、グローバルに事業
を展開する企業を中心に応募。

1月 3月

●第一志望
企業内定

4月

4回生

面接ではアルバイトで
営業活動をした経験を
話した。集団面接でも、
ハキハキと論理的に話
すよう心がけた。

「社会人」として尊敬す
る両親とよく話をした。
「働くとはどういうこと
か」を考える上で貴重な
アドバイスをもらった。

疲れた時、落ち込んだ時
は、サークルの友達や先輩
と飲みに行き、話しをする
ことが気分転換になった。

サークルの仲間と互い
を分析し合うことで、自
分では気づかなかった
長所や志向を発見した。

「筆記試験の勉強を
しておいた方がい
い」とテニスサーク
ルの先輩にアドバイ
スされ、腕試しを兼
ねて勉強を開始。

インフラを中心に、
食品メーカーや銀行
など幅広い業界の企
業にアプローチ。

公益性が高く、しかも社会や経済に大き
な影響を与えられる仕事の可能性に惹
かれ、インフラ系企業に関心を持った。

京都、大阪、名古屋を
10回以上も行き来し、
就職活動。体力的、金銭
的にハードだった。2月
中旬から2ヵ月近く、休
みは一日もなかった。

面接では、ボーイスカウ
トの指導経験、サークル
などの活動を通して、自
分がどう成長したか、そ
れを就職後どう生かせる
かを論理的に語った。

「毎日就職活動をする」を目標に、説明会や試験、面接の
スケジュールを組んだ。1日に2、3社を回ることも。大
阪で時間が空いた時は、キャリアセンターの大阪オフィ
スを活用。食事をしたり、情報収集するのに役立った。

企業説明会などで話を聞くうち、「報道
よりも、営業の仕事の方が好きかもし
れない」と思うようになった。

●キャリアオフィスに相談

● … キャリアオフィスのサポート

● … キャリアオフィスのサポート

ボーイスカウトの
指導者として活動。
新しいプログラムなど
にも積極的に挑戦。

●新聞社でのインターン
シップに参加

練習を兼ねて、多くの企業の
エントリーシートを作成。書
くことで自分のことや企業へ
の関心がより明確になった。

●エントリーシート
作成

愛知の実家に帰るたびに親とよく話した。社会人
の視点からのアドバイスが、進路選びに役立った。

アルバイト先で
営業目標を立て、
達成のためにチーム
みんなで奮闘。
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エクステンションセンターでは、資格取得を目指すものから、国家

公務員や司法試験など難関試験のための支援講座、パソコンやビ

ジネスマナーなどのスキルアップを想定したプログラムまで多種多

様な講座を開講。いずれも外部から専門の講師を招聘したり、専門

学校と提携するなど各分野に特化した質の高い講義で、目標達成を

力強くサポートしています。講義は正課の授業時間外に行うため、

学業と両立させながら新たな力を身につけることが可能。各種資格

はもちろん、難関試験においても高い合格率を誇っています。

またエクステンションセンターの窓口では、スタッフが進路や開

講講座、学び方など、学生のさまざまな相談に応じ、情報を提供し

ています。

各種講座を受けることを通じて手にできるのは、資格やスキルだ

けではありません。目標に向かって勉強に打ち込む力や集中力、成

果を出した時の達成感や自信など、数多くの能力や経験を得ること

ができます。正課だけでなく、多様な学びの場を提供することは、学

生の人間的成長にも役立っているのです。

about extention center

エクステンションセンターって
どんなところ?
エクステンションセンターでは、
衣笠キャンパス、びわこ・くさつの2拠点、朱雀キャンパスの計4カ所で、
約28の講座を開講。
年間延べ約7,000人の学生が受講しています。
ここではエクステンションセンターの学びや特徴をご紹介します。

エクステンションセンターとは？

大原簿記法律専門学校に通える「公認会計士講座」があると知り、エクステンションセンターに足を運んだ

のは、1回生の秋のこと。高校時代から公認会計士を志望していた私にピッタリの講座でした。長期にわたる

受験勉強では、「継続すること」が一番の力になります。思うように成績が伸びず、机に向かうのが辛い時期も

ありました。そんな時も週1、2回、放課後に専門学校に通うことで、生活のリズムを乱さず、勉強を投げ出さず

に続けることができました。

情報が充実していることや、格安の受講料で専門学校の講義を受けられるなど、エクステンションセンター

を活用して良かったことはたくさんあります。講座の受け方や、試験までのスケジュールに沿った勉強の取り組

み方など、さまざまな相談に乗ってもらえる講座サポート窓口も、心強い存在でした。おかげで学業と両立しな

がら勉強を続け、3回生で受験した初挑戦で、公認会計士試験に合格することができました。

提携する専門学校に通い、3回生で難関試験突破

経営学部4回生  赤木亮元さん公認会計士試験合格者

合格者の声

■ エクテン講座受講の目的

自分の進路の選択肢を広げる、進路・就職

に有利だから、将来の人生設計に役立てた

い、資 格 に関 連 する業 界 に就 職した い から

など就職活動時や卒業時に発生する不安を

払拭したいという気持ちが現れています。

■ エクテン講座を受講して起きた生活の変化

学 生 の「学 び た い」という気 持ちがそのまま学 生

生 活 に も 変 化 を 及 ぼして おり、学 習 時 間 が 増 加

した、進 路・就 職目標 が 明 確 に なった、集 中 力 が

高 まっ た など自 主 性 が 身 に つ い て いるという結

果となっています。

学生の本音 〜受講生へのアンケートより ▲  エクテン職員によるコメント

エクステンションセンターは資格取得や難
関分野の就職を目指す学生のために講座を
展開しています。学部・回生を問わず、受講
できる環境となっています。
ご 子 息 から進 路・就 職 につ いてご 相 談を
受けられた際は是非エクステンションセン
ター活用などのアドバイスをお願いします。
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エクステンションセンターでは、学生の理想の進路・就職を実現するために資格取得や難関就職対策の講座を提供しています。学部での

授業に加えてエクステンション講座もキャンパス内で受講できる環境は学生にとって大きなメリットです。合格率も高く、市場価格よりも安

価で受講できることも魅力です。

進路・就職を視野に入れた講座の案内

2 0 0 8 年 度 合 格 実 績

金融・会計専門職講座

金融や会計の基礎となる簿記の学習を始め、様々な金融・会計

に関する資格（公認会計士・税理士・証券アナリストなど）を目

指す講座を提供しています。びわこ・くさつキャンパスでは2007

年度から学内で公認会計士試験対策講座を開講しています。

Extension Center Course Information 03

公務員講座

立命館大学学生に特化した講座プログラムを開発し、キャリア官

僚と呼ばれる国家公務員Ⅰ種試験を始め、国家公務員Ⅱ種、地

方公務員上級職などを目指す講座を提供しています。

Extension Center Course Information 01

総合講座

Extension Center Course Information 04

法曹・法律専門職講座

Extension Center Course Information 02

国家資格や公的資格など、学生の多様な進路・就職に対応で

きるよう各分野において役に立つ資格対策講座や、民間就職

においても難関分野の業界に特化した就職対策講座を展開し

ています。

法曹（裁判官、検察官、弁護士）になるための法科大学院進学

プログラムや司法書士、弁理士、行政書士といった法律のプロ

フェッショナルになるために、正課授業復習・応用が効率的にで

きるカリキュラムを提供し、各種資格試験対策を行っています。

〈国家資格実績の一例〉

・新司法試験 合格者数 ……………………………………… 59名

・公認会計士試験 合格者数 ………………………………… 71名

・通関士試験 受講生合格率 ………………………………… 64.7％   （全国合格率 17.8％）

・宅地建物取引主任者資格試験 受講生合格率 …………… 32.5％   （全国合格率 16.2％）

・国内旅行業務取扱管理者試験 受講生合格率 …………… 72.7％   （全国合格率 32.2％）

・総合旅行業務取扱管理者試験 受講生合格率 …………… 64.7％   （全国合格率 34.3％）

〈国家公務員採用試験合格者数〉

・国家公務員Ⅰ種 合格実績 ……36名

・国家公務員Ⅱ種 合格実績 ……150名

（エクステンションセンター調べ）
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強毒性鳥インフルエ

ンザ（A/H5N1）（以下、

新型H5とします）がヒ

ト型に変異し新型イン

フルエンザとして流行

することを懸念して、立

命館大学では感染症対策委員会を中心に昨年度からそ

の対策を検討して参りました。これを基に、今回の豚イ

ンフルエンザから発生した新型インフルエンザ（A/

H1N1）（以下、新型H1とします）が4月24日（金）にメ

キシコ・米国で流行していることが報道されてからは、

総長を筆頭とする緊急対策本部を立ち上げて迅速な対

策に当たってきました。

神戸において国内初の感染が5月16日（土）に発表さ

れたわずか4日後の20日（水）に、本学の学生が滋賀県

初の感染者として発表されました。大学生の感染者と

しても国内第1号でした。滋賀県が県内すべての学校を

休校とし、本学へもその要請があったため、社会的影響

を考慮してBKCでは1週間の休校を判断するとともに、

即日、管轄保健所と協力して濃厚接触者を特定し、全員

から健康状態などの聞き取り調査を行ったうえで、健

康観察・自宅待機を要請しました。2次感染者は出ず、

大きな流行に発展しなかったことは幸いです。京都市

では、市内で初の感染者（小学生）が21日（木）夜に発表

され、深夜に大学へ休校要請があり、翌22日（金）より1

週間の休校と致しました。25日（月）には、1人の学生よ

り感染したとの報告がありました。当該学生は21日（木）

より発症し、講義に出席して600人以上の接触者があっ

たことが判明しましたが、すでに休校していたことが幸

いし、大きな混乱や二次感染の発症もなく経過いたし

ました。この間、父母の皆様にはご心配をお掛けいたし

ましたが、冷静にご対応・ご理解を賜りましたことを感

謝いたします。

新型H1については、報道の焦点が経済・観光への影

響などにシフトし、6月5日には京都府からは「安心して

おこしやす」宣言が発表されるなど、世間では感染その

ものはもう終わったかの様に受け取られています。しか

しながら、まだ決して終わったわけではなく、世界では

まだこの流行は拡大し続けており、6月12日（日本時間）

には世界保健機関（WHO）は「感染状況について異なる

複数の地域（大陸）の国において地域（コミュニティ）で

の持続的な感染が認められる」として、2009年改訂ガイ

本学でのこれまでの対策

現在の流行状況とこれからの予測

●図1：発症日別報告数（7月10日現在）

保 健 セ ン タ ー 健 康 通 信

秋以降も要注意の新型インフルエンザ
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ドラインに基づくWHOフェーズ分類を6とし、「世界

的なまん延状況にある（パンデミック）」と宣言していま

す。特に、冬季に入った南半球（オーストラリアやチリ）

での感染が急速に拡大しています。北半球でも、イギリ

スでは再び5月中旬から学校を中心に感染者数が再上

昇しています。また、最初はメキシコだけに重症・死亡

例が多くみられましたが、時間の経過と共にアメリカ・

カナダ・アルゼンチンなどでも死亡者がみられ始め、現

在、致死率は世界全体で0.4%と推計されます。新型H5

に比べると弱毒性ですが、誰もが免疫を持たないため

感染力が強く、侮ることはできません。

日本においても、いったん終息したかに見えた感染

者数は6月に入ってから再び増加に転じ、気温が30℃を

超えても感染が継続しています（図1）。海外渡航歴のあ

る者が端緒となる散発事例や、学校における集団発生

事例、さらにこれ以外にも散発事例が全国の都道府県

で報告されているのが実情です。7月中旬以降、本学で

も散発例が続いています。このようなことから、「秋冬

に向けて、いつ全国的かつ大規模な患者の増加を見て

もおかしくない状況であると考えられる」と厚生労働省

は発表し、引き続き注意・対策が必要であると指摘され

ています。大学では、いかに集団感染を早期に発見して

食い止めるかが肝要です。

新型H1の症状は、基本的に

は季節性インフルエンザと変

わりません。遺伝子の検査

（PCR）をしなければ区別がで

きません。しかしながら、これ

から蔓延期に入ると全例にPCRを行うことは合理的で

ないことから、①重症化する恐れのある基礎疾患を有

している者、②学校などで感染者が複数存在する場合

などを例外として、原則はPCRを行わないこととなり

ました。新型H1が流行しているか否かを知るすべは限

定されます。

そこで、立命館大学では①37.5℃以上の発熱がある人

は登校しないで、②医療機関を受診すること、③その旨

を学部事務室などに連絡すること、を学生のみなさん

にお願いしています。インフルエンザ様症状で欠席し

ている学生が多数存在すれば、その時点で新型H1の流

行を疑い、疫学調査を保健所にお願いすることになり

ます。

お子様には､体温計をぜひ持たせてください｡毎朝検

温する習慣をつけてもらうのも良いでしょう｡

体調不良時､ 特に体温が高い時には登校せずに医療

機関を受診するようご指導ください｡ なお､ 保健セン

ターは大学構内に存在します｡ 学内に感染症を持ち込

まないためには､ 外部の医療機関をご受診いただきま

すようご理解ください｡

発熱＝インフルエンザの疑い：
流行期の即席診断

※立命館保健センター
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/hoken/medical-j.html
立命館大学ホームページ → 各センター等 → 保健センター

保健センターからのお願い
『体温計を持たせてください』

●インフルエンザの感染予防

① 体調管理：栄養・休養

② 衛生管理：手洗い、うがい

③ 感染防御：　

　 ( ア ) 人ごみに出ない

　 ( イ ) 濃厚接触の危険時：マスク着用

　 ( ウ ) 手洗い、うがい

④ 感染拡大防止：

　 ( ア ) 咳エチケット

　 ( イ ) 自宅安静：発熱時には登校しない

　 ( ウ ) 医療機関受診

　 ( エ ) 学校へ報告・連絡

詳しくは、下記の保健センターのホームページをご覧ください。
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陸上競技部

関西学生陸上競技対校選手権大会
男子陸上競技部が 
12年ぶり2度目の優勝!
総合得点　169点

女子陸上競技部は準優勝!
総合得点　126点

（4月30日～5月17日
 西京極総合運動公園陸上競技場、長居第二陸上競技
場）

4月 30日、5月 8、9、16、17日 の 5

日間にわたって開催された第 86回関西学

生陸上競技対校選手権大会にて、男子陸上

競技部が 12年ぶり2度目の総合優勝を

果たした。

また、女子陸上競技部も同大会にて総合

得点 126点を記録し、準優勝した。

主な成績

▼男子ハーフマラソン
　優勝　西野智也（経済4）

▼女子10,000ｍ
　優勝　小島一恵（経営4）
　2位　 沼田未知（理工2）

▼男子100ｍ
　優勝　小谷優介（経済2） 

▼ 男子400ｍ
　優勝　小野利明（経済3） 

▼ 男子400ｍリレー
　優勝（大会タイ記録：39秒86）
　堀江新太郎（経済1）
　小谷優介（経済2）

　坂本兼玲（経済3）
　土手啓史（経済4） 

▼ 男子110ｍ障害
　優勝　玉井秀樹（経営4） 

▼ 男子走り高跳び
　優勝　佐々木竜一（文4） 

▼ 男子1500ｍ
　優勝　今崎俊樹（経営1）

●女子陸上競技部

金栗記念選抜陸上中長距離熊本大会
（4月4日 熊本県民総合運動公園陸上競技場）

大学の部

▼女子5000ｍ　
　優勝　メリー・ワンガリ・ワンジョイ
　　　　（立命館アジア太平洋大学APS 5）
　3位　小島一恵（経営4）
高校の部

▼女子3000ｍ　
　優勝　伊藤 紋（立命館宇治高校3年）

重量挙部

第6回全日本学生 
ウエイトリフティング選抜大会
（4月19日 さいたま記念総合体育館）

▼女子63kg級
優勝　木下ちひろ（産社2）

自転車競技部

全日本学生選手権クリテリウム大会
（4月26日 びわこ・くさつキャンパス（BKC）外周道路）

▼優勝　石井 愛（経済2）
全国の大学から約 150名の選手が参加

し、女子の部は外周道路７周回で行われた。

大会では、併設のRitsクリテリウム大会

も盛大に行われ、強風と時折の小雨にも

かかわらず、3歳児からプロ選手まで総勢

600名の選手が、BKC構内を駆け抜け

た。また、当日は、オープンキャンパスも同

時に行われ、昼休み時には高校生や父母の

方々もレースを観戦していた。

アメリカンフットボール部

第59回長浜ひょうたんボウル
（4月29日 滋賀県立長浜ドーム）

▼日本大学フェニックスに快勝！
○42－16　日本大学

柔道部

京都学生・学生女子大会
（5月3日 京都産業大学第2体育館）

女子の部

▼団体優勝　リーグ戦3戦全勝　
　（4年連続7度目）

フランスジュニア国際大会女子
（5月9日～10日 フランス・リヨン）

▼52㎏級　
　優勝　堀井江梨子（産社1）

水泳部

第85回日本選手権水泳競技大会 
シンクロナイズドスイミング競技
（5/2～5/5 東京辰巳国際水泳場）

▼ソロ
　2位入賞　乾友紀子（経営1）

▼チーム
　日本優勝

▼デユエット
　優勝　　　小林千紗（経済4）
　　　　　　乾友紀子（経営1）
　8位入賞　上南侑生（経済2）
　　　　  　松本千尋（経営3）

SPORTS  スポーツ

問い合わせ先：スポーツ強化センター
075－465－7863

学生のスポーツ&イベント

2009 SUMMER ISSUE50



競技はソロ、チーム、デュエットの順で行

われ、ソロには上南さん、乾さんが出場。

乾さんがテクニカルルーティン（技術点）、

アーティスティックインプレッション（芸術

点）ともに安定した演技で2位入賞を勝ち

取った。チームでは、小林さん、乾さんがメ

ンバーとして参加する日本チームが、2位に

大差をつけて優勝。

デュエットは乾・小林組、上南・松本組が出

場し、乾・小林組が優勝。上南・松本組も8位

入賞と力強い演技で会場の注目を集めた。

7月26日からローマで開催される世界選

手権へは小林さん、乾さん両選手がチー

ム・デュエットでの代表参加が見込まれ、更

なる活躍が期待される。

アーチェリー部

第38回全日本フィールドアーチェリー 
選手権大会
（5月3日～5日 群馬国際フィールドアーチェリー）

▼リカーブ部門女子個人
　優勝　林 享美（政策3）

硬式野球部

関西学生野球六大学春季リーグ戦
（4月4日～6月3日 わかさスタジアム京都 他）

▼3位
ベストナイン　
柳田一喜（法4）
上内辰哉（文4）

2009年度新歓祭典を開催！！　
（4月25日 びわこ・くさつキャンパス）

今年は「新歓祭典～君と創る祭～」という

テーマで新入生・在学生・地域住民の方々

等を対象に、参加された全ての人が楽しめ

るものを目指した。

サークルや有志団体による企画・展示に

は、色とりどりの衣装に身をつつんだ新入

生や、親子連れの地域住民の方々が行列を

作った。

クライマックスには、セントラルアーク内

にあるステージで立命館大学吹奏楽部応援

団によるパフォーマンスが行われ、素晴らし

い演奏に参加者の心がひとつになった。

考古学研究会

文献に記されていない、 
平安時代前期頃と推定される未知の 
寺院の存在を証明する遺物を発見!!

考古学研究会が、松尾山（京都市西京区）

山中での調査中に文献に記されていない、

平安時代前期頃と推定される未知の寺院

の存在を証明する遺物を発見した。遺物は、

平安時代のものと思われる瓦や須恵器で、

遺物に加え人工的に造成されたひな壇上

の平坦地なども見つかった。

近年、考古学研究会は、松尾山古墳群の

分布・測量調査に取り組んでおり、日頃の地

道な努力が中世期の遺物の発見という大き

な成果につながった。今後の益々の活躍が

期待される。

バトントワリング部

第34回全日本バトントワリング 
選手権大会
（3月27日～ 29日 大阪市中央体育館）

▼チームA　団体優勝

▼チームB　3位入賞

本大会の結果を受けて、8月6日から9日

までオーストラリア・シドニーにて開催され

る「第5回ＷＢＴＦインターナショナルカッ

プ」に、日本代表として本学バトントワリン

グ部チームＡ・Ｂが共に出場することが決定

した。

将棋研究会

第38回全国支部将棋名人戦東西決戦
（5月6日 東京「将棋会館」特別対局室）

▼支部名人
　優勝（2連覇）　古屋皓介（文4）

第41回草津宿場まつり

立命館大学課外活動団体が多数参加!!
（4月26日 JR草津駅周辺）

このイベントは毎年、地域の方によって開

催されるもので、旧草津宿の歴史や伝統を

身近に楽しむことができ、草津市の春の風

物詩としても知られている。

様々なイベントが開催される中、本学か

らも多くの課外活動団体が参加した。

美術研究部は無料で来場者の似顔絵を

描くイベントを行った。多くの来場者が列を

つくって並び、１時間待ちになる程の人気

だった。美術研究部の森川摂さん（文 3）は

「毎年多くのお客さんが並んでくれていま

す。大学と地域の距離が近づくと感じられ

るので頑張っています。」と笑顔で語った。

ht tp : / /www.r i t sumei .ac . jp /acd/ s t / s tudent / in fo/

CULTURE/ARTS 文化・芸術

問い合わせ先：学生オフィス
075－465－8167
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京都新聞社 編集局長
上野孝司氏が講義

5月21日（木）、衣笠キャ

ンパスで、産業社会学部

「ジャーナリズム論」（担当:

柳澤伸司教授）の講義が

行われました。今回は京都

新聞社 編集局長 上野孝司氏を講師に迎え、

「新聞作りの現場から見た現代社会」をテー

マに講義を行いました。上野孝司氏は立命

館大学法学部の卒業生です（1976年卒）。

講義では、当日の京都新聞・朝刊を教材

として使いながら、現代社会の実像に対し

てアプローチ。日本の政治・経済、国際情勢、

格差社会、医療現場の不安、犯罪の変化、人

間関係の希薄などのキーワードから、現在の

状況を詳細に分析しました。そのうえで、閉

塞状況が極まる日本は昭和10年代の様相と

似ていると指摘。かつての日本はこの状況を

打破するために戦争を起こしたと現在の状

況について危機感を示しました。

また、「現在のメディアは、新聞だけではな

く、テレビ、ラジオ、書籍・雑誌、ネット、モ

バイルなど多様化している。今後は電子新聞、

動画利用などが予想される。新聞は100年に

一度の危機と言われている。しかし、新聞は

社会正義を目指した『論陣』を張ることができ

るし、『ニュースの分析・展望』、『総合的な知識

を得る』ことができる。新聞は朝刊分で新書

1冊分の情報量がある。4年間で新聞を読む

ことを習慣づけてほしい。新聞は100年後の

読者に対して、歴史を刻む崇高な仕事である。

若い学生の皆さんはぜひとも新聞記者を目指

して欲しい」と後輩にエールを送りました。

受講した学生は約90名。受講後は「現役

の第一線で働いている方のお話が聞けて有

意義であった」、「新聞づくりの大変さが実感

できた」、「インターネット社会において、最も

ジャーナリズムを発揮しているのが新聞だと

いうことがわかった」、「幅広い知識を得るた

めには新聞を読まなければならないことを学

んだ」など、多数の感想が寄せられました。

銭湯を英語で紹介
政策科学部生が冊子「The Sento: Japanese 
Public Bathhouses in Kyoto」を作成

日本固有の文化である銭湯に外国人にも

親しんでもらおうと、英語で京都市内の銭

湯を紹介した冊子「The Sento : Japanese 

Public Bathhouses in Kyoto」を政策科学部

の学生が作成しました。外国人には分かりに

くい入浴の仕方やマナーも丁寧に解説して

います。

政策科学部では、2007年度から専門教

育と連携した新しい英語教育の一貫として、

地域貢献型英語教育プログラム“Decoding 

Kyoto Project”（【decode】は「暗号を解読・

翻訳する」の意味）を開始しました。

“Decoding Kyoto Project”は、学生の自主

的活動、フィールドワーク、グループワーク

に基づいて研究を行なう2回生のゼミナー

ルのプロジェクトの一つです。これらに英語

の実践的学習の要素を加え、外国人住民や

観光客にとって京都をもっと暮らしやすく

楽しめる町にするために、重要な情報の英

語翻訳を行なっています。

2008年度は京都市に多く点在し、一つの

文化となっている「銭湯」をテーマに、学生

が独自の調査を重ねました。

冊子はB6判72ページ。金閣寺、清水寺や

JR京都駅などの観光スポットや駅に近い23

店舗を紹介しています。営業時間や定休日、

タオルの貸し出しの有無などの一覧表、薬

湯やタイル絵などの特徴も記載しています。

10人の学生が1年がかりで作成しました。

冊子は紹介した銭湯や、外国人向けの

観光案内所などに置いてあります。内容は

立命館大学ホームページからも閲覧できま

す。問い合わせは、立命館大学広報課 TEL 

075-813-8300。

産官学で映画人材育成
松竹京都撮影所 新施設が完成

3月10日、松竹京都撮影所（京都市右京

区）のリニューアルに伴い、同撮影所内に映

像学部生が使用する実習施設が完成しまし

た。実習施設はスタジオ2棟、編集施設、教

室、メディア収蔵庫などからなり、2009年

度から主に3回生が使用しています。

施設は歴史と伝統を誇る時代劇撮影所に

隣接しており、学生たちはプロの制作現場に

実際に身を置きながら、映像制作を学んで

いきます。

松竹（株）と立命館は、京都府の支援もえ

て、映像産業の発展を担う人材育成および

映画・映像技術の研究開発、京都を中心とし

た文化の創造・発展への寄与を産学連携に

より行っていくことを目指しています。今回

の松竹京都撮影所内への立命館実習施設の

設置は、その施策の一つです。

当日はこの実習施設が公開され、関係者

約400人が最新の設備を見学しました。

竣工式では、松竹の迫本淳一社長が「日

本でも珍しい産学公の連携施設。人材育成

や技術開発に対応できる」とあいさつ。長田

豊臣理事長も「この実習施設ならプロのス

タッフの中で学べる。制作もプロデュースも

できる人材を育てたい」と意欲を示しました。

東京大学、京都大学、
慶應義塾大学、早稲田大学と
日米研究インスティテュートを開設

このたび立命館大学は東京大学、京都大

学、慶応義塾大学及び早稲田大学とアメリ

カ・ワシントンD.C.にNPO法人「日米研究イ

ンスティテュート」を共同で設立しました。

複数大学共同による法人設置は初めての取

り組みです。

国際社会の構造的変化の中、日米両国は

様々な課題に直面しています。こうしたグ

ローバルな問題を解決するため、「日米研究

インスティテュート」は、学術的な研究基盤

に立ちながら、現実的なニーズに応える研

究を発信します。また、世界の研究者との共

同研究を通じ、新しい時代の要請にこたえる

日米の若手研究者を育成していきます。 

政策論争と政策情報の中心であるアメリ

カ／ワシントンD.C.で、独立した視点から、

日米の大学の研究ネットワークを駆使し、日

米の大学、実業界からの人材をフルに活用

した研究活動を行い、従来にない成果を挙

げていくことを目指します。

学 園 トピックス
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高齢者の運動量 電子タグで把握
島川博光・情報理工学部教授が
システム開発

島川博光・情報理工学部教授と（株）ゴビ

（京都市下京区）は、電子タグを利用して高

齢者の生活状況を把握するシステム実験の

成果を発表しました。一日の行動や運動量

の変化が数値で把握でき、今後は高齢者の

介護や安全確保に生かせるよう実用化を進

めていきます。

島川教授は防災システムリサーチセン

ター（BKC）内に、高齢者が生活すると想定

した１LDKの部屋を再現し、床やふすま、生

活用具や家電類などに3000枚以上の薄い

電子タグ（約5センチ四方）を張り付けました。

高齢者の両腕と足に小型の読み取り機を

付け、タグと電波をやりとりすることで位置

や移動経路が分かるようにしました。家電類

や布団など持ち運びするものにもタグを付

け、掃除や布団の上げ下ろしといった生活

状況を幅広く記録できます。

実験は、介護や生活面の安全確保などに

活用できるといい、将来的には、老人ホーム

や住宅への導入を見込んでいます。

学生がデザインした
「新フードコート」がオープン

びわこ・くさつキャンパス（BKC）に、学生

がデザインやメニュー作りに参加した「新

フードコート」がオープンしました。

従来の食堂の混雑が激しいことから、ユニ

オンスクエア2階の事務室なども「新フード

コート」として改装。学生からキャンパス整

備スタッフを募集し、延べ約1130人にアン

ケートするなどして意見を反映させました。

室内の床や天井は木目調で、テーブルや

椅子（922席）をゆったりと配置。空間デザ

インを担当した経済学部2回生 藤沢直人さ

んは、「これまでの食堂の無機質な印象を一

新し、温かみを感じてもらえるよう工夫を凝

らした」と語ります。BKCの約550人の留学

生にも配慮し、特定の動物の肉を使わない

メニューなども用意。体育会運動部員向け

に、必要なカロリーや栄養素を計算したアス

リート食もあります。

メニュー作りを担当した経済学部3回生 

岡田紗知さんは「多くの要望を新鮮味のある

献立やデザートに生かした。楽しく過ごせる

食堂になったと思う」と話しました。

村上正紀・立命館副総長が
紫綬褒章を受章

村 上 正 紀・立 命

館副総長は「化合物

半 導 体デ バイス用

のオーミック・コン

タクト材料の開発」

が 評 価 さ れ、紫 綬

褒 章 を 受 章しまし

た。専門は金属薄膜学。金属と化合物半導

体との間に「コンタクト材」と呼ばれる中間

層を入れると電気が流れやすくなる現象

を発見しました。この成果はその後、携帯

電話の小型化、軽量化などにも活用されま

した。

村上正紀副総長は大学院を修了後は、20

年近くアメリカで研究をしていました。コン

タクト材の開発に成功したのはIBMワトソン

研究所の部門マネジャー時代。偶然、理論

に反して金属と化合物半導体に電気が通り

やすくなる現象を見つけました。「共同研究

者に恵まれました。彼らとの共同受賞です」。

研究に対する信条は「挑戦は前進、満足は後

退」。また、「物事を考える際にはまずは孤独

になり、一人で考え抜くことが重要だと思っ

ています。共同研究では異なった意見を大

きな耳を持って聞くことを心がけています」

と語ります。

2007年に京都大学から立命館へ。立命館

副総長とともに、立命館グローバルイノベー

ション研究機構（R-GIRO）の機構長代理を務

めています。

本の出版

立命館アジア太平洋大学（APU）
誕生秘話が書籍化

このたび「立命館アジア太平洋大学誕生

物語～世界協学の大学づくり～」が中央公

論社より出版されました。

本書は、世界81カ国・地域から約2600人

の留学生が集い、日英2カ国で授業を行って

いるAPUがどのような経緯で開学したのか、

また、開学当時の学生たちが何を期待し、い

かに奮闘したのかなどについて綴っています。

主に綴られているのはAPU創設に向けて

第一歩を踏み出した1994年から開学を迎

えた2000年4月頃までと開学からの2年間。

１期生、2期生の奮闘を中心に描いています。

日本にとって緊急の課題である大学のグ

ローバル化を進めるAPUの

歴史を知る上でも非常に興

味深い内容となっています。

立命館京都文化講座「京都に学ぶ」
ブックレット第1期（4冊）を発行

このたび立命館大学文学部は、京都文化講

座「京都に学ぶ」ブックレットを発行しました。

このブックレット第1期（4冊）は、2007

年度に東京キャンパスで行なわれた「立命

館京都文化講座」の講義内容を書き下ろし、

テーマごとにまとめたものです。

京都を「京の色彩（いろどり）」、「京の乱」、

「京の荘厳と雅（しょうごんとみやび）」及び

「京の生活（くらし）」といった視点から考察・

解説。「京都」について、いけばな、公家の生

活、芸能、映画、文学、絵画、動乱の歴史など、

さまざまな切り口で考察しております。

執筆は、華道次期家元 池坊由紀氏、冷泉

家25代当主 冷泉為人

氏 や 立 命 館 大 学

文 学 部 教 授 陣

などです。

T O P I C S

●APU誕生物語編集委員会 著
●体 裁：新書判
●定 価：1,208円（本体1,150円）
●発 行：中央公論新社

●書 名：立命館大学京都文化講座「京都に学ぶ」
①京の色彩（いろどり）、②京の乱、
③京の荘厳と雅（しょうごんとみやび）、④京の生活（くらし）

●定 価：各750円（税込）
●体 裁：A5判　並製　ブックレット　112頁 
●発 行：（株）白川書院
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各種講座のご案内

◎2009年度後期 京都文化講座「大阪・京の色
いろどり

彩」

コーディネーター： 木村一信（立命館大学文学部長）、永田 靖（大阪大学文学部教授）

開催日 プログラム 講師名

第1回 10月  5日（月） 「花のこころ」 池坊由紀（華道池坊次期家元・立命館大学）

第2回 10月19日（月） 「大坂を舞台にした能－世阿弥の『難波梅』を読む」 天野文雄（能楽研究・大阪大学）

第3回 10月26日（月） 「祇園祭と北野祭」 三枝暁子（日本中世史・立命館大学）

第4回 11月   2日（月） 「上田秋成の大阪」 飯倉洋一（日本近世文学・大阪大学）

第5回 11月   9日（月） 「京の美術・絵画」 西林孝浩（東洋美術史・立命館大学）

第6回 11月30日（月） 「文学と映画～大阪の色、京の色」 上倉庸敬（美学・日本映画・大阪大学）

第7回 12月   7日（月） 「文人たちの京都―花街とその周辺でー」 加藤政洋（地理学・立命館大学）

第8回 12月14日（月） 「近代大阪の絵画と色彩」 橋爪節也（日本美術史・大阪大学）

2009 年10 月5日（月）～ 2009 年12 月14日（月）
14：00 ～15：30
立命館アカデメイア @ 大阪 6A セミナールーム

[ 開講期間 ]
[ 時 間 ]
[ 会 場 ]

8回 13,000 円（1回 2,000 円）
80 名
立命館大阪オフィス　tel. 06-6201-3610

[ 受 講 料 ]
[ 定 員 ]
[ お問合せ ]

大阪大学 21世紀懐徳堂、立命館大学文学部、
立命館大阪オフィス
大阪府、大阪市教育委員会（申請予定）

[ 共 催 ]

[ 後 援 ]

大 阪

開催日 講演タイトル 講師名

1 2009 年   9 月   9 日（水） テレビが今大きく変わる !? 川端 義明 （財）NHK サービスセンター NHK ホール支配人 ('75 年 法学部卒 )

2 2009 年   9 月 16 日（水） 日本の所得税 浪花 健三 法学部 教授

3 2009 年   9 月 30 日（水） 家族介護者支援のリアリティ ―男性介護者の研究から― 津止 正敏 産業社会学部 教授

4 2009 年 10 月   7 日（水） 運動で生活習慣病を予防しよう 浜岡 隆文 鹿屋体育大学 教授 スポーツ健康科学部
（2010 年 4 月開設構想・設置認可申請中） 

テーマ「健康の科学
　　　　～健康で長生きするために」

（４～７: ４回シリーズ）

5 2009 年 10 月 14 日（水） 健康づくりと運動ガイドライン 田畑 泉 独立行政法人 国立健康・栄養研究所 健康増進プログラムリーダー

6 2009 年 10 月 21 日（水） 筋力トレーニングで若返り 藤田 聡 経済学部 准教授

7 2009 年 10 月 28 日（水） 健康づくりと食生活 海老 久美子 国立スポーツ科学センター スポーツ医学部研究員

8 2009 年 11 月   4 日（水） 金融危機と会社財務 松村 勝弘 経営学部 教授

9 2009 年 11 月 11 日（水） 国際社会と日本の人権 田島 義久 弁護士（大阪弁護士会）（'74 年 法学部卒）

10 2009 年 11 月 18 日（水） 国際政治とラテンアメリカの新しい流れ 松下 冽 国際関係学部 教授

11 2009 年 11 月 25 日（水） 光を神経シグナルに変換する網膜の成り立ちと機能 小池 千恵子 薬学部 准教授

薬学部・生命科学部
テーマ「ライフサイエンスの最前線」

（11 ～ 14：４回シリーズ）

12 2009 年 12 月   2 日（水） 極限環境微生物の探索と利用 今中 忠行 生命科学部 教授

13 2009 年 12 月   9 日（水） バイオシミュレーションとは 野間 昭典 生命科学部 教授

14 2009 年 12 月 16 日（水） シアノバクテリアで解き明かす体内時計のしくみ 寺内 一姫 生命科学部 准教授

15 2010 年   1 月 13 日（水） 京料理解体新書  高橋 拓児 「木乃婦」三代目若主人（'90 年 法学部卒）

16 2010 年   1 月 20 日（水） 中国農業の現状とその問題点 高屋 和子 経済学部 准教授

17 2010 年   1 月 27 日（水） パルグループ 発展の秘密 井上 英隆 株式会社 パル 代表取締役会長 （'59 年 法学部卒）

18 2010 年   2 月   3 日（水） 第１回：機能性食品

西野 輔翼 グローバル・イノベーション研究機構 教授 健康食品の展望
（18 ～ 20：３回シリーズ）19 2010 年   2 月 10 日（水） 第２回：食品因子を活用したがん予防

20 2010 年   2 月 17 日（水） 第３回：健康食品の社会的位置付け

21 2010 年   2 月 24 日（水） 新経済大国インドを知る 100 分間 小田 尚也 政策科学部 准教授

22 2010 年   3 月   3 日（水） ニュースを映画館で観た時代 川村 健一郎 映像学部 准教授

23 2010 年   3 月 10 日（水） 機械のストレスを測る 岩清水 幸夫 理工学部 教授

24 2010 年   3 月 17 日（水） 減災を実現する情報技術 仲谷 善雄 情報理工学部 教授

25 2010 年   3 月 24 日（水） 教えられたこと限りなし 川本 八郎 学校法人立命館 顧問

◎2009年度 立命館大阪オフィス講座

2009 年 9 月9日（水）～ 2010 年 3 月24日（水）
14：00 ～15：40
立命館アカデメイア @ 大阪 6A セミナールーム

[ 開講期間 ]
[ 時 間 ]
[ 会 場 ]

1回1,000 円（20回以上の一括申込 20,000 円）
各 90 名
立命館大阪オフィス　tel. 06-6201-3610

[ 受 講 料 ]
[ 定 員 ]
[ お問合せ ]

大 阪

◎2009年度 立命館東京キャンパス京都文化講座

過去2年好評だった東京キャンパス「京都文化講座」を今年も開講します。テーマ型の連続講座で、9月～10月に2テーマ、後期（12月予定）に2テーマ、合計4テー

マを開講する予定です。　＜資料請求＞ 東京キャンパス 03-5224-8188　http://www.ritsumei.jp/tokyocampus/index_j.html

■『徒然草』と御室仁和寺の風景＜土曜日：全４回 11：00〜12：30＞

開催日 講演タイトル 講師名

  9 月   5 日（土） 私たちは『徒然草』を読めているか －『徒然草』の謎に迫る－ 中本 大（文学部教授）

  9 月 19 日（土） 『徒然草』と仁和寺 －兼好と弘融の交流を軸として－ 横山和弘（京都文化博物館学芸員）

10 月   3 日（土） 中世仁和寺の歴史と文化 米田真理子（大阪大学講師）

10 月 17 日（土） 『徒然草』を通して見る洛北の歴史的風景 中本 大（文学部教授）

講演タイトル 講師名

第 1 回 幕末の京都と徳川将軍家の動向（仮） 奈良勝司（立命館大学講師）

第 2 回 薩長同盟再考（仮） 家近良樹（大阪経済大学教授）

第 3 回 幕末の京都と薩摩藩の動向（仮） 佐々木克（京都大学名誉教授）　

第 4 回 坂本龍馬をめぐる新視点（仮） 青山忠正（仏教大学教授）　

第 5 回 政治空間としての幕末京都 山崎有恒（立命館大学教授）

■激動の政治空間・幕末京都に迫る＜火曜日：全5回 時間未定＞

コーディネーター：中本 大（立命館大学文学部教授） コーディネーター：山崎有恒（立命館大学教授）

東 京
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親元を離れ一人暮らしをはじめたお子さまをお持

ちの父母の方も、自宅から通学するお子さまをお

持ちの父母の方も、大学生となったわが子の変化を感じて

おられることと思います。また、自宅生も上回生となり正

課や課外活動のため下宿するケースもありますが、親とし

ては「危なっかしくて見ていられない」というのが正直なお

気持ちではないでしょうか。

　一回生は、正課だけでなく課外活動、アルバイトなど、新

たな出会いや経験をする機会がおおきく広がります。また、

上回生になるとゼミやサークル・アルバイト先で責任ある

立場を任されるなど、明確な目的意識や責任感を自覚する

ようになっていきます。

　大学生活が始まったばかりの一回生は、大学での小集

団授業（基礎演習や研究入門など）やサークルなどでの新

しい人間関係に目が行くため、これまでは家族の間で話

していた話題も友人や先輩との対話が中心となり、家族

に対する態度が変化したようにみえますが、決して家族

への思いがなくなったり冷たくしようとしているわけで

はありません。

　ご家族の方々も戸惑いどうすればよいかと心配だとは思

いますが、学生自身にとって、これら人間関係の量的な広

がりと質的な変化は、自立していく過程での大切な経験と

なりますので、慌てず焦らず見守ってあげていただきたい

と思います。

　ただし、まだまだ未熟な面はありますので、お子さまを

信頼して任せる部分と規律や約束事を守らせる部分のバラ

ンスをとりながら、「いつでも味方でいるよ」という姿勢で

接してみてはいかがでしょうか。

A

大学に入学してから子どもの帰りが遅く家庭内でのコミュニケーションができません。
様子を聞こうとしても素直にこたえてくれず、様子の変化にとまどっています。Q

学生部に寄せられるご相談のなかから、よくある内容を類型化してお伝えします。
お子さまとのコミュニケーションのお役に立てば幸いです。

誌 上 相 談 室学 生 部 に よ る

父 母 教 育 後 援 会 だ より

子どもが大学生となって、帰宅が遅くなったり、語りかけても

コミュニケーションをとることを嫌がったり、親としてはまだま

だ「未熟なわが子」を心配しているにもかかわらず、子どもは「も

う大人だからほっといて欲しい」と親のことを煩わしく思うこと

もあります。

生活環境の変化は、これまでの日常生活を一変させることもあ

り、親も子どもも期待と不安のあいだで揺れる場合もあります。

また、これまで、親の目の届く範囲で生活していた子どもが、

急に目の届かない所に行ってしまったと感じられ、子どもが何

を考えているのかわからなくなる不安や気苦労が絶えないこと

でしょう。

しかし、お子さまが、自分で考え行動するという貴重な経験を

自らの選択でするようになっていると考えてみてはどうでしょ

うか。子どもが大学生となり、自分の人生を自分の足で歩み始め

たことは、「大人と子どもの関係」から「大人と大人の関係」へと

続く道程の第一歩でもあります。

まだまだ社会経験も乏しく、ともすれば取り返しのつかない失

敗をするのではないか、という心配はお持ちでしょう。であれば、

なおのこと親としてできることは、お子さま自身が納得いく選択

を自分でできるようアドバイスすることではないでしょうか。

先ほども申し上げたように、「大人と大人の関係」を築くには、

親の子離れ、子の親離れが必要です。その過程では、親の言い分と

子どもの言い分が衝突することもありますが、双方がお互いに納

得できる話し合いを重ねることで解決していくことが大切です。

学生サポートルームからひとこと
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事 　 項 内 容 例 取 扱 い 窓 口 摘 　 要

カリキュラムに
ついては

卒業に必要な
単位が知りたい

各学部事務室

学部ごとに学則・履修規定で定められています。
履修要項を熟読してください。
わからない点は気軽にご相談ください。

成績について知りたい
年1回、ご父母にあてて前年度の成績表をお送りし
ています（2回生以上は5月に前年度1年間、1回生は
10月に前期セメスターの成績を送付）。

教員免許状をとるためには
（教職課程の履修について）

1回生からの計画的履修と自主的自発的な努力が
必要です。各時期のオリエンテーションには必ず
出席するようお子さまにご助言ください。

各種変更届出は

学生の現住所・電話番号
などの変更

「Campus web」より
学生本人が随時更新してください。

保証人または学費請求先の
変更（住所、姓名など）

【衣笠】各学部事務室
【BKC】学びステーション

学生本人が窓口にて所定の変更届を提出してくだ
さい。保証人のみの情報変更についても、左記の
窓口で受け付けますのでご注意ください。

学籍や進路に
関する相談は

休学・復学・退学・再入学

各学部事務室 各学部（研究科）履修要項を参照してください。
転学部・転学科・
転コース・転学系

海外留学したい 国際教育センター
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

留学プログラムの相談窓口です。
募集要項の配布、協定校の情報提供をしています。

卒業後も勉学を続けたい 各学部（研究科）事務室 大学院進学相談・資料請求ができます。
また、聴講生・科目等履修生の制度もあります。

就職について相談したい キャリアオフィス
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

回生にかかわらず、適宜相談してください。

難関国家試験・資格試験
等に備えたい

エクステンションセンター
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

各種試験対策講座や、
スキルアップのための講座を開講しています。

学費や経済的な
相談は

学費納入方法についての
問い合わせ 財務経理課 郵送される「学費案内」に同封の振込用紙で銀行か

らお振込ください。納入期限にご注意ください。

学費納入が困難なとき
学生オフィス

【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

または各学部事務室
お早めにご相談ください。

奨学金を受けたい 学生オフィス
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

日本学生支援機構奨学金をはじめ、学内奨学金
その他民間奨学財団奨学金等があります。
父母教育後援会の奨学金についても
こちらにお問い合わせください。

課外活動に
ついて

課外活動上の問題など 学生オフィス
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

入・退部や練習・合宿などの日常の問題はキャプテ
ンまたは先輩などに相談してください。相談しに
くい問題は部長・顧問の先生または学生オフィス
やスポーツ強化オフィスにご相談ください。

事故・事件・
トラブルなどの

相談は

交通事故、訪問販売、盗難、
災害などのトラブルに
見舞われたとき

学生オフィス
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

秘密厳守でお子さまの相談にのります。

こんな場合はここへ 
各種取扱い窓口のご紹介
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事 　 項 内 容 例 取 扱 い 窓 口 摘 　 要

からだや
こころの相談は

けが、病気になったとき
保健センター

【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

保健センターは診療所を併設し、診療や応急処置
を行っています。
なお、診察には保険証が必要です。（朱雀を除く）

こころとからだに
悩みがあるとき

どんな小さな問題でも相談に応じます。
他の病院への紹介もします。

悩みや相談があるとき 学生サポートルーム
【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

お子さまの立場に立って一緒に考えたいと思いま
す。個人の秘密は守ります。

その他

落し物をした・
落し物をひろった

キャンパス
インフォメーション

【衣笠／BKC 両キャンパスにあります】

毎日、非常に多くの落し物があります。所持品の管
理には十分ご注意いただくようお子さまにご助言
ください。持ち主のわかる落し物については、本人
に連絡をしています。

●落し物をした場合
学内での落し物については次のように取り扱います。
1. 持主の分かる拾得物は、各学部事務室またはびわ

こ・くさつキャンパス管理室受付で保管を。学部事
務室掲示板に呼び出し掲示もしくはBKCキャンパス
事務課よりメールにてお知らせします。

2. 持主の不明な拾得物については、キャンパスイン
フォメーション（BKCはキャンパス管理室受付で保
管・返却等を扱っています（落し物は、拾得日から
6ヶ月間保管します）。

学生証の再発行は各学部事務室で手続きが必要です。

父母が本学の図書館を
利用したい

【衣笠】 衣笠図書館　
【BKC】メディアセンター

　　　メディアライブラリー

父母教育後援会会員であることを条件に、図書館
の利用が可能です。利用手続等については、衣笠図
書館またはメディアセンター・メディアライブラ
リーへお問い合わせください。

衣笠キャンパス
法学部事務室 075-465-8175

産業社会学部事務室 075-465-8184

国際関係学部事務室 075-465-1211

政策科学部事務室 075-465-7877

文学部事務室 075-465-8187

映像学部事務室 075-465-1990

学生オフィス（衣笠） 075-465-8168

キャリアオフィス（衣笠） 075-465-8172

エクステンションセンター（衣笠） 075-465-8297

保健センター（衣笠） 075-465-8281

学生サポートルーム（衣笠） 075-465-8168

国際教育センター（衣笠国際教育課） 075-465-8229

キャンパスインフォメーション（衣笠） 075-465-8144

衣笠図書館 075-465-7880

朱雀キャンパス
財務経理課 075-813-8164

びわこ・くさつキャンパス
経済学部事務室 077-561-3940

経営学部事務室 077-561-3941

総合理工学院
教学課

理工学部 077-561-2625

情報理工学部 077-561-5202

生命科学部・薬学部 077-561-5021

学びステーション 077-561-4972

学生オフィス（BKC） 077-561-2854

キャリアオフィス（BKC）文系担当 077-561-3942

キャリアオフィス（BKC）理工系担当 077-561-2626

エクステンションセンター（BKC） 077-561-2853

保健センター（BKC） 077-561-2635

学生サポートルーム（BKC） 077-561-2854

国際教育センター（BKC国際教育課） 077-561-3946

キャンパス管理室（BKC） 077-561-2617

メディアセンター 077-561-2634

メディアライブラリー 077-561-5059

各 窓 口 連 絡 先 （ 電 話 番 号 ）

お子さまの学生生活について、疑問やご相談にお応えする窓口をケース別にご紹介します。
お子さまがお悩みの際には以下の取扱い窓口に行くようご助言ください。
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Information

立命館大学夏期一斉休暇のお知らせ　８月13日（木）～８月21日（金）は夏期一斉休暇のため、事務室を閉室いたします。

父母教育後援会ホームページのご案内
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立命館大学のホームページアドレスからは…

「保護者の皆さまへ」 ▼「立命館大学父母教育後援会」をクリック

入学時の貴重な思い出が詰まった保存版アルバム

お 申 し 込 み・
お 問 合 せ 先

立命館生活協同組合内 アルバム刊行委員会
〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1　TEL. 075-461-1600　[受付時間] 月〜金 10：00 〜 17：00
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10,000 円（消費税・送料込み）

立命館生活協同組合

立命館大学広報課

学長の祝辞、入学式、衣笠・BKCキャンパス風景、
入学式会場付近での喜びのスナップ写真、
2009 年度新入生クラス集合写真、立命館大学の歴史

8月31日（月）

：

：

：

：

：

■父母教育後援会会員様には別途ご案内を送付いたします（10 月上旬発送予定）。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

秋のオープンカレッジ・アカデミック京 都ウォッチング開 催のご 案 内

アカデミック京都ウォッチング秋のオープンカレッジ

[場所]衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス　[内容]講演会・学部別懇談会

2009年11月21日（土）

■最近、立命館や、関係団体等の名前を利用した悪質なビジネス等が横行しております。父母教育後援会は、会員の照会をいかなる団体にも一切行っておりませんので、くれぐれもご注意ください。

本誌は、登録されいている学生の保証人住所に送付しております。住所を変更された場合は、学生本人による住所変更の手続きが必要です。
お子様に学生証をお持ちの上、所属の学部事務室（BKC は学びステーション）まで届け出ていただきますようお伝えください。会員様の住所変更について

2 0 0 9 年 度  立 命 館 大 学 入 学 記 念アル バム｜ F R E S H  B O O K  2 0 0 9

2009年11月22日（日）


